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は
じ
め
に

テ
オ
ド

l

ル
・
デ
ュ
レ
(
一
八
三
八
l

一
九
二
七
)
は
、
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
の

初
期
の
援
護
者
、
批
評
家
そ
し
て
蒐
集
家
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る

。

そ
の

著
作
『
マ
ネ
』
(
一
九
O
二
年
初
版
、
一
九
O
六
年
改
版
、

一
九
一
九
年
新
版
)
、

『
ホ
イ
ス
ラ
1

』
(
一
九O
四
年
)
、
『
印
象
派
の
画
家
た
ち
』
(
一
九
O
六
年
初
版
、

一
九
三
九
年
四
版
)
な
ど
は
、
今
近
代

一
九
一
二
年
二
版
、
一
九
一
九
年
=
一
版
、

美
術
史
に
お
い
て
評
価
の
定
ま
っ
た
こ
れ
ら
の
画
家
た
ち
に
関
す
る
は
じ
め
て
の

評
伝
で
あ
り
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
は
じ
め
日
本
語
に
い
た
る
ま

で
ひ
ろ
く
翻
訳
さ
れ
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
ヴ
ア
ン
・
ゴ
ッ
ホ
、
ト
ゥ

l

ル
i

ズ

H

ロ
l

ト
レ
ッ
ク
な
ど
に
つ
い
て
も
、
画
集
を
兼
ね
た
高
級
美
術
書
の
体
裁
を
と
っ

た
伝
記
を
も
っ
と
も
初
期
に
著
述
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
デ
ユ
レ
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
日
本
美
術
と
り
わ
け
浮
世
絵
版
画
に
開
眼
し
た
初
期
の
愛
好
家
、
つ
ま
り
ジ
ヤ

ポ
ニ
ザ
ン
と
し
て
も
著
名
で
も
あ
っ
た
。

日
本
美
術
と
印
象
主
義
と
の
あ
い
だ
に

は
美
学
的
な
親
近
性
が
あ
る
。

そ
の
確
信
ー
な
い
し
思
い
込
み
ー
が
、
印
象
派
を

(
註l
)

擁
護
す
る
批
評
家
デ
ュ
レ
の
使
命
感
を
支
え
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
印
象
派
と
そ
の
周
辺
の
画
家
た
ち
と
個
人
的
な
友
好
関
係
に
あ
っ

テ
オ
ド
l

ル
・
デ
ユ
レ

コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
復
元

賀

美

た
の
み
な
ら
ず
、
最
初
期
の
日
本
美
術
蒐
集
家
で
も
あ
っ
た
こ
の
デ
ユ
レ
は
、
そ

れ
で
は
実
際
に
は
い
か
な
る
作
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
な
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

。

本
稿
で
は
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
山
暫
定
的
な

リ
ス
ト
を
復
元
す
る
と
と
も
に
、

ω
こ
の
作
業
の
う
え
で
必
要
な
手
段
に
つ
い
て

の
情
報
を
提
供
し
つ
つ
そ
こ
に
な
お
残
る
難
点
を
指
摘
し
た
い
。

ω
さ
ら
に
以
上

の
作
業
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
な
い
し
は
可
能
な
仮
説
を
基
に
し
て
、
美
術

蒐
集
家
デ
ユ
レ
の
活
動
の
意
味
を
確
認
し
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
伺
え

る
い
く
つ
か
の
文
化
史
的
問
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い

。

最
近
組
織
的
な
研
究
が

は
じ
ま
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
社
会
史
的
研
究
へ
の
さ
さ
や
か
な
寄
与
と
な
る
こ

(
註2
)

と
を
目
標
と
す
る
。

多
く
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
散
逸
の
時
に
は
じ
め
て
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。

デ
ユ
レ
の
場
合
も
そ
の
西
洋
美
術
に
関
す
る
蒐
集
は
こ
の
例
に
も
れ
な
い
。
だ
が

こ
と
日
本
美
術
の
蒐
集
に
か
ぎ
っ
て
い
え
ば
、

デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部

は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
初
期
の
日
本
美
術
蒐
集
と
し
て
は
例
外
的
に
も
、
散
逸
を

免
れ
て
パ
リ
国
立
図
書
館
版
画
部
特
別
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
最
初
に
こ

一
O
七
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一
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八
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)
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、

フ
ラ
ン
ス
印
象
派
の

初
期
の
援
護
者
、
批
評
家
そ
し
て
蒐
集
家
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の

著
作
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マ
ネ
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(
一
九

O
二
年
初
版
、

一
九

O
六
年
改
版
、

一
九
一
九
年
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版
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ホ
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ラ
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(
一
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四
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『
印
象
派
の
画
家
た
ち
』
(
一
九

O
六
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初
版
、
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九
三
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四
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)
な
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は
、
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近
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一
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版
、

一
九
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版
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史
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定
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画
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た
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、
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を
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本
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る
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翻
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そ
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も
、
画
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兼
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級
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術
書
の
体
裁
を
と
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た
伝
記
を
も
っ
と
も
初
期
に
著
述
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
デ
ユ
レ
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
日
本
美
術
と
り
わ
け
浮
世
絵
版
画
に
開
眼
し
た
初
期
の
愛
好
家
、
つ
ま
り
ジ
ヤ

ポ
ニ
ザ
ン
と
し
て
も
著
名
で
も
あ
っ
た
。
日
本
美
術
と
印
象
主
義
と
の
あ
い
だ
に

は
美
学
的
な
親
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性
が
あ
る
。
そ
の
確
信
ー
な
い
し
思
い
込
み
ー
が
、
印
象
派
を
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擁
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す
る
批
評
家
デ
ュ
レ
の
使
命
感
を
支
え
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
印
象
派
と
そ
の
周
辺
の
画
家
た
ち
と
個
人
的
な
友
好
関
係
に
あ
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美

賀

た
の
み
な
ら
ず
、
最
初
期
の
日
本
美
術
蒐
集
家
で
も
あ
っ
た
こ
の
デ
ユ
レ
は
、
そ

れ
で
は
実
際
に
は
い
か
な
る
作
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
な
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
川
暫
定
的
な

リ
ス
ト
を
復
元
す
る
と
と
も
に
、

ωこ
の
作
業
の
う
え
で
必
要
な
手
段
に
つ
い
て

の
情
報
を
提
供
し
つ
つ
そ
こ
に
な
お
残
る
難
点
を
指
摘
し
た
い
。

ωさ
ら
に
以
上

の
作
業
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
な
い
し
は
可
能
な
仮
説
を
基
に
し
て
、
美
術

蒐
集
家
デ
ユ
レ
の
活
動
の
意
味
を
確
認
し
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
伺
え

る
い
く
つ
か
の
文
化
史
的
問
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
最
近
組
織
的
な
研
究
が

は
じ
ま
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
社
会
史
的
研
究
へ
の
さ
さ
や
か
な
寄
与
と
な
る
こ

(註
2
)

と
を
目
標
と
す
る
。

多
く
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
散
逸
の
時
に
は
じ
め
て
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。

デ
ュ
レ
の
場
合
も
そ
の
西
洋
美
術
に
関
す
る
蒐
集
は
こ
の
例
に
も
れ
な
い
。
だ
が

こ
と
日
本
美
術
の
蒐
集
に
か
ぎ
っ
て
い
え
ば
、

デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部

は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
初
期
の
日
本
美
術
蒐
集
と
し
て
は
例
外
的
に
も
、
散
逸
を

免
れ
て
パ
リ
国
立
図
書
館
版
画
部
特
別
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
最
初
に
こ

一
O
七



美
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(

一
九
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)

の
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い

。

パ
リ
国
立
図
書
館
版
画
部
特
別
室
デ
ュ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

同
時
代
の
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ビ
ユ
ル
テ
ィ

l

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
ゴ
ン
ク
l

ル
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
売
り
立
て
に
よ
っ
て
散
逸
し
た
の
と
は
違
っ
て
、
十
四
冊
の
画

帳
の
外
、
五
八
一
件
一
三
九
二
冊
に
及
ぶ
絵
手
本
、
挿
絵
本
(
分
類
番
号
此
)
の

画
帳
が
、
一
八
九
九
年
に
デ
ユ
レ
が
国
立
図
書
館
へ
寄
贈
し
た
と
き
そ
の
ま
ま
の

姿
で
、
渡
り
廊
下
を
巡
ら
し
た
中
二
階
の
壁
面
を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
。

そ
の
カ

タ
ロ
グ
は
『
日
本
の
挿
絵
入
り
書
籍
と
画
帳
』
と
し
て
一
九
O
O
年
に
出
版
さ
れ

(
詐3
}

デ
ユ
レ
自
身
が
こ
の
蒐
集
の
沿
革
を
み
ず
か
ら
そ
の
序
文
に
述
べ
て
い

て
お
り
、一

八
七
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

る

デ
ユ
レ
は
ミ
ラ

l

ノ
出
身
の
銀
行
家
で

フ
ラ
ン
ス
に
帰
化
し
た
共
和
主
義
者
、
ア
ン
リ
・
セ
ル
ヌ

i

シ
(
一
八
一
二
l
九

七
)
と
と
も
に
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
l

ン
後
の
パ
リ
を
脱
出
し
、
リ
ヴ
ァ
プ

i

ル
か
ら

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
経
由
で
世
界
一
周
の
旅
を
し
て
い
る
。

七
一
年
一
一
一
月
か
ら
数

カ
月
に
お
よ
ぶ
日
本
滞
在
中
、
セ
ル
ヌ
l

シ
が
青
銅
器
を
中
心
に
美
術
品
を
購
入

し
た
の
に
た
い
し
、
デ
ユ
レ
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
書
店
に
棚
づ
み
に
な
っ
て
い
る

な
か
か
ら
、
多
く
の
挿
絵
本
を
購
入
し
た
。

こ
う
し
て
で
き
た
、
「
玉
石
混
交
の

山
」
を
核
と
し
て
、
デ
ュ
レ
の
本
格
的
な
絵
本
蒐
集
も
は
じ
ま
っ
た
と
い
う

。

こ
の
旅
行
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
た
つ
の
事
実
を
確
認
し
て
お
こ
う。
ま
ず
こ

の
旅
行
記
録
は
ジ
ュ
l

ヌ
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
『
八
0
日
間
世
界

一
周
』
よ
り
も
早
く
、

一
八
七
四
年
に
は
『
ア
ジ
ア
旅
行
』
さ
逮
喝
さ
』
ミ
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る0

フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
旅
行
者
に
よ
る
手
記
と
し
て
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
使
節
と

一
O
八

し
て
来
日
し
た
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
シ
ャ
シ
ロ
ン
男
爵
の
記
録
(
一
八
五
八

l
六
O

年
に
滞
在
、

一
八
六
一
年
刊
行
)
に
は
遅
れ
る
も
の
の
、

ク
ー
ル
の
序
文
を
付
し
て
出
版
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
シ
シ
ェ
ル
の
『
あ
る
骨
董

商
の
日
本
散
策
記
』
(
一
八
八
三
年
)
よ
り
は
一
O
年
以
上
早
く
、
民
間
人
に
よ

エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン

る
旅
行
記
の
塙
矢
を
な
す
。

惜
し
む
ら
く
は
、
生
き
生
き
と
し
た
逸
話
が
細
部
に

わ
た
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
表
面
的
な
観
察
か
ら

い
き
な
り
一
般
論
の
結
論
が
導
か
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
。

実
証
主
義
を
看
板
に
い

さ
さ
か
高
飛
車
か
つ
浅
薄
な
断
定
口
調
の
文
明
談
義
に
傾
く
の
は
、
デ
ユ
レ
の
性

癖
で
も
あ
れ
ば
才
能
の
限
界
で
も
あ
る
が
、
や
が
て
そ
の
凡
庸
さ
は
、
印
象
派
の

擁
護
者
デ
ュ
レ
に
一
種
有
無
を
い
わ
さ
ぬ
権
威
と
で
も
い
う
べ
き
風
格
を
与
え
る

(
註4
)

こ
と
に
な
ろ
う

。

と
は
い
え
到
着
早
々
、
目
黒
の
巌
谷
弁
天
幡
龍
寺
境
内
で
屋
外
に
放
置
同
然
に

な
っ
て
い
た
四
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
青
銅
阿
弥
陀
大
仏
像
を
購
入
し
た
く
だ
り
は
、

こ
の
旅
行
記
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
精
彩
に
富
む
。

強
引
に
右
腕
を
取
り
外
し
て

も
ち
帰
り
、
翌
日
に
は
本
体
も
分
解
し
て
横
浜
へ
と
輸
送
の
う
え
、
い
ち
は
や
く

国
外
に
持
ち
出
し
た
と
い
う
そ
の
顛
末
。

急
な
話
に
右
往
左
往
し
、
ホ
テ
ル
の
ま

え
で
外
国
人
相
手
に
返
却
を
懇
願
す
る
あ
わ
れ
な
民
衆
の
姿。
既
成
事
実
を
盾
に
、

見
て
み
ぬ
ふ
り
を
す
る
ふ
た
り
の
外
国
人
。

幡
龍
寺
で
は
以
来
こ
の
本
尊
の
行
方

は
皆
目
不
明
の
ま
ま
、
む
な
し
く
百
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
る
こ
と
に
な
る。
好

余
曲
折
を
へ
て
マ
ル
セ
イ
ユ
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
こ
の
「
高
貴
な
る
亡
命
者
」
こ
そ
、

モ
ン
ソ
l

公
園
わ
き
の
セ
ル
ヌ
l

シ
美
術
館
二
階
に
鎮
座
し
て
、
訪
れ
る
鑑
賞
客

を
見
下
ろ
し
て
い
る
由
来
不
明
の
大
仏
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

帰
国
後
の
セ
ル

美
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ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

パ
リ
国
立
図
書
館
版
画
部
特
別
室
デ
ュ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

同
時
代
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ピ
ユ
ル
テ
ィ

1
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
ゴ
ン
ク
l
ル
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
売
り
立
て
に
よ
っ
て
散
逸
し
た
の
と
は
違
っ
て
、
十
四
冊
の
画

五
八
一
件
一
三
九
二
冊
に
及
ぶ
絵
手
本
、
挿
絵
本
(
分
類
番
号
加
)
の

一
八
九
九
年
に
デ
ユ
レ
が
国
立
図
書
館
へ
寄
贈
し
た
と
き
そ
の
ま
ま
の

帳
の
外
、

画
帳
が
、

姿
で
、
渡
り
廊
下
を
巡
ら
し
た
中
二
階
の
壁
面
を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
。
そ
の
カ

タ
ロ
グ
は
『
日
本
の
挿
絵
入
り
書
籍
と
画
帳
』
と
し
て
一
九

O
O年
に
出
版
さ
れ

(駐
3
)

て
お
り
、
デ
ユ
レ
自
身
が
こ
の
蒐
集
の
沿
革
を
み
ず
か
ら
そ
の
序
文
に
述
べ
て
い

一
八
七

一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
デ
ュ
レ
は
ミ
ラ
l
ノ
出
身
の
銀
行
家
で

る
。

フ
ラ
ン
ス
に
帰
化
し
た
共
和
主
義
者
、
ア
ン
リ
・
セ
ル
ヌ

l
シ
(
一
八
一
二
l

九

七
)
と
と
も
に
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ン
後
の
パ
リ
を
脱
出
し
、
リ
ヴ
ア
プ

l
ル
か
ら

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
経
由
で
世
界

一
周
の
旅
を
し
て
い
る
。
七
一
年
一
一
一
月
か
ら
数

カ
月
に
お
よ
ぶ
日
本
滞
在
中
、
セ
ル
ヌ
l
シ
が
青
銅
器
を
中
心
に
美
術
品
を
購
入

し
た
の
に
た
い
し
、

デ
ユ
レ
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
書
庖
に
棚
づ
み
に
な
っ
て
い
る

な
か
か
ら
、
多
く
の
挿
絵
本
を
購
入
し
た
。
こ
う
し
て
で
き
た
、
「
玉
石
混
交
の

山
」
を
核
と
し
て
、
デ
ユ
レ
の
本
格
的
な
絵
本
蒐
集
も
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
。

こ
の
旅
行
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
た
つ
の
事
実
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
こ

の
旅
行
記
録
は
ジ
ュ

l
ヌ
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
「
八

0
日
間
世
界
一
周
』
よ
り
も
早
く
、

一
八
七
四
年
に
は

『
ア
ジ
ア
旅
行
」

5
-
SG
S
h旬
芯
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る

0

フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
旅
行
者
に
よ
る
手
記
と
し
て
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
使
節
と

一O
八

し
て
来
日
し
た
シ
ヤ
ル
ル
・
ド
・
シ
ャ
シ
ロ
ン
男
爵
の
記
録
(
一
八
五
八
l

六
O

一
八
六
一
年
刊
行
)
に
は
遅
れ
る
も
の
の
、

ク
ー
ル
の
序
文
を
付
し
て
出
版
さ
れ
た
フ
ィ
リ

ッ
プ
・
シ
シ
ェ
ル
の
『
あ
る
骨
董

商
の
日
本
散
策
記
』
(
一
八
八
三
年
)
よ
り
は
一

O
年
以
上
早
く
、
民
間
人
に
よ

る
旅
行
記
の
塙
矢
を
な
す
。
惜
し
む
ら
く
は
、
生
き
生
き
と
し
た
逸
話
が
細
部
に

わ
た
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
表
面
的
な
観
察
か
ら

い
き
な
り
一
般
論
の
結
論
が
導
か
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
実
証
主
義
を
看
板
に
い

さ
さ
か
高
飛
車
か
つ
浅
薄
な
断
定
口
調
の
文
明
談
義
に
傾
く
の
は
、
デ
ュ
レ
の
性

癖
で
も
あ
れ
ば
才
能
の
限
界
で
も
あ
る
が
、
や
が
て
そ
の
凡
庸
さ
は
、
印
象
派
の

擁
護
者
デ
ユ
レ
に
一
種
有
無
を
い
わ
さ
ぬ
権
威
と
で
も
い
う
べ
き
風
格
を
与
え
る

(往
4
)

こ
と
に
な
ろ
、っ
。

年
に
滞
在
、

エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン

と
は
い
え
到
着
早
々
、
目
黒
の
巌
谷
弁
天
橋
龍
寺
境
内
で
屋
外
に
放
置
同
然
に

な
っ
て
い
た
四
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
青
銅
阿
弥
陀
大
仏
像
を
購
入
し
た
く
だ
り
は
、

こ
の
旅
行
記
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
精
彩
に
富
む
。
強
引
に
右
腕
を
取
り
外
し
て

も
ち
帰
り
、
翌
日
に
は
本
体
も
分
解
し
て
横
浜
へ
と
輸
送
の
う
え
、

い
ち
は
や
く

国
外
に
持
ち
出
し
た
と
い
う
そ
の
顛
末
。
急
な
話
に
右
往
左
往
し
、
ホ
テ
ル
の
ま

え
で
外
国
人
相
手
に
返
却
を
懇
願
す
る
あ
わ
れ
な
民
衆
の
姿
。
既
成
事
実
を
盾
に
、

見
て
み
ぬ
ふ
り
を
す
る
ふ
た
り
の
外
国
人
。
播
龍
寺
で
は
以
来
こ
の
本
尊
の
行
方

は
皆
目
不
明
の
ま
ま
、
む
な
し
く
百
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
る
こ
と
に
な
る
。
好

余
曲
折
を
へ
て
マ
ル
セ
イ
ユ
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
こ
の
「
高
貴
な
る
亡
命
者
」
こ
そ
、

モ
ン
ソ
1
公
園
わ
き
の
セ
ル
ヌ
l
シ
美
術
館
二
階
に
鎮
座
し
て
、
訪
れ
る
鑑
賞
客

を
見
下
ろ
し
て
い
る
由
来
不
明
の
大
仏
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
帰
国
後
の
セ
ル



ヌ
l

シ
は
青
銅
を
中
心
と
す
る
あ
ま
た
の
東
洋
美
術
品
で
自
分
の
邸
宅
を
飾
っ
て

い
た
が
、
こ
れ
を
建
物
ご
と
一
八
九
六
年
パ
リ
市
に
遺
志
に
よ
り
寄
贈
し
た

。

同

志
の
死
去
か
ら
二
年
の
の
ち
、
今
度
は
デ
ユ
レ
が
自
分
の
挿
絵
・
画
帳
の
類
い
を

パ
リ
国
立
図
書
館
へ
と
寄
贈
同
然
の
破
格
で
一
括
手
渡
す
こ
と
と
な
る
。

書
類
上
は
一
八
九
九
年
三
月
二
O
日
づ
け
で
「
購
入
」
の
体
裁
に
な
っ
て
い
る
、

こ
の
パ
リ
国
立
図
書
館
版
画
部
特
別
室
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
国
文
学
畑
の
研
究
者
か
ら
い
く
つ
か
専
門
的
な
報
告
が
あ
る
の
で
、

(
註5
)

そ
れ
を
注
記
す
る
に
と
ど
め
、
こ
こ
で
は
詳
細
は
割
愛
す
る
。

た
だ
以
下
の
二
点

に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
こ
の
挿
絵
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ひ
と
つ
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ

る
。
序
文
で
デ
ユ
レ
は
日
本
人
間
・
日
ハω4
5
含
な
る
人
物
の
協
力
を
仰
い
だ
む
ね
注

記
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
人
物
が
ま
だ
特
定
で
き
て
い
な
い
。

筆
者
は
ク
l

ル

ベ
研
究
家
で
デ
ユ
レ
の
著
作
権
と
そ
の
資
料
・
草
稿
・
私
信
の
大
部
分
を
遺
言
に

よ
っ
て
引
き
継
い
だ
シ
ヤ
ル
ル
・
レ
ジ
ェ
を
追
跡
す
る
う
ち
に
、
そ
の
レ
ジ
ェ
の

遺
品
を
一
部
所
有
す
る
ロ
ジ
ェ
・
ク
パ
氏
と
連
絡
が
取
れ
、
か
れ
の
好
意
で
、
そ

の
所
蔵
品
の
な
か
か
ら
同
ω
当
ω
含
が
デ
ュ
レ
あ
て
に
送
っ
た
手
紙
一
通
の
コ
ピ
i

(
註6
)

公
表
の
機
会
を
得
た
。
ソ
ウ
ル
の
当
時

E
「
巳
与
』
l
E
R
E
と
呼
ば
れ
た
場
所
か
ら

発
信
さ
れ
た
一
九
一
五
年
三
月
一
O
日
づ
け
の
長
文
の
手
紙
で
あ
る
。
達
者
だ
が

必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
フ
ラ
ン
ス
語
で
一
気
阿
成
に
書
か
れ
た
と
お
ぼ
し
い
文

面
か
ら
は
、
こ
の
人
物
が
古
美
術
・
書
画
骨
董
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
、
ま
た
李
朝
白
磁
や
青
銅
器
、
朝
鮮
の
紙
を
欧
州
で
販
売
す
る
意

図
を
も
っ
て
デ
ユ
レ
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
こ
と
が
伺
え
る
。
別
の
経
路
か
ら
こ

テ
オ
ド
l

ル
・
デ
ユ
レ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
復
元

の
「
東
京
出
身
の
文
人
」
が
一
九
O
O

年
当
時
、
東
洋
美
術
研
究
所
た
る
パ
リ
の

ギ
メ
美
術
館
に
も
勤
務
し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
情
報
も
発
見
し
た
。

だ
が
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
ギ
メ
美
術
館
に
は
対
応
す
る
記
録
は
見
当
た
ら
ず
、
記
事
が

ギ
メ
美
術
館
と
国
立
図
書
館
と
を
混
同
し
た
か
、
ま
た
は
カ
ワ
ダ
が
正
規
の
職
員

(
註7
)

で
は
な
か
っ
た
も
の
か
と
も
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
第
二
に
と
り
あ
げ
る
べ
き
点
と
し
て
、
こ
の
内
包
巧
立
山
が
助
手
と
し
て

日
本
の
風
俗
習
慣
か
ら
歴
史
上
の
逸
話
、
物
語
の
登
場
人
物
な
ど
を
説
明
し
て
そ

の
カ
タ
ロ
グ
作
り
に
協
力
し
た
狭
義
の
「
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
別
に

も
、
デ
ユ
レ
旧
蔵
の
作
品
と
し
て
パ
リ
国
立
図
書
館
に
伝
わ
る
日
本
の
版
画
作
品

が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
な
か
に
、
天
地
人
三
編
の
摺
物
貼
り
込
み
帳
が
あ
る
こ

(
註8
)

つ
と
に
近
藤
映
子
女
史
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

狂
歌
師
、
長
島
雅

と
は
、

秀
が
み
ず
か
ら
集
め
た
北
賛
、
清
長
、
俊
満
ほ
か
三O
名
以
上
の
絵
師
の
作
品
は

そ
の
数
回
三
九
点
。
作
品
や
添
え
ら
れ
た
狂
歌
の
多
く
が
新
発
見
だ
っ
た
だ
け
で

な
く
、
こ
う
し
た
保
存
状
態
の
摺
物
の
例
は
ほ
か
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
、
国
文
学
や
浮
世
絵
研
究
の
領
域
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

だ
が
そ
れ
と

同
時
に
、
当
時
の
ジ
ヤ
ポ
ニ
ス
ム
の
文
脈
で
も
こ
の
資
料
が
一
級
の
意
義
を
も
ち

得
る
こ
と
の
み
、
再
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
貼
り
込
み

帳
に
寄
せ
集
め
ら
れ
た
贈
答
用
の
版
画
を
見
た
か
ら
こ
そ
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
は

「
日
本
人
芸
術
家
た
ち
の
作
品
交
換
の
習
慣
」
と
い
う
空
想
を
逗
し
く
し
え
た
の

で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
蓋
然
性
や
状
況
証
拠
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
別
に
詳
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
む
は

o

一
O
九

ヌ
l
シ
は
青
銅
を
中
心
と
す
る
あ
ま
た
の
東
洋
美
術
品
で
自
分
の
邸
宅
を
飾
っ
て

い
た
が
、
こ
れ
を
建
物
ご
と
一
八
九
六
年
パ
リ
市
に
遺
志
に
よ
り
寄
贈
し
た
。
同

志
の
死
去
か
ら
二
年
の
の
ち
、
今
度
は
デ
ユ
レ
が
自
分
の
挿
絵
・
画
帳
の
類
い
を

パ
リ
国
立
図
書
館
へ
と
寄
贈
同
然
の
破
格
で
一
括
手
渡
す
こ
と
と
な
る
。

書
類
上
は
一
八
九
九
年
三
月
二

O
日
づ
け
で
「
購
入
」
の
体
裁
に
な
っ
て
い
る
、

こ
の
パ
リ
国
立
図
書
館
版
画
部
特
別
室
デ
ュ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
国
文
学
畑
の
研
究
者
か
ら
い
く
つ
か
専
門
的
な
報
告
が
あ
る
の
で
、

(
意
。
)

そ
れ
を
注
記
す
る
に
と
ど
め
、
こ
こ
で
は
詳
細
は
割
愛
す
る
。
た
だ
以
下
の
二
点

に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
こ
の
挿
絵
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ひ
と
つ
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ

る
。
序
文
で
デ
ュ
レ
は
日
本
人
間
・
}
ハ
ω話
回
己

ω
な
る
人
物
の
協
力
を
仰
い
だ
む
ね
注

記
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
人
物
が
ま
だ
特
定
で
き
て
い
な
い
。
筆
者
は
ク
l
ル

ベ
研
究
家
で
デ
ユ
レ
の
著
作
権
と
そ
の
資
料
・
草
稿
・
私
信
の
大
部
分
を
遺
言
に

よ
っ
て
引
き
継
い
だ
シ
ヤ
ル
ル
・
レ
ジ
ェ
を
追
跡
す
る
う
ち
に
、
そ
の
レ
ジ
ェ
の

遺
品
を
一
部
所
有
す
る
ロ
ジ
ェ
・
ク
パ
氏
と
連
絡
が
取
れ
、
か
れ
の
好
意
で
、
そ

の
所
蔵
品
の
な
か
か
ら
同
ω
さ
ω
含
が
デ
ュ
レ
あ
て
に
送
っ
た
手
紙
一
通
の
コ
ピ
ー

(註
6
)

公
表
の
機
会
を
得
た
。
ソ
ウ
ル
の
当
時
間
口
「

C
E己
l
g
R
E
と
呼
ば
れ
た
場
所
か
ら

発
信
さ
れ
た
一
九
一
五
年
三
月
一

O
日
づ
け
の
長
文
の
手
紙
で
あ
る
。
達
者
だ
が

必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
フ
ラ
ン
ス
語
で
一
気
阿
成
に
書
か
れ
た
と
お
ぼ
し
い
文

面
か
ら
は
、
こ
の
人
物
が
古
美
術
・
書
画
骨
董
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
、
ま
た
李
朝
白
磁
や
青
銅
器
、
朝
鮮
の
紙
を
欧
州
で
販
売
す
る
意

図
を
も
っ
て
デ
ユ
レ
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
こ
と
が
伺
え
る
。
別
の
経
路
か
ら
こ

テ
オ
ド
l
ル
・
デ
ユ
レ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
復
元

の
「
東
京
出
身
の
文
人
」
が
一
九

O
O年
当
時
、
東
洋
美
術
研
究
所
た
る
パ
リ
の

ギ
メ
美
術
館
に
も
勤
務
し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
情
報
も
発
見
し
た
。
だ
が
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
ギ
メ
美
術
館
に
は
対
応
す
る
記
録
は
見
当
た
ら
ず
、
記
事
が

ギ
メ
美
術
館
と
国
立
図
書
館
と
を
混
同
し
た
か
、
ま
た
は
カ
ワ
ダ
が
正
規
の
職
員

(註
7
)

で
は
な
か
っ
た
も
の
か
と
も
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
第
二
に
と
り
あ
げ
る
べ
き
点
と
し
て
、
こ
の
間
ω
者
包
ω
が
助
手
と
し
て

日
本
の
風
俗
習
慣
か
ら
歴
史
上
の
逸
話
、
物
語
の
登
場
人
物
な
ど
を
説
明
し
て
そ

の
カ
タ
ロ
グ
作
り
に
協
力
し
た
狭
義
の
「
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
別
に

も
、
デ
ュ
レ
旧
蔵
の
作
品
と
し
て
パ
リ
国
立
図
書
館
に
伝
わ
る
日
本
の
版
画
作
品

が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
な
か
に
、
天
地
人
三
編
の
摺
物
貼
り
込
み
帳
が
あ
る
こ

(註
8
)

つ
と
に
近
藤
映
子
女
史
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
狂
歌
師
、
長
島
雅

と
は
、

秀
が
み
ず
か
ら
集
め
た
北
斎
、
清
長
、
俊
満
ほ
か
三

O
名
以
上
の
絵
師
の
作
品
は

そ
の
数
回
三
九
点
。
作
品
や
添
え
ら
れ
た
狂
歌
の
多
く
が
新
発
見
だ
っ
た
だ
け
で

な
く
、
こ
う
し
た
保
存
状
態
の
摺
物
の
例
は
ほ
か
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
、
国
文
学
や
浮
世
絵
研
究
の
領
域
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
と

同
時
に
、
当
時
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
文
脈
で
も
こ
の
資
料
が
一
級
の
意
義
を
も
ち

得
る
こ
と
の
み
、
再
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
貼
り
込
み

帳
に
寄
せ
集
め
ら
れ
た
贈
答
用
の
版
画
を
見
た
か
ら
こ
そ
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
は

「
日
本
人
芸
術
家
た
ち
の
作
品
交
換
の
習
慣
」
と
い
う
空
想
を
逗
し
く
し
え
た
の

で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
蓋
然
性
や
状
況
証
拠
に
つ
い
て
は
、

(設
9
)

す
で
に
別
に
詳
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

一
O
九
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デ
ュ
レ
の
浮
世
絵
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
散
逸

既
に
見
た
よ
う
に
、
現
在
の
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
大
部
分
が
書

籍
仕
立
て
に
な
っ
た
も
の
ば
か
り
で
、
独
立
し
た
一
枚
摺
、
二
枚
摺
な
ど
の
作
品

は
見
ら
れ
な
い
。

こ
ち
ら
は
デ
ユ
レ
の
生
前
に
散
逸
す
る
運
命
に
あ
っ
た
。

そ
の

全
貌
を
再
構
成
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
が
、
一
八
八
三
年
に
ル
イ

-
ゴ
ン
ス
の
『
日
本
美
術
』
出
版
に
際
し
て
組
織
さ
れ
た
「
日
本
美
術
回
顧
展
」

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
デ
ユ
レ
は
八
O
点
の
出
品
を
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
十
六

点
が
挿
絵
入
り
書
籍
で
あ
る
点
に
デ
ユ
レ
の
特
徴
が
既
に
見
ら
れ
る。
絵
師
は
園

芳
、
三
代
豊
田
、
北
賛
派
な
ど
が
中
心
で
、
一
八
世
紀
以
前
に
遡
の
ぼ
る
こ
と
が

明
白
な
作
品
は
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
確
認
で
き
な
い
。

実
際
こ
の
展
覧
会
に
は
歌

(
註
川
)

麿
は
一
点
と
し
て
出
展
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

。

一
九
O
O

年
発
行
の
デ
ユ
レ
の

『
カ
タ
ロ
グ
』
序
文
に
よ
れ
ば
、
八
O
年
頃
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ス
ン
と

知
り
合
っ
た
が
、
そ
の
当
時
は
ま
だ
ア
ン
ダ
ー
ス
ン
す
ら
清
長
か
ら
師
宣
に
遡
の

ぼ
る
系
譜
の
存
在
は
知
っ
て
お
ら
ず
、
時
代
物
の
浮
世
絵
の
歴
史
が
発
掘
さ
れ
た

の
は
、
そ
れ
か
ら
な
お
数
年
を
経
て
ア
l

ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
が
帰
国
し
て
の
ち
の

こ
と
だ
と
い
う

。

そ
れ
か
ら
十
年
が
経
過
す
る
。

エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク

l

ル
あ
て
の
デ
ユ
レ

の
手
紙
(
一
八
九
三
年
三
月
二
二
日
)
に
は
、
「
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
重
み
に

耐
え
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

時
間
は
す
べ
て
取
ら
れ
て
し
ま
う
し
、
こ
こ
ろ
も
か
か

り
っ
き
り
。
専
門
の
司
書
で
も
な
け
れ
ば
必
要
な
管
理
も
表
装
も
ま
ま
な
り
ま
せ

ん
で
し
た

。
そ
れ
で
乱
暴
で
す
が
、
手
放
す
こ
と
に
決
め
ま
し
た

。
で
も
友
人
の

皆
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
再
訪
す
る
喜
び
は
い
や
ま
し
に
増
す
ば
か
り
で
す
」

。

(
註日
)

と
み
え
る
。

こ
れ
に
先
立
つ
三
月
三
日
に
は
画
家
の
カ
ミ
l

ユ
・
ピ
サ
ロ
が
息
子

リ
ュ
シ
ア
ン
あ
て
の
手
紙
に
こ
う
ス
ク
ー
プ
し
て
い
る

。

「
大
ニ
ュ
ー
ス
。

あ
の

日
本
趣
味
の
デ
ユ
レ
が
[
日
本
]
版
画
と
本
の
コ
レ
ク
シ
ヨ

困
り
者
の
デ
ユ
レ
、

ン
を
す
べ
て
、
な
ん
と
ブ
ッ
ソ

[
Hヴ
ァ
ラ
ド
ン
画
廊
、
通
称
グ
l

ピ
ル
商
会
]

に
売
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
に
油
絵
の
大
半
も
H

も
う
版
画
は
た
く
さ
ん
で
、
い

(
註
児
}

ま
か
ら
は
時
代
物
を
買
う
の
だ
と
H

」。

こ
の
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
実
を
確
か
め
る
記
録
は
残
念
な
が
ら
ま
だ
発

見
さ
れ
て
い
な
い
。

あ
る
い
は
九
三
年
五
月
二
四
日
に
オ
テ
ル
・
ド
ル
エ
で
あ
っ

た
競
売
が
そ
れ
か
と
も
推
測
で
き
る
。

こ
こ
で
は
奥
村
政
信
、
鈴
木
春
信
か
ら
清

長
、
春
章
、
俊
満
、
栄
之
な
ど
を
経
て
歌
磨
、
豊
園
、
園
芳
、
北

音
、
広
重
に
い

た
る
百
六
十
七
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
デ
ユ
レ
の
知
名
度
を
考
え
れ
ば
、

「
あ
る
愛
好
家
に
由
来
す
る
」
と
の
匿
名
売
り
立
て
は
必
ず
し
も
な
じ
ま
な
い。

ま
た
油
絵
を
手
放
す
云
々
の
件
は
い
さ
さ
か
ピ
サ
ロ
の
先
走
り
で
、
デ
ユ
レ
が
大
々

的
に
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
競
売
に
付
す
の
は
、
翌
年
一
八
九
四
年
三
月
一
九
日

の
こ
と
と
な
る
(
後
述
)。

現
在
の
と
こ
ろ
、

デ
ユ
レ
の
浮
世
絵
の
売
り
立
て
と
し
て
資
料
の
確
認
で
き
る

の
は
、

一
八
九
七
年
二
月
一
五
日
に
オ
テ
ル
・
ド
ル
エ
で
行
わ
れ
た
競
売
で
あ
る
。

カ
タ
ロ
グ
に
よ
れ
ば
、
百
二
十
三
件
の
う
ち
、
最
後
の
九
件
が
「
画
帳
お
よ
び
摺

物
の
貼
り
込
み
帳
」。
手
書
き
で
落
札
価
格
書
き
込
み
が
あ
る
売
り
立
て
カ
タ
ロ

グ
を
見
る
と
、
作
品
は
師
宣
派
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
開
祖
清
信
以
下
の
鳥
居
派
六

点
、
春
信
十

一
点
、
清
長
十
八
点
。

平
均
す
れ
ば
一
点
二

O
l
三
0
フ
ラ
ン
ぐ
ら

い
の
出
来
高
で
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
別
格
の
も
の
と
し
て
は
、
清
長
で
は
三
枚
続
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デ
ュ
レ
の
浮
世
絵
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
散
逸

既
に
見
た
よ
う
に
、
現
在
の
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
大
部
分
が
書

籍
仕
立
て
に
な
っ
た
も
の
ば
か
り
で
、
独
立
し
た
一
枚
摺
、
二
枚
摺
な
ど
の
作
品

は
見
ら
れ
な
い
。
こ
ち
ら
は
デ
ユ
レ
の
生
前
に
散
逸
す
る
運
命
に
あ
っ
た
。
そ
の

全
貌
を
再
構
成
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
が
、

一
八
八
三
年
に
ル
イ

-
ゴ
ン
ス
の
『
日
本
美
術
』
出
版
に
際
し
て
組
織
さ
れ
た
「
日
本
美
術
回
顧
展
」

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
デ
ユ
レ
は
八

O
点
の
出
品
を
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
十
六

点
が
挿
絵
入
り
書
籍
で
あ
る
点
に
デ
ユ
レ
の
特
徴
が
既
に
見
ら
れ
る
。
絵
師
は
園

芳
、
三
代
豊
田
、
北
蛮
派
な
ど
が
中
心
で
、
一
八
世
紀
以
前
に
遡
の
ぼ
る
こ
と
が

明
白
な
作
品
は
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
確
認
で
き
な
い
。
実
際
こ
の
展
覧
会
に
は
歌

(註

ω)

麿
は
一
点
と
し
て
出
展
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九

O
O年
発
行
の
デ
ユ
レ
の

『
カ
タ

ロ
グ
』
序
文
に
よ
れ
ば
、
八

O
年
頃
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ス
ン
と

知
り
合
っ
た
が
、
そ
の
当
時
は
ま
だ
ア
ン
ダ
ー
ス
ン
す
ら
清
長
か
ら
師
宣
に
遡
の

ぼ
る
系
譜
の
存
在
は
知
っ
て
お
ら
ず
、
時
代
物
の
浮
世
絵
の
歴
史
が
発
掘
さ
れ
た

の
は
、
そ
れ
か
ら
な
お
数
年
を
経
て
ア
l
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
が
帰
国
し
て
の
ち
の

」
と
だ
と
い
う。

そ
れ
か
ら
十
年
が
経
過
す
る
。

エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク

l
ル
あ
て
の
デ
ユ
レ

の
手
紙
(
一
八
九
三
年
三
月
二
二
日
)
に
は
、
「
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
重
み
に

耐
え
兼
ね
て
い
ま
し
た
。
時
間
は
す
べ
て
取
ら
れ
て
し
ま
う
し
、
こ
こ
ろ
も
か
か

り
っ
き
り
。
専
門
の
司
書
で
も
な
け
れ
ば
必
要
な
管
理
も
表
装
も
ま
ま
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
乱
暴
で
す
が
、
手
放
す
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
で
も
友
人
の

皆
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
再
訪
す
る
喜
び
は
い
や
ま
し
に
増
す
ば
か
り
で
す
」

O 

と
み
M
uro

こ
れ
に
先
立
つ
三
月
三
日
に
は
画
家
の
カ
ミ

l
ユ
・
ピ
サ
ロ
が
息
子

リ
ュ
シ
ア
ン
あ
て
の
手
紙
に
こ
う
ス
ク
ー
プ
し
て
い
る
。
「
大
ニ
ュ
ー
ス
。
あ
の

困
り
者
の
デ
ユ
レ
、
日
本
趣
味
の
デ
ユ
レ
が
[
日
本
]
版
画
と
本
の
コ
レ
ク
シ
ヨ

ン
を
す
べ
て
、
な
ん
と
ブ
ッ
ソ

[
U
ヴ
ァ
ラ
ド
ン
画
廊
、
通
称
グ

l
ピ
ル
商
会
]

に
売
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
油
絵
の
大
半
も
円
い
も
う
版
画
は
た
く
さ
ん
で
、
い

(詮
ロ
)

ま
か
ら
は
時
代
物
を
買
う
の
だ
と

H
」。

こ
の
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
実
を
確
か
め
る
記
録
は
残
念
な
が
ら
ま
だ
発

見
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
九
三
年
五
月
二
四
日
に
オ
テ
ル
・
ド
ル
エ
で
あ
っ

た
競
売
が
そ
れ
か
と
も
推
測
で
き
る
。
こ
こ
で
は
奥
村
政
信
、
鈴
木
春
信
か
ら
清

長
、
春
章
、
俊
満
、
栄
之
な
ど
を
経
て
歌
磨
、
豊
圏
、
園
芳
、
北
奮
、
広
重
に
い

た
る
百
六
十
七
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
デ
ユ
レ
の
知
名
度
を
考
え
れ
ば
、

「
あ
る
愛
好
家
に
由
来
す
る
」
と
の
匿
名
売
り
立
て
は
必
ず
し
も
な
じ
ま
な
い
。

ま
た
油
絵
を
手
放
す
云
々
の
件
は
い
さ
さ
か
ピ
サ
ロ
の
先
走
り
で
、
デ
ユ
レ
が
大
々

的
に
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
競
売
に
付
す
の
は
、
翌
年
一
八
九
四
年
三
月
一
九
日

の
こ
と
と
な
る
(
後
述
)
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
デ
ユ
レ
の
浮
世
絵
の
売
り
立
て
と
し
て
資
料
の
確
認
で
き
る

の
は
、

一
八
九
七
年
二
月
一
五
日
に
オ
テ
ル
・
ド
ル
エ
で
行
わ
れ
た
競
売
で
あ
る
。

カ
タ
ロ
グ
に
よ
れ
ば
、
百
二
十
三
件
の
う
ち
、
最
後
の
九
件
が
「
画
帳
お
よ
び
摺

物
の
貼
り
込
み
帳
」
。
手
書
き
で
落
札
価
格
書
き
込
み
が
あ
る
売
り
立
て
カ
タ
ロ

グ
を
見
る
と
、
作
品
は
師
宣
派
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
開
祖
清
信
以
下
の
鳥
居
派
六

点
、
春
信
十
一
点
、
清
長
十
八
点
。
平
均
す
れ
ば
一
点
二

0
1
三
0
フ
ラ
ン
ぐ
ら

い
の
出
来
高
で
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
別
格
の
も
の
と
し
て
は
、
清
長
で
は
三
枚
続



き
(
二
O
香
一
ヴ
ィ
ニ
エ
リ
稲
田
戸
同

一月
〈
円
)
に
八
百
フ
ラ
ン
、
歌
麿
十
五
点

の
う
ち
、
「
抱
取
り
』
(
七
五
番
)
に
は
一
二
四0
フ
ラ
ン
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ

る

十
六
点
の
北
青
中
で
は
『
百
物
語
』
(
九
八
番
)
が
三
八0
フ
ラ
ン
と
い
っ

(註

日
)

た
あ
た
り
が
目
に
つ

く
。

な
か
で
も
歌
麿
の
『
抱
取
り
』
は
価
格
の
高
騰
が
話
題

を
蒔
い
た
作
品
で
、
ゴ
ン
ク

l

ル
が
一
八
九
一
年
に
出
版
し
た
『
歌
麿
』
の
脚
注

で
、
八
五
年
ご
ろ
に
は
四
0
フ
ラ
ン
で
入
手
で
き
た
の
に
、
九
O
年
フ
ィ
リ
ッ

プ

-
ピ
ユ
ル
テ
ィ
l

の
売
り
立
て
で
は
一
O
五
0

フ
ラ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
記

し
て
い
た
こ
と
も
初
併
と
す
る
。

当
時
歌
麿
の
こ
の
作
品
は
ピ
ユ
ル
テ
ィ
l

、
デ
ユ

レ
そ
れ
に
ゴ
ン
ス
が
一
点
づ
つ
し
か
所
有
し
て
お
ら
ず
、
ゴ
ン
ク
l

ル
は
そ
の
摺

り
の
微
妙
な
違
い
を
観
察
し
て
町
出o

デ
ュ
レ
の
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
そ
の
売
り
立
て

デ
ユ
レ
の
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
を
、
購
入
や
手

放
し
た
時
期
に
い
た
る
ま
で
細
大
漏
ら
さ
ず
復
元
す
る
作
業
は
不
可
能
に
近
い

。

個
々
の
断
片
的
な
情
報
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
復
元
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
添

付
し
た
リ
ス
ト
に
そ
の
情
報
を
-
記
入
し
、
そ
の
根
拠
を
示
し
た
(
リ
ス
ト

A
)0

配
列
は
画
家
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
。

同
一
の
画
家
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
判

明
す
る
限
り
で
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
出
入
り
に
ま
つ
わ
る
日
付
の
順
番

と
し
、
同
一
日
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
の
配
列
を
踏
襲
し

た
。

参
照
し
た
情
報
源
の
略
号
と
作
品
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ケ
イ
シ
ョ
ン
は
リ
ス

ト
に
付
属
す
る
文
献
目
録
に
送
り
返
さ
れ
る。
こ
こ
に
は
す
べ
て
の
写
真
複
製
を

テ
オ
ド
l

ル
・
デ
ユ
レ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン
の
復
元

掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
必
要
と
あ
れ
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
カ
タ
ロ
グ
・
レ

ゾ
ネ
の
該
当
番
号
の
図
版
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い。
な
お
リ
ス
ト
の
情
報
で
問

題
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
語
イ
タ
リ
ッ

ク
で
そ
の
旨
注
記
し
て
あ
る
。

そ
の
う
ち
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
に
値
す
る
論
点
を
三
つ
に
絞
り
、
以
下
掘
り
下

げ
て
み
た
い
。

そ
れ
は

(
3
)
一
八
八
四
年
の
マ
ネ
没
後
の
ア
ト
リ
エ
売
り
立
て

(
4
)
 
一
八
九
四
年
の
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
競
売
、
及
び(
5
)晩
年
の

デ
ュ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
と
デ
ユ
レ
没
後
の
売
り
立
て
の
顛
末
、
で
あ
る
。

3 

一
八
八
四
年
工
ド
ゥ
ワ
i

ル
・
マ
ネ
ア
ト
リ
エ
売
り
立
て

円
くU
l
-
-
ょ

マ
ネ
と
デ
ュ
レ
の
交
友

デ
ユ
レ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
質
量
と
も
圧
倒
的
に
ほ
か
の
画
家
た
ち
を

上
回
り
、
ま
た
お
お
く
の
問
題
を
苧
ん
で
い
る
の
が
マ
ネ
の
作
品
群
で
あ
ろ
う
。

厳
密
な
意
味
で
の
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
は
や
や
逸
脱
す
る
が
、
マ
ネ
と

デ
ユ
レ
の
交
友
に
つ
い
て
最
小
限
の
復
習
を
し
て
お
き
た
い
。

デ
ユ
レ
と
マ
ネ
と

の
出
会
い
は
一
八
六
五
年
、
場
所
は
ス
ペ
イ
ン
の
首
都
マ
ド
リッ
ド
。

『
オ
ラ
ン

ピ
ア
」
を
巡
る
騒
動
に
う
ん
ざ
り
し
て
脱
出
し
た
マ
ネ
が
マ
ド
リ
ッ

ド
の
と
あ
る

食
堂
で
不
味
く
て
突
っ
返
す
皿
ば
か
り
こ
れ
み
よ
が
し
に
注
文
す
る
紳
士
が
あ
っ

て
、
て
っ
き
り
愚
弄
さ
れ
た
と
思
い
込
ん
だ
マ
ネ
は
こ
の
紳
士
に
突
っ
掛
か
る
。

そ
れ
が
た
ま
た
ま
家
業
の
コ
ニ
ャ
ッ

ク
販
売
の
外
交
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
帰
路
、

プ
エ
ル
タ
・
デ
ル
・
ソ
ル
に
面
し
た
新
築
の
オ
テ
ル
・
ド
・
パ
リ
(
現
存
)
に
到

着
し
た
ば
か
り
の
デ
ユ
レ
で
あ
っ
た
、
と
は
『
マ
ネ』
伝
の
有
名
な
逸
話
で
あ
る
。

き
(
二

O
番
一
ヴ
ィ
ニ
エ
H

稲
田

H
u
-
-
M
M
ー
〈
円
)
に
八
百
フ
ラ
ン
、
歌
麿
十
五
点

の
う
ち
、
『
抱
取
り
』
(
七
五
番
)
に
は
一
二
四

0
フ
ラ
ン
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ

十
六
点
の
北
青
中
で
は
『
百
物
語
』
(
九
八
番
)
が
三
人

0
フ
ラ
ン
と
い
っ

(
駐
日
)

た
あ
た
り
が
自
に
つ
く
。
な
か
で
も
歌
麿
の
『
抱
取
り
』
は
価
格
の
高
騰
が
話
題

を
蒔
い
た
作
品
で
、
ゴ
ン
ク

l
ル
が
一
八
九
一
年
に
出
版
し
た
『
歌
麿
』
の
脚
注

るで
、
八
五
年
ご
ろ
に
は
四

0
フ
ラ
ン
で
入
手
で
き
た
の
に
、
九

O
年
フ
ィ
リ

ッ
プ

-
ピ
ユ
ル
テ
ィ
l
の
売
り
立
て
で
は
一

O
五
0
フ
ラ
ン
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
記

し
て
い
た
こ
と
も
訪
併
と
す
る
。
当
時
歌
麿
の
こ
の
作
品
は
ピ
ユ
ル
テ
ィ

l
、
「アユ

レ
そ
れ
に
ゴ
ン
ス
が
一
点
づ
つ
し
か
所
有
し
て
お
ら
ず
、
ゴ
ン
ク
l
ル
は
そ
の
摺

り
の
微
妙
な
違
い
を
観
察
し
て
い
た
。
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ョ
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近
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。
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情
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回
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お
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の
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を
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が
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で
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ユ
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逸
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が
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友
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限
の
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と
マ
ネ
と

マ
ネ
と
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出
会
い
は
一
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騒
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に
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の
と
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で
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突
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ば
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こ
れ
み
よ
が
し
に
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す
る
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が
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て
、
て
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た
と
思
い
込
ん
だ
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は
こ
の
紳
士
に
突
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た
ま
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業
の
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の
外
交
で
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ト
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か
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、

プ
エ
ル
タ
・
デ
ル

・
ソ
ル
に
面
し
た
新
築
の
オ
テ
ル
・
ド
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パ
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(
現
存
)
に
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着
し
た
ば
か
り
の
デ
ユ
レ
で
あ
っ
た
、
と
は
『
マ
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』
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。



美
学
美
術
史
研
究
論
集
第
十
二
号
(
一
九
九
四
年
)

九
月
一
日
に
は
ふ
た
り
が
お
そ
ろ
い
で
プ
ラ
ド
美
術
館
を
訪
れ
た
こ
と
も
、

フ
ア

ン
タ
ン

H

ラ
ト
ゥ

l

ル
あ
て
の
マ
ネ
の
手
紙
か
ら
推
測
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も

(
註
日
)

最
近
プ
ラ
ド
美
術
館
の
芳
名
録
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。

六
七
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
お
り
に
は
デ
ユ
レ
は
『
一
八
六
七
年
の
フ
ラ
ン

ス
画
家
た
ち
』
を
執
筆
し
、
ク
ー
ル
ベ
に
並
ん
で
マ
ネ
に
一
章
を
捧
げ
て
い
る
。

コ
ロ
ー
か
ら
テ
オ
ド

l

ル
・
ル
ソ

l

に
い
た
る
パ
ル
ピ
ゾ
ン
派
を
「
自
然
主
義
者
」

の
名
で
擁
護
し
、
そ
の
反
対
に
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
芸
術
」
、
「
公
式
芸
術
」
を
糾
弾
し
、

と
り
わ
け
イ
ヴ
オ
ン
、
ピ
ル
ス
ら
の
戦
争
画
を
「
税
金
泥
棒
」
と
弾
劾
す
る
の
が

そ
の
基
本
路
線
。

亡
く
な
っ
た
師
匠
の
ア
ン
グ
ル
よ
り
も
高
く
評
価
し
た
り
、
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
の
風

景
画
を
好
ま
し
い
も
の
と
見
、
「
風
俗
画
」
の
章
で
は
メ
ソ
ニ
エ
の
魅
力
を
才
能

一
方
で
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
の
宗
教
画
を
こ
の
年
に

の
限
界
と
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
な
が
ら
も
評
価
す
る。
そ
し
て
返
す
万
で
オ
ラ
l

ス
・
ヴ
エ
ル
ネ

l

、
ド
ラ
ロ
ッ
シ
ユ
か
ら
ロ
ベ
ー
ル
・
フ
ル

l

リ

l

、

ア
リ
・
シ

フ
ェ
ー
ル
な
ど
を
経
由
し
て
、
当
代
の
大
家
と
目
さ
れ
て
い
た
宮
展
派
の
ジ
エ
ロ
l

ベ
ラ
ン
ジ
ェ
、
ボ
ナ
な
ど
を
、
腕
達
者
な
ば
か
り

で
生
命
感
に
欠
け
た
皮
相
な
職
人
芸
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
芸
術
」
と
決
め
付
け
る
。

「
今
日
芸
術
は
老
衰
を
迎
え
て
い
て
、
も
は
や
挽
回
は
不
可
能
」
と
す
る
の
が
そ

(
註
凶
)

の
結
論
だ
っ
た
。

ム
、
ブ
グ
ロ

l

、

カ
パ
、
ネ
ル
、

こ
の
年
ト
ロ
カ
デ
ロ
に
借
り
小
屋
を
建
て
て
個
展
を
ひ
ら
い
た
ク
l

ル
ベ
と
マ

ネ
の
ふ
た
り
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
な
ま
で
に
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
い
る
。
だ

が
し
き
り
に
世
間
の
誤
解
を
正
そ
う
と
し
な
が
ら
も
、
け
っ
き
ょ
く
一
般
常
識
に

迎
合
す
る
煮
え
切
ら
な
い
論
旨
が
み
ら
れ
る
。

ク
ー
ル
ベ
は
本
能
ま
か
せ
で
制
作

も
穀
物
の
取
り
入
れ
同
様
だ
か
ら
出
来
も
不
出
来
も
ご
た
ま
ぜ
と
評
し
、

す
ば
ら
し
い
素
朴
さ
と
色
彩
感
覚
と
い
う
美
質
を
も
ち
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
手
早

く
急
い
だ
筆
遣
い
ゆ
え
に
欠
点
を
克
服
で
き
な
い
、
と
指
摘
す
る
。

こ
う
し
た
保

留
を
デ
ユ
レ
の
無
理
解
の
証
拠
と
し
、
当
時
は
あ
の
デ
ユ
レ
で
す
ら
こ
ん
な
価
値

マ
ネ
は

判
断
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
は
な
は
だ
遺
憾
と
す
る
見
解
が
な
が
ら
く
行
わ

(
註
げ
)

れ
て
き
た
。

だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か

。

む
し
ろ
「
マ
ネ
と
印
象
派
の
勝

利
」
を
当
然
の
帰
結
と
し
て
無
条
件
の
前
提
に
据
え
る
が
ご
と
き
価
値
判
断
に
問

題
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
勝
て
ば
官
軍
式
の
一
方
的
な
評
価
こ
そ
、
歴
史

的
な
推
移
を
超
歴
史
的
な
真
実
と
取
り
違
え
る
錯
誤
に
た
い
す
る
感
覚
麻
庫
の
証

拠
で
は
な
か
ろ
う
か

。

ク
ー
ル
ベ
や
マ
ネ
を
天
才
と
し
て
無
条
件
に
担
ぎ
あ
げ
、
手
放
し
で
称
賛
す
れ

ば
そ
れ
で
正
義
の
味
方
を
気
取
れ
る
よ
う
な
環
境
は
当
時
ま
だ
存
在
し
な
い
。

す

で
に
駆
け
出
し
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
華
々
し
い
話
題
を
巻
い
て
い
た
ゾ
ラ

は
七
O
年
に
、
「
好
き
な
画
家
を
好
き
と
い
う
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。

き
ら
い
な

(
註
国
)

画
家
は
き
ら
い
と
は
っ
き
り
言
う
必
要
が
あ
る
」
、
と
盟
友
デ
ユ
レ
に
私
信
で
忠

告
し
て
い
る
。

だ
が
大
向
こ
う
の
良
識
あ
る
芸
術
愛
好
者
た
ち
を
総
じ
て
敵
に
ま

ク
ー
ル
ベ
や
マ
ネ
さ
ら
に
は
未
来
の
印
象
派
た
ち
を
異
端
視
す

わ
し
た
の
で
は
、

る
風
潮
に
拍
車
を
か
け
る
ば
か
り
で
、
か
え
っ
て
墓
穴
を
掘
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
い
。

デ
ュ
レ
の
煮
え
切
れ
ぬ
態
度
に
こ
そ
、
六
七
年
か
ら
七

O
年
に
か
け
て

の
第
二
帝
政
下
フ
ラ
ン
ス
の
婁
術
環
境
を
知
る
手
掛
か
り
を
見
い
だ
す
べ
き
だ
ろ

う
。

そ
し
て
デ
ユ
レ
の
無
理
解
を
挙
げ
つ
ら
っ
て
さ
え
い
れ
ば
安
心
で
き
る
よ
う

ほ
か
で
も
な
い
デ
ユ
レ
た
ち
が
こ
の
先
長
い
年
月
を
か
け
た
「
闘
い
」

な
環
境
は
、

美
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史
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に
は
ふ
た
り
が
お
そ
ろ
い
で
プ
ラ
ド
美
術
館
を
訪
れ
た
こ
と
も
、

フ
ア

ン
タ
ン
H

ラ
ト
ゥ

l
ル
あ
て
の
マ
ネ
の
手
紙
か
ら
推
測
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も

{
註
日
)

最
近
プ
ラ
ド
美
術
館
の
芳
名
録
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。

六
七
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
お
り
に
は
デ
ユ
レ
は
「
一
八
六
七
年
の
フ
ラ
ン

ス
画
家
た
ち
』
を
執
筆
し
、
ク
ー
ル
ベ
に
並
ん
で
マ
ネ
に
一
章
を
捧
げ
て
い
る
。

コ
ロ
ー
か
ら
テ
オ
ド
1
ル
・
ル
ソ

l
に
い
た
る
バ
ル
ピ
ゾ
ン
派
を
「
自
然
主
義
者
」

の
名
で
擁
護
し
、
そ
の
反
対
に
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
芸
術
」
、
「
公
式
芸
術
」
を
糾
弾
し
、

と
り
わ
け
イ
ヴ
オ
ン
、
ピ
ル
ス
ら
の
戦
争
画
を
「
税
金
泥
棒
」
と
弾
劾
す
る
の
が

そ
の
基
本
路
線
。

一
方
で
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
の
宗
教
画
を
こ
の
年
に

亡
く
な
っ
た
師
匠
の
ア
ン
グ
ル
よ
り
も
高
く
評
価
し
た
り
、

フ
ロ
マ
ン
タ
ン
の
風

景
画
を
好
ま
し
い
も
の
と
見
、
「
風
俗
画
」
の
章
で
は
メ
ソ
ニ
エ
の
魅
力
を
才
能

の
限
界
と
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
な
が
ら
も
評
価
す
る
。
そ
し
て
返
す
万
で
オ
ラ
l

ス
・
ヴ
ェ
ル
ネ
l
、
ド
ラ
ロ

ッ
シ
ユ
か
ら
ロ
ベ
ー
ル
・
フ
ル

l
リ
l
、
ア
リ
・
シ

フ
ェ
ー
ル
な
ど
を
経
由
し
て
、
当
代
の
大
家
と
目
さ
れ
て
い
た
官
展
派
の
ジ
エ
ロ

l

ベ
ラ
ン
ジ
ェ
、
ボ
ナ
な
ど
を
、
腕
達
者
な
ば
か
り

で
生
命
感
に
欠
け
た
皮
相
な
職
人
芸
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
芸
術
」
と
決
め
付
け
る
。

ム
、
ブ
グ
ロ

1
、
カ
パ
、
ネ
ル
、

「
今
日
芸
術
は
老
衰
を
迎
え
て
い
て
、
も
は
や
挽
回
は
不
可
能
」
と
す
る
の
が
そ

{

註

は

山

)

の
結
論
だ
っ
た
。

こ
の
年
ト
ロ
カ
デ
ロ
に
借
り
小
屋
を
建
て
て
個
展
を
ひ
ら
い
た
ク

l
ル
ベ
と
マ

ネ
の
ふ
た
り
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
な
ま
で
に
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
い
る
。
だ

が
し
き
り
に
世
間
の
誤
解
を
正
そ
う
と
し
な
が
ら
も
、
け
っ
き
ょ
く
一
般
常
識
に

迎
合
す
る
煮
え
切
ら
な
い
論
旨
が
み
ら
れ
る
。
ク
ー
ル
ベ
は
本
能
ま
か
せ
で
制
作

も
穀
物
の
取
り
入
れ
同
様
だ
か
ら
出
来
も
不
出
来
も
ご
た
ま
ぜ
と
評
し
、

マ
ネ
は

す
ば
ら
し
い
素
朴
さ
と
色
彩
感
覚
と
い
う
美
質
を
も
ち
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
手
早

く
急
い
だ
筆
遣
い
ゆ
え
に
欠
点
を
克
服
で
き
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
保

留
を
デ
ユ
レ
の
無
理
解
の
証
拠
と
し
、
当
時
は
あ
の
デ
ユ
レ
で
す
ら
こ
ん
な
価
値

判
断
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
は
な
は
だ
遺
憾
と
す
る
見
解
が
な
が
ら
く
行
わ

(
註
げ
)

れ
て
き
た
。
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
「
マ
ネ
と
印
象
派
の
勝

利
」
を
当
然
の
帰
結
と
し
て
無
条
件
の
前
提
に
据
え
る
が
ご
と
き
価
値
判
断
に
問

題
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
勝
て
ば
官
軍
式
の
一
方
的
な
評
価
こ
そ
、
歴
史

的
な
推
移
を
超
歴
史
的
な
真
実
と
取
り
違
え
る
錯
誤
に
た
い
す
る
感
覚
麻
庫
の
証

拠
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ク
ー
ル
ベ
や
マ
ネ
を
天
才
と
し
て
無
条
件
に
担
ぎ
あ
げ
、
手
放
し
で
称
賛
す
れ

ば
そ
れ
で
正
義
の
味
方
を
気
取
れ
る
よ
う
な
環
境
は
当
時
ま
だ
存
在
し
な
い
。
す

で
に
駆
け
出
し
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
華
々
し
い
話
題
を
巻
い
て
い
た
ゾ
ラ

は
七

O
年
に
、
「
好
き
な
画
家
を
好
き
と
い
う
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。
き
ら
い
な

画
家
は
き
ら
い
と
は
っ
き
り
言
う
必
要
が
あ
る
」
、
と
盟
友
デ
ユ
レ
に
私
信
で
忠

告
し
て
い
る
。
だ
が
大
向
こ
う
の
良
識
あ
る
芸
術
愛
好
者
た
ち
を
総
じ
て
敵
に
ま

ク
ー
ル
ベ
や
マ
ネ
さ
ら
に
は
未
来
の
印
象
派
た
ち
を
異
端
視
す

わ
し
た
の
で
は
、

る
風
潮
に
拍
車
を
か
け
る
ば
か
り
で
、
か
え
っ
て
墓
穴
を
掘
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
い
。
デ
ユ
レ
の
煮
え
切
れ
ぬ
態
度
に
こ
そ
、
六
七
年
か
ら
七

O
年
に
か
け
て

の
第
二
帝
政
下
フ
ラ
ン
ス
の
妻
術
環
境
を
知
る
手
掛
か
り
を
見
い
だ
す
べ
き
だ
ろ

う
。
そ
し
て
デ
ユ
レ
の
無
理
解
を
挙
げ
つ
ら
っ
て
さ
え
い
れ
ば
安
心
で
き
る
よ
う

な
環
境
は
、

ほ
か
で
も
な
い
デ
ユ
レ
た
ち
が
こ
の
先
長
い
年
月
を
か
け
た
「
闘
い
」



に
よ
っ
て
奪
い
と
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
マ
ネ
の
芸
術

的
意
義
を
世
間
に
納
得
さ
せ
、
そ
の
絵
画
の
市
場
価
格
を
高
め
る
こ
と
。

さ
ら
に

は
マ
ネ
こ
そ
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
絵
画
を
代
表
す
る
画
家
と
み
な
す
評
価
を
世
間

に
浸
透
さ
せ
、
そ
の
地
位
を
美
術
史
の
な
か
に
確
固
と
位
置
づ
け
る
こ
と
。

こ
の

マ
ネ
没
後
の
ア
ト
リ
エ
売
り
立
て
は
決
定
的
な
契
機
と

地
道
な
闘
い
の
な
か
で
、

な
る
だ
ろ
う

。

こ
こ
で
デ
ユ
レ
に
よ
る
マ
ネ
の
作
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
瞥
見
し
て
お
こ
う
。
現

在
パ
リ
の
プ
テ
ィ
・
パ
レ
に
あ
る
『
テ
オ
ド

l

ル
・
デ
ユ
レ
の
肖
像
』
(
図
l
)

と
い
う
ス
ペ
イ
ン
趣
味
の
小
品
は
、

ふ
た
り
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
の
思
い
で
で
も
あ

れ
ば
、
『
一
八
六
七
年
の
フ
ラ
ン
ス
画
家
た
ち
』
へ
の
マ
ネ
の
返
礼
と
も
い
え
る。

一
八
七O
年
フ
ラ
ン
ス
が
プ
ロ
シ
ア
に
宣
戦
を
布
告
す
る
と
、
マ
ネ
は
『
オ
ラ
ン

ピ
ア

』、
『
ア
ト
リ
エ
の
昼
食
』、

『ギ
タ
レ
ロ
』、
『
バ
ル
コ
ン
』
、
『
剣
を
も
っ
少
年
同

[
ベ
ル
ト

『
ロl
ラ
・
ド
・
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
』
、
『ブ
l

ロ
l

ニ
ユ
の
夜
景
』
、
『B
.

嬢
]
の
肖
像
』
(
『
休
息
』
)
(
図
ロ
)
ほ
か
静
物
画
数
点
を
含
め
た
計
十
一
点
の
作

品
を
リ
ス
ト
に
ま
と
め
、
そ
の
保
管
を
デ
ユ
レ
の
手
に
委
ね
る
委
任
状
を
認
め
て

い
る
。
こ
の
段
階
で
デ
ユ
レ
が
所
有
し
て
い
た
マ
ネ
の
作
品
は
さ
き
の
『
肖
像
』

と
『
挨
拶
を
す
る
闘
牛
士

』
(
図2
)
の
二
点
で
あ
っ
た
。

マ
ネ
は
そ
の
委
任
状

で
、
も
し
万
一
自
分
が
死
ん
だ
場
合
に
は
、
『
ブ
l

ロ
l

ニ
ュ
の
夜
景
』
、
『
本
を

読
む
人
』
、
『
シ
ャ
ン
ボ
ン
玉
を
吹
く
少
年
』
の
な
か
か
ら
デ
ユ
レ
が
一
点
自
分
の

好
き
な
も
の
を
記
念
と
し
て
選
ぶ
よ
う
に
、
と
注
記
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ふ
た
り
の
信
頼
関
係
の
結
果
と
し
て
、

や
が
て
マ
ネ
は
そ
の
遺
言
状

に
こ
う
記
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
わ
た
し
の
ア
ト
リ
エ
に
あ
る
油
絵
、ス
ケ
ッ
チ
、

テ
オ
ド
l

ル
・
デ
ユ
レ

コ
レ

ク

シ
ョ
ン
の
復
元

一ーー圃・圃圃・圃・ι

デ
ッ

サ
ン
の
売
り
立
て
が
わ
た
し
の
死
後
に
な
さ
れ
る
。

わ
た
し
は
わ
が
友
人
テ

オ
ド
l

ル
・
デ
ユ
レ
に
よ
ろ
し
く
そ
の
世
話
を
い
た
だ
く
こ
と
を
請
い
願
う

。

か

れ
の
趣
味
と
か
れ
が
常
に
わ
た
し
に
示
し
て
き
た
友
情
と
に
ま

っ

た
き
信
頼
を
寄

せ
、
競
売
に
付
す
べ
き
も
の
と
破
棄
す
べ
き
も
の
と
の
決
定
を
委
ね
た
い
」

。

そ

れ
に
続
く
文
で
マ
ネ
は
一
八
七
O
年
の
場
合
以
上
の
裁
量
権
を
デ
ユ
レ
に
認
め
、

デ
ユ
レ
に
ふ
た
り
の
友
情
の
記
念
と
し
て
好
き
な
作
品
一
点
を
収
め
る
よ
う
求
め

(註
悶
)

て
い
る
。

マ
ネ
死
後
の
売
り
立
て

デ
ユ
レ
が
マ
ネ
死
後
の
ア
ト
リ
エ
売
り
立
て
と
い
う
責
務
を
ど
の
よ
う
に
果
た

(
註
初
)

し
た
か
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
の
機
会
に
詳
し
く
吟
味
し
た

。

3 

2 

し
た
が
っ
て
こ

こ
で
は
で
き
る
か
ぎ
り
重
複
を
避
け
、
そ
の
際
に
も
利
用
し
た
、
ゾ
ラ
あ
て
の
関

連
書
簡
を
全
文
原
文
で
復
刻
し
て
補
う
に
と
ど
め
た
い
(
参
考
資
料
一
以
下
の
引

用
に
よ
る
書
簡
香
号
に
は
参
考
資
料
の
番
号
を
用
い
る
)
。

以
下
本
文
で
は
、
こ

の
売
り
立
て
の
再
検
討
か
ら
洗
い
出
さ
れ
た
、
あ
ら
た
に
考
慮
す
べ
き
論
点
を
、

最
小
限
必
要
な
か
ぎ
り
、
訂
正
を
含
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い

。

一
八
八
二
年
二
月
四
、
五
両
日
に
オ
テ
ル
・
ド
ル
オ
で
実
施
さ
れ
た
マ
ネ
の
ア

ト
リ
エ
の
競
売
に
つ
い
て
は
、
メ
レ

l

テ
・
ボ
デ
ル
セ
ン
が
一
九
六
八
年
に
「
印

象
派
初
期
の
売
り
立
て
一
八
七
四
年
か
ら
一
八
九
四
年
ー
ー
未
公
開
議
事
録
に
照

ら
し
て
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
、
セ
l

ヌ
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
売
り

(
註
幻
)

立
て
議
事
録
に
照
ら
し
て
、
従
来
の
通
説
を
い
く
つ
か
訂
正
し
た
。

だ
が
ボ
デ
ル

セ
ン
は
「
事
実
誤
認
」
の
訂
正
に
急
な
あ
ま
り
、

い
さ
さ
か
近
視
眼
的
な
指
摘、
に

に
よ
っ
て
奪
い
と
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
マ
ネ
の
芸
術

的
意
義
を
世
間
に
納
得
さ
せ
、
そ
の
絵
画
の
市
場
価
格
を
高
め
る
こ
と
。
さ
ら
に

は
マ
ネ
こ
そ
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
絵
画
を
代
表
す
る
画
家
と
み
な
す
評
価
を
世
間

に
浸
透
さ
せ
、
そ
の
地
位
を
美
術
史
の
な
か
に
確
固
と
位
置
づ
け
る
こ
と
。
こ
の

マ
ネ
没
後
の
ア
ト
リ
エ
売
り
立
て
は
決
定
的
な
契
機
と

地
道
な
闘
い
の
な
か
で
、

な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
デ
ユ
レ
に
よ
る
マ
ネ
の
作
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
瞥
見
し
て
お
こ
う
。
現

在
パ
リ
の
プ
テ
ィ

・
パ
レ
に
あ
る

『
テ
オ
ド
l
ル
・
デ
ユ
レ
の
肖
像
』
(図
1
)

と
い
う
ス
ペ
イ
ン
趣
味
の
小
品
は
、

ふ
た
り
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
の
思
い
で
で
も
あ

れ
ば
、
『
一
八
六
七
年
の
フ
ラ
ン
ス
画
家
た
ち
』
へ
の
マ
ネ
の
返
礼
と
も
い
え
る
。

一
八
七

O
年
フ
ラ
ン
ス
が
プ
ロ
シ
ア
に
宣
戦
を
布
告
す
る
と
、

マ
ネ
は
『
オ
ラ
ン

ピ
ア
』、
『
ア
ト
リ
エ
の
昼
食
』、
『
ギ
タ
レ
ロ

』、
『
バ
ル
コ
ン
」
、
『
剣
を
も
っ
少
年
』
、

『
ロ
l
ラ
・
ド
・
ヴ

ァ
ラ
ン
ス

』、
『
ブ
l
ロ
l
ニ
ユ
の
夜
景
』、
『
B
.

嬢
]
の
肖
像
』
(
『
休
息
』
)
(
図
ロ
)
ほ
か
静
物
画
数
点
を
含
め
た
計
十
一
点
の
作

品
を
リ
ス
ト
に
ま
と
め
、
そ
の
保
管
を
デ
ユ
レ
の
手
に
委
ね
る
委
任
状
を
認
め
て

い
る
。
こ
の
段
階
で
デ
ユ
レ
が
所
有
し
て
い
た
マ
ネ
の
作
品
は
さ
き
の
『
肖
像
」

と
『
挨
拶
を
す
る
闘
牛
士
」
(図

2
)
の
二
点
で
あ
っ
た
。
マ
ネ
は
そ
の
委
任
状

で
、
も
し
万
一
自
分
が
死
ん
だ
場
合
に
は
、

『
ブ
l
ロ
l
ニ
ユ
の
夜
景
』、
『
本
を

読
む
人
』
、

『
シ
ャ
ン
ボ
ン
玉
を
吹
く
少
年
』
の
な
か
か
ら
デ
ユ
レ
が
一
点
自
分
の

好
き
な
も
の
を
記
念
と
し
て
選
ぶ
よ
う
に
、
と
注
記
し
て
い
る
。

[
ベ
ル
ト

こ
う
し
た
ふ
た
り
の
信
頼
関
係
の
結
果
と
し
て
、

や
が
て
マ
ネ
は
そ
の
遺
言
状

に
こ
う
記
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
わ
た
し
の
ア
ト
リ
エ
に
あ
る
油
絵
、

ス
ケ
ッ
チ
、

テ
オ
ド
l
ル
・

デ
ユ
レ

コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
復
元

デ
ッ
サ
ン
の
売
り
立
て
が
わ
た
し
の
死
後
に
な
さ
れ
る
。
わ
た
し
は
わ
が
友
人
テ

オ
ド
l
ル
・
デ
ュ
レ
に
よ
ろ
し
く
そ
の
世
話
を
い
た
だ
く
こ
と
を
請
い
願
う
。
か

れ
の
趣
味
と
か
れ
が
常
に
わ
た
し
に
示
し
て
き
た
友
情
と
に
ま
っ
た
き
信
頼
を
寄

せ
、
競
売
に
付
す
べ
き
も
の
と
破
棄
す
べ
き
も
の
と
の
決
定
を
委
ね
た
い
」
。
そ

れ
に
続
く
文
で
マ
ネ
は
一
八
七

O
年
の
場
合
以
上
の
裁
量
権
を
デ
ュ
レ
に
認
め
、

デ
ユ
レ
に
ふ
た
り
の
友
情
の
記
念
と
し
て
好
き
な
作
品
一
点
を
収
め
る
よ
う
求
め

(
註
ゆ
}

て
い
る
。

3 

2 

マ
ネ
死
後
の
売
り
立
て

デ
ユ
レ
が
マ
ネ
死
後
の
ア
ト
リ
エ
売
り
立
て
と
い
う
責
務
を
ど
の
よ
う
に
果
た

(
註
初
)

し
た
か
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
の
機
会
に
詳
し
く
吟
味
し
た
。

し
た
が
っ
て
こ

こ
で
は
で
き
る
か
ぎ
り
重
複
を
避
け
、
そ
の
際
に
も
利
用
し
た
、
ゾ
ラ
あ
て
の
関

連
書
簡
を
全
文
原
文
で
復
刻
し
て
補
う
に
と
ど
め
た
い
(
参
考
資
料
υ

以
下
の
引

用
に
よ
る
書
簡
番
号
に
は
参
考
資
料
の
番
号
を
用
い
る
)
。
以
下
本
文
で
は
、
こ

の
売
り
立
て
の
再
検
討
か
ら
洗
い
出
さ
れ
た
、
あ
ら
た
に
考
慮
す
べ
き
論
点
を
、

最
小
限
必
要
な
か
ぎ
り
、
訂
正
を
含
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一
八
八
二
年
二
月
四
、

五
両
日
に
オ
テ
ル
・
ド
ル
オ
で
実
施
さ
れ
た
マ
ネ
の
ア

メ
レ

l
テ
・
ボ
デ
ル
セ
ン
が
一
九
六
八
年
に
「
印

象
派
初
期
の
売
り
立
て
一
八
七
四
年
か
ら
一
八
九
四
年
ー
ー
未
公
開
議
事
録
に
照

ら
し
て
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
、
セ

l
ヌ
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
売
り

(
註
幻
)

立
て
議
事
録
に
照
ら
し
て
、
従
来
の
通
説
を
い
く
つ
か
訂
正
し
た
。
だ
が
ボ
デ
ル

セ
ン
は
「
事
実
誤
認
」
の
訂
正
に
急
な
あ
ま
り
、

ト
リ
エ
の
競
売
に
つ
い
て
は
、

い
さ
さ
か
近
視
眼
的
な
指
摘
‘に



美
学
美
術
史
研
究
論
集
第
十
二
号

(
一
九
九
四
年
)

終
始
し
、
そ
の
先
に
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

デ
ユ
レ
が
現
場
で
書
き
込
み
を
し
、

そ
の
後
マ
ネ
研
究
者
タ
パ
ラ
ン
の
所
有
と
な
っ
た
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
は
、
今
日

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ピ
エ
ル
ポ
ン
・
モ
ル
ガ
ン
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

ま
た

パ
リ
国
立
図
書
館
版
画
部
に
も
旧
モ
ロ
!
日
ネ
ラ
ト
ン
所
蔵
の
書
き
込
み
の
あ
る

カ
タ
ロ
グ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
込
み
と
、
セ
l

ヌ
文
書
館
の
議

事
録
と
に
相
違
が
あ
る
場
合
、
は
た
し
て
ボ
デ
ル
セ
ン
の
よ
う
に
公
文
書
の
議
事

録
に
こ
そ
本
当
の
事
実
が
あ
る
と
無
条
件
に
解
釈
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。

誤
認
を
機
械
的
に
訂
正
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
何
が
な
ぜ
食
い
違
っ

て

い
る
の
か
に
よ
り
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

ボ
デ
ル
セ
ン
が
見
落
と

し
た
ー
と
い
う
よ
り
も
拙
速
に
も
「
誤
謬
」
と
し
て
退
け
た
|
食
い
違
い
を
洗
い

な
お
し
て
み
る
と
、
そ
こ
か
ら
、
以
外
な
事
実
が
い
く
つ
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
下
三
点
に
要
約
し
よ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
公
文
書
館
の
議
事
録
が
貴
重
な
の
は
、
実
際
の
売
り
立
て
の
順

香
が
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。

競
売
の
順
番
は
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
の
配
列
と
は

ま

っ

た
く
異
な
っ

て
い
る
。

そ
し
て
い
う
ま
で
も
な
く
競
売
の
配
列
し
だ
い
で
出

来
高
は
左
右
さ
れ
る
。

売
り
立
て
責
任
者
デ
ユ
レ
は
マ
ネ
の
遺
族
や
競
売
吏
を
務

め
た
仲
間
内
の
デ
ユ
ラ
ン
U

リ
ュ
エ
ル
と
図
っ
て
、
競
売
の
順
序
を
念
入
り
に
調

整
し
た
は
ず
で
あ
る
。

と
な
れ
ば
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
だ
が
、

デ
ユ
レ
た

ち
は
あ
ら
か
じ
め
競
売
の
順
序
を
知

っ

た
う
え
で
現
場
に
臨
ん
で
い
た
こ
と
に
な

る
第
二
に
ボ
デ
ル
セ
ン
の
調
査
か
ら
明
白
に
な
る
の
は
、

デ
ユ
レ
自
ら
が
書
き
込

み
を
し
た
カ
タ
ロ
グ
に
よ
れ
ば
デ
ユ
レ
以
外
の
人
物
が
競
り
落
と
し
た
こ
と
に
なっ

四

て
い
る
作
品
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
議
事
録
で
は
デ
ユ
レ
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ

た
旨
の
記
載
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る

。

そ
し
て
競
売
の
順
序
と
記
載
の
食
い
違
い

と
を
重
ね
併
せ
て
み
る
と
、
両
者
に
は
と
て
も
偶
然
の
誤
謬
に
よっ
て
発
生
し
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
相
関
関
係
が
見
え
て
く
る
。

議
事
録
と
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ

の
記
載
と
が
食
い
違
う
物
件
を
高
額
の
も
の
か
ら
指
摘
す
れ
ば
、
ま
ず
二
日
目
の

『
ラ
テ
ユ
イ
エ
お
や
じ
の
店
で
』
(
落
札
番
号
一
四
四
)(図
6
)、

『洗
濯
」
(
落

札
番
号
一
四
五
)
(
図
4
)
が
目
を
引
く
。

デ
ユ
レ
の
書
き
込
み
に
よ
れ
ば
前
者

は
デ
ユ
レ
名
義
で
コ
エ
ラ

H

レ
l

ン
ホ
フ
(
マ
ネ
の
義
理
の
従
弟
と
さ
れ
て
い
た

が
、
実
子
)
が
五
千
フ
ラ
ン
で
落
札
、
後
者
は
同
じ
く
デ
ユ
レ
名
義
で
ウ
ジ
ェ
l

ヌ
・
マ
ネ
(
マ
ネ
の
弟
)
が
八
千
フ
ラ
ン
で
落
札
と
な
っ
て
い
る。

と
こ
ろ
が
議

事
録
の
計
算
明
細
書
の
記
載
に
よ
れ
ば
支
払
い
人
は
ど
ち
ら
も
ほ
か
な
ら
ぬ
デ
ユ

レ
本
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
組
離
か
ら
は
っ
き
り
し
て
く

る
の
は
、
売
り

立
て
の
席
で
は
遺
族
に
引
き
取
ら
れ
た
と
の
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
避
け
な
が
ら
、

事
実
上
の
買
い
戻
し
の
た
め
に
デ
ユ
レ
が
出
費
を
し
て
い
る
、
と
い
う
実
態
で
あ

る
。

し
か
も
『
ラ
テ
ユ
イ
エ
お
や
じ
の
店
で

』、
『
洗
濯
」
の
二
作
品
の
つ
ぎ
に
登

場
す
る
の
が
、
二
日
目
の
目
玉
『オ
ラ
ン
ピ
ア
』
(
落
札
番
号
一
四
六
)
だ
っ
た

。

一
八
六
五
年
の
サ
ロ
ン
で
大
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
起
こ
し
た
こ
の
日
く
っ
き
の
絵
が
、

競
売
全
体
の
成
否
を
否
応
無
く
左
右
す
る
象
徴
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る

。

評
価
額
壱
万
五
千
フ
ラ
ン
の
『
オ
ラ
ン
ピ
ア

』
は
壱
万
フ
ラ
ン
と
い
う
二
日
日

の
最
高
額
で
競
り
落
と
さ
れ
た
体
裁
に
な
っ
て
は
い
る
。

だ
が
、
落
札
し
た
鑑
定

吏
ジ
ャ
コ
ブ
は
遺
族
側
に
買
い
戻
し
が
必
要
な
場
合
の
代
理
執
行
人
に
す
ぎ
ず
、

美
学
美
術
史
研
究
論
集
第
十
二
号
(
一
九
九
四
年
)

終
始
し
、
そ
の
先
に
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
デ
ュ
レ
が
現
場
で
書
き
込
み
を
し
、

そ
の
後
マ
ネ
研
究
者
タ
パ
ラ
ン
の
所
有
と
な
っ
た
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
は
、
今
日

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ピ
エ
ル
ポ
ン
・
モ
ル
ガ
ン
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

パ
リ
国
立
図
書
館
版
画
部
に
も
旧
モ
ロ

l

H
ネ
ラ
ト
ン
所
蔵
の
書
き
込
み
の
あ
る

カ
タ
ロ
グ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
込
み
と
、
セ

i
ヌ
文
書
館
の
議

事
録
と
に
相
違
が
あ
る
場
合
、
は
た
し
て
ボ
デ
ル
セ
ン
の
よ
う
に
公
文
書
の
議
事

録
に
こ
そ
本
当
の
事
実
が
あ
る
と
無
条
件
に
解
釈
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
誤
認
を
機
械
的
に
訂
正
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
何
が
な
ぜ
食
い
違
っ
て

い
る
の
か
に
よ
り
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
ボ
デ
ル
セ
ン
が
見
落
と

し
た
ー
と
い
う
よ
り
も
拙
速
に
も
「
誤
謬
」
と
し
て
退
け
た
|
食
い
違
い
を
洗
い

な
お
し
て
み
る
と
、
そ
こ
か
ら
、
以
外
な
事
実
が
い
く
つ
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
三
点
に
要
約
し
よ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
公
文
書
館
の
議
事
録
が
貴
重
な
の
は
、
実
際
の
売
り
立
て
の
順

香
が
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。
競
売
の
順
番
は
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
の
配
列
と
は

ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
い
う
ま
で
も
な
く
競
売
の
配
列
し
だ
い
で
出

来
高
は
左
右
さ
れ
る
。
売
り
立
て
責
任
者
デ
ユ
レ
は
マ
ネ
の
遺
族
や
競
売
吏
を
務

め
た
仲
間
内
の
デ
ユ
ラ
ン
H

リ
ュ
エ
ル
と
図
っ
て
、
競
売
の
順
序
を
念
入
り
に
調

整
し
た
は
ず
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
だ
が
、

デ
ユ
レ
た

ち
は
あ
ら
か
じ
め
競
売
の
順
序
を
知
っ
た
う
え
で
現
場
に
臨
ん
で
い
た
こ
と
に
な

る
第
二
に
ボ
デ
ル
セ
ン
の
調
査
か
ら
明
白
に
な
る
の
は
、

デ
ユ
レ
自
ら
が
書
き
込

み
を
し
た
カ
タ
ロ
グ
に
よ
れ
ば
デ
ユ
レ
以
外
の
人
物
が
競
り
落
と
し
た
こ
と
に
な
っ

四

て
い
る
作
品
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
議
事
録
で
は
デ
ュ
レ
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ

た
旨
の
記
載
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
競
売
の
順
序
と
記
載
の
食
い
違
い

と
を
重
ね
併
せ
て
み
る
と
、
両
者
に
は
と
て
も
偶
然
の
誤
謬
に
よ
っ
て
発
生
し
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
相
関
関
係
が
見
え
て
く
る
。
議
事
録
と
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ

の
記
載
と
が
食
い
違
う
物
件
を
高
額
の
も
の
か
ら
指
摘
す
れ
ば
、
ま
ず
二
日
目
の

『
ラ
テ
ユ
イ
エ
お
や
じ
の
庖
で
』
(
落
札
番
号
一
四
四
)
(
図

6
)
、
『
洗
濯
』
(
落

札
番
号
一
四
五
)
(
図

4
)
が
目
を
引
く
。
デ
ユ
レ
の
書
き
込
み
に
よ
れ
ば
前
者

は
デ
ユ
レ
名
義
で
コ
エ
ラ
U

レ
l
ン
ホ
フ
(
マ
ネ
の
義
理
の
従
弟
と
さ
れ
て
い
た

が
、
実
子
)
が
五
千
フ
ラ
ン
で
落
札
、
後
者
は
同
じ
く
デ
ユ
レ
名
義
で
ウ
ジ
ェ

l

ヌ
・
マ
ネ
(
マ
ネ
の
弟
)
が
八
千
フ
ラ
ン
で
落
札
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
議

事
録
の
計
算
明
細
書
の
記
載
に
よ
れ
ば
支
払
い
人
は
ど
ち
ら
も
ほ
か
な
ら
ぬ
デ
ユ

レ
本
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
祖
語
か
ら
は
っ
き
り
し
て
く
る
の
は
、
売
り

立
て
の
席
で
は
遺
族
に
引
き
取
ら
れ
た
と
の
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
避
け
な
が
ら
、

事
実
上
の
買
い
戻
し
の
た
め
に
デ
ユ
レ
が
出
費
を
し
て
い
る
、
と
い
う
実
態
で
あ

る
。
し
か
も
『
ラ
テ
ユ
イ
エ
お
や
じ
の
庖
で
』
、
『
洗
濯
』
の
二
作
品
の
つ
ぎ
に
登

場
す
る
の
が
、

一
一
日
日
の
目
玉
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
』
(
落
札
番
号
一
四
六
)
だ
っ
た

D

一
八
六
五
年
の
サ
ロ
ン
で
大
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
起
こ
し
た
こ
の
日
く
っ
き
の
絵
が
、

競
売
全
体
の
成
否
を
否
応
無
く
左
右
す
る
象
徴
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

評
価
額
壱
万
五
千
フ
ラ
ン
の
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
』
は
壱
万
フ
ラ
ン
と
い
う
二
日
目

の
最
高
額
で
競
り
落
と
さ
れ
た
体
裁
に
な
っ
て
は
い
る
。
だ
が
、
落
札
し
た
鑑
定

吏
ジ
ャ
コ
ブ
は
遺
族
側
に
買
い
戻
し
が
必
要
な
場
合
の
代
理
執
行
人
に
す
ぎ
ず
、



作
品
は
実
際
に
は
競
り
も
な
い
ま
ま
た
だ
ち
に
落
札
し
、
遺
族
に
よ
っ
て
買
い
戻

さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
二
日
日
の
出
来
高
は
九
四
作
品
に
た
い
し
て
総
額

四
万
三
千
七
百
四
十
五
フ
ラ
ン
。

つ
ま
り
額
面
上
で
は
『
ラ
テ
ユ
イ
エ
お
や
じ
の

店
で
』
、
『
洗
濯
」
お
よ
び
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
』
の
三
つ
の
作
品
だ
け
で
、
一
一
日
目
の

出
来
高
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
こ
れ
だ
け
で
、
こ
の
競
売
の
実
態
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
デ
ユ

レ
が
『
ラ
テ
ユ
イ
ユ
お
や
じ
の
店
で
』
と
『
洗
濯
』
の
二
作
品
を
買
い
支
え
た
の

は
、
つ
づ
く
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
』
の
値
崩
れ
を
避
け
る
た
め
の
予
防
手
段
だ
っ
た
と

推
定
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
買
い
入
れ
価
格
が
い
か
に
意
図
的
な
釣
り
上
げ
で
あ
っ

た
か
も
、
初
日
に
は
、
『
ナ
ナ
』
(
落
札
番
号
五
四
)
が
三
千
フ
ラ
ン
、
晩
年
の
傑

作
『
フ
ォ
リ
l

・
ベ
ル
ジ
ェ
l

ル
の
酒
場
』
(
落
札
番
号
五
一
二
)
で
す
ら
五
千
八

百
五
0
フ
ラ
ン
に
お
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
見
れ
ば
、
容
易
に
納
得
で
き
る
。
こ
れ

ら
ふ
た
つ
の
作
品
の
ま
え
に
競
り
に
か
け
ら
れ
た
の
は
『
ア
ル
ジ
ャ
ン
ト
ゥ
ユ
』

(
落
札
番
号
五
二
)
で
、
価
格
は
壱
万
弐
千
五
百
フ
ラ
ン
で
遺
族
が
買
い
取
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
初
日
の
最
高
額
で
、
つ
づ
く
ふ
た
つ
の
作
品
と
の
出
来
高
の
隔
た

り
は
あ
ま
り
に
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
初
日
に
『
ナ
ナ
』
と
『
フ
ォ
リ1

・

ベ
ル
ジ
ェ
l

ル
の
酒
場
」
の
釣
り
上
げ
が
必
ず
し
も
功
を
奏
し
な
か
っ
た
こ
と
が

そ
し
て
そ
れ
を
裏
書
す
る
よ
う
に
、
実
際
デ
ユ
レ
は
当
日
ゾ
ラ

推
定
で
き
る
。

へ
の
手
紙
で
「
予
告
し
て
い
た
と
お
り
、
[
『
ア
ル
ジ
ャ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
』
と
そ
れ

に
続
く
]
大
き
な
タ
ブ
ロ
l

は
我
々
に
は
競
り
上
げ
る
の
が
無
理
で
、
そ
の
た
め

総
出
来
高
も
あ
れ
以
上
に
は
で
き
な
か
っ
た
」
(
書
簡
四
六
)
と
正
直
に
内
部
事

情
を
報
告
し
て
い
る
。

テ
オ
ド
l

ル
・
デ
ユ
レ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
復
元

第
三
に
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
体
裁
上
は
遺
族
に
よ
っ
て
引
き
取
ら
れ
て
た
よ

う
に
は
映
ら
ぬ
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
マ
ネ
の
近
親
者
や
友
人
た
ち

が
主
要
な
作
品
を
買
い
支
え
て
世
間
体
を
取
り
繕
っ
て
い
る
、
と
い
う
内
部
取
引

同
然
の
実
態
で
あ
る
。
さ
き
の
『
ア
ル
ジ
ャ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
』
も
落
札
者
は
レ
l

ン

つ
ま
り
最
高
価
格
を
つ
け
た
ふ
た
つ
の
作
品
は
実
際
に
は
と
も
に
家
族
が

買
い
戻
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
初
日
は
後
が
続
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

ホ
フ
。

こ
そ
先
の
ゾ
ラ
へ
の
手
紙
で
デ
ユ
レ
は
つ
づ
け
て
こ
う
書
い
て
い
た
。
「
明
日
の

売
却
が
心
配
の
種
だ
。
と
い
う
の
も
友
人
た
ち
ゃ
賛
同
者
(
パ
ル
テ
ィ
ザ
ン
)
は

み
ん
な
今
日
さ
い
ふ
を
叩
い
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
お
そ
ら
く
多
く
の
ひ
と
た
ち
は
、

明
日
も
う
い
ち
ど
と
い
う
わ
け
に
は
い
く
ま
い
」
(
書
簡
四
六
)
。
資
金
ぐ
り
に
心

配
な
デ
ュ
レ
は
そ
れ
に
続
け
て
ゾ
ラ
に
た
い
し
て
密
か
な
資
金
援
助
を
要
請
し
て

い
る
。
「
誰
に
も
そ
う
と
知
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
あ
な
た
の
マ

ネ
に
た
い
す
る
関
係
ゃ
あ
な
た
が
マ
ネ
に
た
い
し
て
果
た
し
た
役
割
と
い
う
点
で

な
ん
ら
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
は
い
え
こ
れ
は
そ
の
ぶ
ん

マ
ネ
夫
人
に
は
助
け
に
な
り
ま
す
し
、
彼
女
は
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
す
」

(
向
上
)
。
ゾ
ラ
の
体
面
に
は
決
し
て
傷
は
っ
け
な
い
か
ら
金
銭
的
な
救
援
を
頼

む
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

実
際
デ
ユ
レ
は
初
日
に
は
わ
ず
か
五
百
フ
ラ
ン
で
小
品
一
点
を
購
入
す
る
に
と

ど
め
、
二
日
目
に
危
倶
さ
れ
る
万
一
の
不
測
の
事
態
に
備
え
て
い
た
。
遺
産
執
行

人
デ
ユ
レ
と
し
て
は
、
友
人
た
ち
の
軍
資
金
が
底
を
つ
い
た
場
合
に
も
、
壊
滅
的

な
値
崩
れ
だ
け
は
く
い
止
め
る
責
任
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
事
実
心
配
さ
れ
た
二
日

目
の
値
崩
れ
を
く
い
止
め
て
世
間
体
を
繕
っ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
デ
ユ
レ
と
遺

一
五

作
品
は
実
際
に
は
競
り
も
な
い
ま
ま
た
だ
ち
に
落
札
し
、
遺
族
に
よ
っ
て
買
い
戻

さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
二
日
目
の
出
来
高
は
九
四
作
品
に
た
い
し
て
総
額

四
万
三
千
七
百
四
十
五
フ
ラ
ン
。
つ
ま
り
額
面
上
で
は
『
ラ
テ
ユ
イ
エ
お
や
じ
の

庖
で
』
、
「
洗
濯
」
お
よ
び
「
オ
ラ
ン
ピ
ア
』
の
三
つ
の
作
品
だ
け
で
、

一
一
日
目
の

出
来
高
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
こ
れ
だ
け
で
、
こ
の
競
売
の
実
態
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
デ
ユ

レ
が
『
ラ
テ
ユ
イ
ユ
お
や
じ
の
庖
で
』
と
『
洗
濯
』
の
二
作
品
を
買
い
支
え
た
の

つ
づ
く
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
』
の
値
崩
れ
を
避
け
る
た
め
の
予
防
手
段
だ
っ
た
と

推
定
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
買
い
入
れ
価
格
が
い
か
に
意
図
的
な
釣
り
上
げ
で
あ
っ

lまた
か
も
、
初
日
に
は
、
『
ナ
ナ
』
(
落
札
番
号
五
四
)
が
三
千
フ
ラ
ン
、
晩
年
の
傑

作
『
フ
ォ
リ

I
・
ベ
ル
ジ
ェ

l
ル
の
酒
場
』
(
落
札
番
号
五
三
)
で
す
ら
五
千
八

百
五

0
フ
ラ
ン
に
お
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
見
れ
ば
、
容
易
に
納
得
で
き
る
。
こ
れ

ら
ふ
た
つ
の
作
品
の
ま
え
に
競
り
に
か
け
ら
れ
た
の
は
『
ア
ル
ジ
ャ
ン
ト
ゥ
ユ
』

(
落
札
番
号
五
二
)
で
、
価
格
は
壱
万
弐
千
五
百
フ
ラ
ン
で
遺
族
が
買
い
取
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
初
日
の
最
高
額
で
、

つ
づ
く
ふ
た
つ
の
作
品
と
の
出
来
高
の
隔
た

り
は
あ
ま
り
に
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
初
日
に
『
ナ
ナ
』
と
『
フ
ォ
リ
l
・

ベ
ル
ジ
ェ

l
ル
の
酒
場
』
の
釣
り
上
げ
が
必
ず
し
も
功
を
奏
し
な
か
っ
た
こ
と
が

そ
し
て
そ
れ
を
裏
書
す
る
よ
う
に
、
実
際
デ
ユ
レ
は
当
日
ゾ
ラ

推
定
で
き
る
。

へ
の
手
紙
で
「
予
告
し
て
い
た
と
お
り
、

[
『
ア
ル
ジ
ャ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
』
と
そ
れ

に
続
く
]
大
き
な
タ
ブ
ロ
1

は
我
々
に
は
競
り
上
げ
る
の
が
無
理
で
、
そ
の
た
め

総
出
来
高
も
あ
れ
以
上
に
は
で
き
な
か
っ
た
」
(
書
簡
四
六
)
と
正
直
に
内
部
事

情
を
報
告
し
て
い
る
。
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・
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第
三
に
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
体
裁
上
は
遺
族
に
よ
っ
て
引
き
取
ら
れ
て
た
よ

う
に
は
映
ら
ぬ
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
マ
ネ
の
近
親
者
や
友
人
た
ち

が
主
要
な
作
品
を
買
い
支
え
て
世
間
体
を
取
り
繕
っ
て
い
る
、
と
い
う
内
部
取
引

同
然
の
実
態
で
あ
る
。
さ
き
の
『
ア
ル
ジ
ヤ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
』
も
落
札
者
は
レ

l
ン

つ
ま
り
最
高
価
格
を
つ
け
た
ふ
た
つ
の
作
品
は
実
際
に
は
と
も
に
家
族
が

買
い
戻
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
初
日
は
後
が
続
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

ホ
フ
。

こ
そ
先
の
ゾ
ラ
へ
の
手
紙
で
デ
ユ
レ
は
つ
づ
け
て
こ
う
書
い
て
い
た
。
「
明
日
の

売
却
が
心
配
の
種
だ
。
と
い
う
の
も
友
人
た
ち
ゃ
賛
同
者
(
パ
ル
テ
ィ
ザ
ン
)
は

み
ん
な
今
日
さ
い
ふ
を
叩
い
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
お
そ
ら
く
多
く
の
ひ
と
た
ち
は
、

明
日
も
う
い
ち
ど
と
い
う
わ
け
に
は
い
く
ま
い
」
(
書
簡
四
六
)
。
資
金
ぐ
り
に
心

配
な
デ
ユ
レ
は
そ
れ
に
続
け
て
ゾ
ラ
に
た
い
し
て
密
か
な
資
金
援
助
を
要
請
し
て

い
る
。
「
誰
に
も
そ
う
と
知
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
あ
な
た
の
マ

ネ
に
た
い
す
る
関
係
ゃ
あ
な
た
が
マ
ネ
に
た
い
し
て
果
た
し
た
役
割
と
い
う
点
で

な
ん
ら
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
は
い
え
こ
れ
は
そ
の
ぶ
ん

マ
ネ
夫
人
に
は
助
け
に
な
り
ま
す
し
、
彼
女
は
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
す
」

(
向
上
)
。
ゾ
ラ
の
体
面
に
は
決
し
て
傷
は
っ
け
な
い
か
ら
金
銭
的
な
救
援
を
頼

む
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

実
際
デ
ユ
レ
は
初
日
に
は
わ
ず
か
五
百
フ
ラ
ン
で
小
品
一
点
を
購
入
す
る
に
と

ど
め
、
二
日
目
に
危
倶
さ
れ
る
万
一
の
不
測
の
事
態
に
備
え
て
い
た
。
遺
産
執
行

人
デ
ユ
レ
と
し
て
は
、
友
人
た
ち
の
軍
資
金
が
底
を
つ
い
た
場
合
に
も
、
壊
滅
的

な
値
崩
れ
だ
け
は
く
い
止
め
る
責
任
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
事
実
心
配
さ
れ
た
二
日

目
の
値
崩
れ
を
く
い
止
め
て
世
間
体
を
繕
っ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
デ
ュ
レ
と
遺

一
五
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族
に
よ
る
買
い
支
え
だ
っ
た
。

翌
日
、
二
月
五
日
に
売
り
立
て
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
デ
ユ
レ
が
ゾ
ラ
に
宛
て

た
手
紙
に
は
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
る
。

「
昨
日
貴
殿
に
、
そ
し
て
ほ
か
に
も

二
了
四
人
に
手
紙
を
認
め
た
の
も
、
本
日
の
売
却
が
あ
ま
り
に
も
心
配
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
\
わ
た
し
の
心
配
は
幸
い
な
こ
と
に
も
現
実
と
は
な
ら
ず
、
受
け
入
れ

て
も
ら
う
の
が
も
っ
と
も
む
つ
か
し
い
習
作
に
も
買
い
手
が
つ
き
ま
し
た
。

\
総

額
は
十
一
万
六
千
フ
ラ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
」
と
『
ア
ル
ジ
ヤ

ン
ト
ゥ
イ
ユ
』
だ
け
が
お
の
お
の
壱
万
フ
ラ
ン
と
壱
万
弐
千
五
百
フ
ラ
ン
で
買
い

戻
さ
れ
ま
し
た
。
\
公
衆
に
は
こ
の
結
果
は
た
い
へ
ん
な
勝
利
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
わ
た
し
は
個
人
的
に
は
満
足
し
て
し
か
る
べ
き
理
由
が
あ
る
と
思
う
」

(
書
簡
四
七
)
。

デ
ユ
レ
の
寡
黙
さ
に
注
目
し
よ
う
。
ま
ず
二
日
日
の
出
来
高
四
万
三
千
七
百
四

十
五
フ
ラ
ン
の
う
ち
壱
万
三
千
フ
ラ
ン
以
上
を
支
え
た
の
が
自
分
自
身
で
あ
る
こ

と
を
デ
ユ
レ
は
お
く
び
に
も
口
に
出
し
て
い
な
い

。

ま
た
二
日
目
の
売
り
立
て
の

前
半
に
は
、
敵
対
す
る
体
制
派
の
大
物
批
評
家
ヴ
ォ
ル
フ
か
ら
は
「
金
銭
的
に
も

芸
術
的
に
も
お
よ
そ
二
束
三
文
の
代
物
」
と
罵
ら
れ
、
デ
ユ
レ
自
身
「
受
け
入
れ

て
も
ら
う
の
が
も
っ
と
も
む
つ
か
し
い
」
と
判
断
し
て
い
た
習
作
が
多
く
か
た
ま
っ

て
い
た
(
競
売
番
号
八
五
ー
百
十
三
)
。
こ
の
日
呈
示
さ
れ
た
最
初
の
作
品
『
女

歌
手
』
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
が
、
こ
の
最
初
の
作
品
を
自
ら
競
り
落
と
し
て
模
範
を

つ
づ
く
「
買
い
手
」
の
創
出
ま
で
自
作
自
演
し
た
の
も
ほ
か
な
ら
ぬ
デ
ユ

示
し
、

レ
だ
っ
た
。

だ
が
そ
の
こ
と
も
、
こ
こ
で
デ
ユ
レ
は
ひ
と
こ
と
と
し
て
ゾ
ラ
に
打

(註
忽
)

ち
明
け
て
は
い
な
い
。
自
分
は
出
血
を
覚
悟
し
て
で
も
と
に
か
く
世
間
に
売
り
立

一
ム
ハ

て
を
「
た
い
へ
ん
な
勝
利
」
と
印
象
づ
け
え
た
。
そ
れ
が
「
個
人
的
に
は
満
足
し

て
し
か
る
べ
き
理
由
が
あ
る
」
と
の
言
葉
に
デ
ユ
レ
が
込
め
た
気
持
ち
だ
ろ
う
。

し
か
し
さ
り
げ
な
く
記
さ
れ
た
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
』
と
『
ア
ル
ジ
ヤ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
』

の
買
い
戻
し
の
事
実
に
は
、
世
間
で
い
わ
れ
る
華
々
し
い
「
成
功
」
と
、
当
事
者

し
か
知
ら
ぬ
軍
資
金
払
底
の
危
機
的
な
内
実
と
の
落
差
が
、
そ
れ
と
な
く
、
し
か

し
偽
ら
ず
に
披
涯
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

あ
け
す
け
に
い
え
ば
、

一
八
八
四
年
段
階
で
は
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
」
も
『
ア
ル
ジ
ヤ

ン
ト
ゥ
イ
ユ
』
も
、
遺
族
の
望
む
価
格
で
は
売
り
物
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

だ
が
、
こ
の
厳
然
た
る
事
実
は
、
売
り
立
て
の
「
成
功
」
と
い
う
世
間
の
印
象
の

陰
で
そ
の
後
急
速
に
忘
れ
ら
れ
て
行
く
だ
ろ
う

。

実
際
、
目
玉
と
な
る
こ
の
二
大

作
が
買
い
戻
さ
れ
た
と
い
う
実
態
は
、
一
九
O

二
年
発
刊
の
デ
ユ
レ
の
『
マ
ネ
」

伝
で
は
も
は
や
触
れ
ら
れ
な
い
。

そ
の
か
わ
り
に
個
々
の
作
品
の
額
面
価
格
の
一

覧
と
売
り
立
て
の
総
出
来
高
十
一
万
六
千
六
百
三
十
七
フ
ラ
ン
の
み
が
、
数
字
だ

け
は
よ
り
正
確
に
列
挙
さ
れ
、
デ
ユ
レ
の
主
張
に
根
拠
を
与
え
る
。
「
こ
れ
ほ
ど

に
も
危
う
い
条
件
で
は
じ
ま
っ
た
売
り
立
て
は
、
す
ぐ
さ
ま
期
待
を
上
回
る
成
功

の
色
合
い
を
呈
し
た
」
。
「
大
失
敗
を
楽
し
み
に
や
っ
て
来
て
、
い
ま
に
も
笑
っ
て

や
ろ
う
と
構
え
て
い
た
人
々
は
、
こ
の
値
段
に
ま
っ
た
く
顔
色
を
失
い
、

い
ま
で

は
す
っ
か
り
お
と
な
し
く
な
っ
て
い
た
。

マ
ネ
が
売
れ
る
な
ん
て
。

呆
気
に
と
ら

れ
た
群
衆
な
出
口
で
口
々
に
そ
う
言
っ
て
い
た

。

そ
し
て
ニ
ュ
ー
ス
は
す
ぐ
に
も

(
註
幻
)

パ
リ
じ
ゅ
う
に
広
が
っ
た
」。

」
の
デ
ユ
レ
の
判
断
は
、
一
九
O
二
年
に
は
も
は
や
怒
意
的
な
脚
色
と
は
み
な

さ
れ
ず
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
常
識
的
な
見
解
と
し
て
通
用
し
て
い
る
。
だ
が

美
学
美
術
史
研
究
論
集
第
十
二
号
(
一
九
九
四
年
)

族
に
よ
る
買
い
支
え
だ
っ
た
。

翌
日
、
二
月
五
日
に
売
り
立
て
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
デ
ユ
レ
が
ゾ
ラ
に
宛
て

た
手
紙
に
は
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
る
。

「
昨
日
貴
殿
に
、
そ
し
て
ほ
か
に
も

二
了
四
人
に
手
紙
を
認
め
た
の
も
、
本
日
の
売
却
が
あ
ま
り
に
も
心
配
だ
っ
た
か

ら
で
す
。

¥
わ
た
し
の
心
配
は
幸
い
な
こ
と
に
も
現
実
と
は
な
ら
ず
、
受
け
入
れ

て
も
ら
う
の
が
も
っ
と
も
む
つ
か
し
い
習
作
に
も
買
い
手
が
つ
き
ま
し
た
。

¥
総

額
は
十
一
万
六
千
フ
ラ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
」
と
『
ア
ル
ジ
ャ

ン
ト
ゥ
イ
ユ
』
だ
け
が
お
の
お
の
壱
万
フ
ラ
ン
と
壱
万
弐
千
五
百
フ
ラ
ン
で
買
い

戻
さ
れ
ま
し
た
。

¥
公
衆
に
は
こ
の
結
果
は
た
い
へ
ん
な
勝
利
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
わ
た
し
は
個
人
的
に
は
満
足
し
て
し
か
る
べ
き
理
由
が
あ
る
と
思
う
」

(
書
簡
四
七
)
。

デ
ュ
レ
の
寡
黙
さ
に
注
目
し
よ
う
。
ま
ず
二
日
日
の
出
来
高
四
万
三
千
七
百
四

十
五
フ
ラ
ン
の
う
ち
壱
万
三
千
フ
ラ
ン
以
上
を
支
え
た
の
が
自
分
自
身
で
あ
る
こ

と
を
デ
ユ
レ
は
お
く
び
に
も
口
に
出
し
て
い
な
い
。
ま
た
二
日
目
の
売
り
立
て
の

前
半
に
は
、
敵
対
す
る
体
制
派
の
大
物
批
評
家
ヴ
ォ
ル
フ
か
ら
は
「
金
銭
的
に
も

芸
術
的
に
も
お
よ
そ
二
束
三
文
の
代
物
」
と
罵
ら
れ
、
デ
ユ
レ
自
身
「
受
け
入
れ

て
も
ら
う
の
が
も
っ
と
も
む
つ
か
し
い
」
と
判
断
し
て
い
た
習
作
が
多
く
か
た
ま
っ

て
い
た
(
競
売
番
号
八
五
ー
百
十
三
)
。
こ
の
日
呈
示
さ
れ
た
最
初
の
作
品
『
女

歌
手
』
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
が
、
こ
の
最
初
の
作
品
を
自
ら
競
り
落
と
し
て
模
範
を

つ
づ
く
「
冒
(
い
手
」
の
創
出
ま
で
自
作
自
演
し
た
の
も
ほ
か
な
ら
ぬ
デ
ユ

示
し
、

レ
だ
っ
た
。
だ
が
そ
の
こ
と
も
、
こ
こ
で
デ
ユ
レ
は
ひ
と
こ
と
と
し
て
ゾ
ラ
に
打

(
註
忽
)

ち
明
け
て
は
い
な
い
。
自
分
は
出
血
を
覚
悟
し
て
で
も
と
に
か
く
世
間
に
売
り
立

一ムハ

て
を
「
た
い
へ
ん
な
勝
利
」
と
印
象
づ
け
え
た
。
そ
れ
が
「
個
人
的
に
は
満
足
し

て
し
か
る
べ
き
理
由
が
あ
る
」
と
の
言
葉
に
デ
ユ
レ
が
込
め
た
気
持
ち
だ
ろ
う
。

し
か
し
さ
り
げ
な
く
記
さ
れ
た
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
』
と
『
ア
ル
ジ
ヤ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
』

の
買
い
戻
し
の
事
実
に
は
、
世
間
で
い
わ
れ
る
華
々
し
い
「
成
功
」
と
、
当
事
者

し
か
知
ら
ぬ
軍
資
金
払
底
の
危
機
的
な
内
実
と
の
落
差
が
、
そ
れ
と
な
く
、
し
か

し
偽
ら
ず
に
披
涯
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

あ
け
す
け
に
い
え
ば
、

一
八
八
四
年
段
階
で
は
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
」
も
『
ア
ル
ジ
ヤ

ン
ト
ゥ
イ
ユ
』
も
、
遺
族
の
望
む
価
格
で
は
売
り
物
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

だ
が
、
こ
の
厳
然
た
る
事
実
は
、
売
り
立
て
の
「
成
功
」
と
い
う
世
間
の
印
象
の

陰
で
そ
の
後
急
速
に
忘
れ
ら
れ
て
行
く
だ
ろ
う
。
実
際
、
目
玉
と
な
る
こ
の
二
大

作
が
買
い
戻
さ
れ
た
と
い
う
実
態
は
、

一
九

O
二
年
発
刊
の
デ
ユ
レ
の
『
マ
ネ
」

伝
で
は
も
は
や
触
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
個
々
の
作
品
の
額
面
価
格
の
一

覧
と
売
り
立
て
の
総
出
来
高
十
一
万
六
千
六
百
三
十
七
フ
ラ
ン
の
み
が
、
数
字
だ

け
は
よ
り
正
確
に
列
挙
さ
れ
、
デ
ュ
レ
の
主
張
に
根
拠
を
与
え
る
。
「
こ
れ
ほ
ど

に
も
危
う
い
条
件
で
は
じ
ま
っ
た
売
り
立
て
は
、
す
ぐ
さ
ま
期
待
を
上
回
る
成
功

の
色
合
い
を
呈
し
た
」
。
「
大
失
敗
を
楽
し
み
に
や
っ
て
来
て
、

い
ま
に
も
笑
っ
て

や
ろ
う
と
構
え
て
い
た
人
々
は
、
こ
の
値
段
に
ま
っ
た
く
顔
色
を
失
い
、

い
ま
で

は
す
っ
か
り
お
と
な
し
く
な
っ
て
い
た
。

マ
ネ
が
売
れ
る
な
ん
て
。
呆
気
に
と
ら

れ
た
群
衆
な
出
口
で
口
々
に
そ
う
言
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ス
は
す
ぐ
に
も

(
註
幻
)

パ
リ
じ
ゅ
う
に
広
が
っ
た
」
。

」
の
デ
ユ
レ
の
判
断
は
、

一
九

O
二
年
に
は
も
は
や
窓
意
的
な
脚
色
と
は
み
な

さ
れ
ず
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
常
識
的
な
見
解
と
し
て
通
用
し
て
い
る
。
だ
が



「
マ
ネ
が
売
れ
る
」
と
い
う
印
象
は
、
事
実
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
錯
覚
に
ち

か
い
。

そ
れ
は
内
輪
の
必
死
の
買
い
支
え
と
、
出
来
高
を
め
ぐ
る
内
部
工
作
同
然

の
数
字
操
作
が
っ
く
り
だ
し
た
、
ほ
と
ん
ど
虚
構
同
然
の
印
象
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

金
額
に
し
た
と
こ
ろ
で
八
二
年
の
ク
l

ル
ベ
の
売
り
立
て
と
比
べ
れ

ば
、
む
し
ろ
当
時
の
美
術
市
場
に
お
け
る
マ
ネ
評
価
額
の
低
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

(
註
お
)

「
結
果
は
た
い
へ
ん
に
慎
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
予
想
額
を
越
え
て
い
た
」
。

細
部
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
と
不
正
確
な
点
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
デ
ユ

ラ
ン

H

リ
ュ
エ
ル
の
回
想
だ
が
、
こ
と
マ
ネ
の
売
り
立
て
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が

公
平
な
評
価
で
は
な
か
っ
た
か

。

4 

一
八
九
四
年
の
売
り
立
て

た
マ
ネ
、

デ
ュ
レ
は
そ
れ
ま
で
自
分
が
擁
護
し
宣
伝
し
て
き

ホ
ィ

ス
ラ
ー
か
ら
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
作
品
四
二
点
を
競
売
に
付
し

一
八
九
四
年
三
月
一
九
日
、

た
。

画
家
た
ち
に
は
こ
れ
は
背
信
行
為
と
映
っ
た
ら
し
く
、

モ
ネ
は
「
あ
の
デ
ユ

レ
の
な
ん
た
る
悪
質
周
旋
屋
か
」
と
い
っ
た
言
葉
を
記
し
て
い
る
し
、
い
さ
さ
か

ゴ
シ
ッ
プ
仕
立
て
で
出
所
不
明
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
ド
ガ
が

「
貴
殿
も
破

産
な
す
っ
て
、
絵
を
売
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
な
ら
、
せ
め
て
悲
し
げ
に
売
却
な

次
ぎ
の
よ
う
に
デ
ユ
レ
に
悪
態
を
つ
い
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

さ

つ

て
は
い
か
が
な
も
の
か
。

と
こ
ろ
が
貴
殿
は
吾
輩
ら
の
友
人
面
で

鼻
高
々
と

パ
リ
中
に
「
デ
ユ
レ
売
り
立
て
」
と
こ
れ
見
よ
が
し
に
ポ
ス

ご
増
長
あ
そ
ば
し
、

タ
ー
を
貼
り
ま
く
る
。

貴
殿
に
は
握
手
は
し
て
し
ん
ぜ
ま
い
。

そ
れ
に
貴
殿
の
売

(
註
お
)

り
立
て
は
失
敗
に
終
わ
る
こ
と
だ
ろ
う
て
」。

テ
オ
ド
l

ル
・
デ
ユ
レ

コ
レ
ク

シ
ョ

ン

の
復
元

デ
ュ
レ
が
こ
れ
ら
の
作
品
を
手
放
す
に
い
た
っ
た
経
緯
は
直
接
に
は
明
ら
か
で

な
い
。

さ
き
に
引
用
し
た
ピ
サ
ロ
の
手
紙
に
も
、
ま
た
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
l

ル
あ
て
の
手
紙
に
も
そ
れ
と
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
直
接
の
原
因
は
経
済
的

一
八
七
八
年
に
デ
ユ
レ
は
パ
リ
か
ら
コ
ニ
ヤ
ツ

な
問
題
だ
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。

ク
に
戻
り
、
父
の
経
営
し
て
い
た
コ
ニ
ャ
ッ
ク
製
造
販
売
業
を
引
き
継
い
だ
。

フ

ラ
ン
ス
南
部
の
ブ
ド
ウ
畑
は
八
0
年
代
か
ら
寄
生
虫
フ
ィ
ロ
ク
セ
ラ
の
被
害
に
あ

い
壊
滅
的
な
損
害
を
蒙
る
が
、
コ
ニ
ャ
ッ

ク
の
位
置
す
る
シ
ャ
ラ
ン
ト
県
で
は
と

り
わ
け
影
響
が
深
刻
で
、

二
O
世
紀
初
頭
に
い
た
る
ま
で
ブ
ド
ウ
の
収
穫
が
毎
年

そ
れ
ま
で
の
四
分
の
一
か
ら
八
分
の
一
以
下
に
ま
で
激
減
し
、
こ
れ
が
ひ
い
て
は

(
註
お
)

コ
ニ
ャ
ッ
ク
市
の
衰
退
を
も
招
く
こ
と
と
な
る
。

デ
ュ
レ
は
九
六
年
ご
ろ
に
は
ロ

ワ
イ
エ
家
(
近
郊
の
ジ
ョ
ン
ザ
ッ
ク
に
現
存
)
に
事
業
を
譲
渡
し
、
最
終
的
己
コ

ニ
ヤ
ツ
ク
か
ら
撤
退
す
る
が
、
九
四
年
、
九
七
年
の
売
却
も
お
そ
ら
く
は
傾
く
家

業
立
て
直
し
の
た
め
に
出
費
を
強
い
ら
れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

さ
て
こ
の
一
八
九
四
年
の
デ
ユ
レ
の
売
り
立
て
も
、
先
に
触
れ
た
ボ
デ
ル
セ
ン

の
論
文
に
よ
っ
て
す
で
に
セ
l

ヌ
文
書
館
所
蔵
の
議
事
録
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
に
作
品
の
記
述
と
す
法
の
詳
し
い
記
載
が
あ
る
た
め
、

大
半
の
作
品
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
ボ
デ
ル
セ
ン
の
作

一
九
七
四
年
に
は
イ
ヴ
オ
ン
・
ビ
ザ
ル
デ
ル
が
デ
ユ
レ
の
主
要

(
註
幻
)

な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
複
製
写
真
を
掲
載
し
た
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

本
稿

の
リ
ス
ト
に
あ
げ
た
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
復
元
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を

批
判
的
に
総
合
し
た
も
の
で
、
元
来
は
拙
博
士
論
文
に
掲
載
し
た
も
の
を
今
回
一

部
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
来
な
ら
ば
確
認
の
と
れ
た
作
品
に
関
し
て
は
併
せ

業
に
つ
づ
い
て
、

七

「
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が
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れ
る
」
と
い
う
印
象
は
、
事
実
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
錯
覚
に
ち

か
い
。
そ
れ
は
内
輪
の
必
死
の
買
い
支
え
と
、
出
来
高
を
め
ぐ
る
内
部
工
作
同
然

の
数
字
操
作
が
っ
く
り
だ
し
た
、

ほ
と
ん
ど
虚
構
同
然
の
印
象
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
金
額
に
し
た
と
こ
ろ
で
八
二
年
の
ク

l
ル
ベ
の
売
り
立
て
と
比
べ
れ

ば
、
む
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ろ
当
時
の
美
術
市
場
に
お
け
る
マ
ネ
-
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の
低
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に
驚
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さ
れ
る
。

(
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劉
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「
結
果
は
た
い
へ
ん
に
慎
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
予
想
額
を
越
え
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い
た
」
。

細
部
に
お
い
て
い
ろ
い
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と
不
正
確
な
点
の
あ
る
こ
と
を
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る
デ
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H
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ユ
エ
ル
の
回
想
だ
が
、
こ
と
マ
ネ
の
売
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立
て
に
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い
て
は
、
こ
れ
が

公
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な
評
価
で
は
な
か
っ
た
か
。
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年
の
売
り
立
て

一
八
九
四
年
三
月
一
九
日
、
デ
ュ
レ
は
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れ
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で
自
分
が
擁
護
し
宣
伝
し
て
き

ホ
ィ
ス
ラ
ー
か
ら
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
作
品
四
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点
を
競
売
に
付
し

モ
ネ
は
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あ
の
デ
ユ

た
マ
ネ
、

た
。
画
家
た
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に
は
こ
れ
は
背
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行
為
と
映
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た
ら
し
く
、

レ
の
な
ん
た
る
悪
質
周
旋
屋
か
」
と
い
っ
た
言
葉
を
記
し
て
い
る
し
、
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さ
さ
か

ゴ
シ
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プ
仕
立
て
で
出
所
不
明
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
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で
な
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も
の
の
、
ド
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が

次
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の
よ
う
に
デ
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に
悪
態
を
つ
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た
と
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う
記
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、
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の
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敗
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・
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れ
と
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さ
れ
て
い
な
い
が
、
直
接
の
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題
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。

一
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に
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ユ
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、
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の
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造
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お
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市
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デ
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て
の
こ
と
だ
っ
た
。

さ
て
こ
の
一
八
九
四
年
の
デ
ユ
レ
の
売
り
立
て
も
、
先
に
触
れ
た
ボ
デ
ル
セ
ン

の
論
文
に
よ
っ
て
す
で
に
セ

l
ヌ
文
書
館
所
蔵
の
議
事
録
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
に
作
品
の
記
述
と
寸
法
の
詳
し
い
記
載
が
あ
る
た
め
、

大
半
の
作
品
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ボ
デ
ル
セ
ン
の
作

業
に
つ
づ
い
て
、
一
九
七
四
年
に
は
イ
ヴ
オ
ン
・
ピ
ザ
ル
デ
ル
が
デ
ユ
レ
の
主
要

(
註
幻
)

な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
複
製
写
真
を
掲
載
し
た
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
本
稿

の
リ
ス
ト
に
あ
げ
た
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
復
元
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を

批
判
的
に
総
合
し
た
も
の
で
、
元
来
は
拙
博
士
論
文
に
掲
載
し
た
も
の
を
今
回
一

部
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
確
認
の
と
れ
た
作
品
に
関
し
て
は
併
せ

七



美
学
美
術
史
研
究
論
集
第
十
二
号
(
一
九
九
四
年
)

て
す
べ
て
図
版
を
こ
こ
に
掲
載
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
入
手
で
き
た
図
版
が

あ
ま
り
鮮
明
で
は
な
い
も
の
も
多
く
、
ま
た
版
権
の
問
題
な
ど
も
あ
る
た
め
、
網

羅
で
き
な
い
こ
と
を
お
断
り
す
る
。
な
お
筆
者
の
作
業
に
つ
や
つ
い
て
ア
ン
ヌ
・
デ
イ

ス
テ
ル
が
近
著
『
印
象
派
の
蒐
集
家
た
ち
』
の
序
と
第
四
章
で
集
中
的
に
デ
ユ
レ

を
取
り
上
げ
た
。
一
般
書
ゆ
え
出
典
註
は
欠
い
て
い
る
が
、
我
々
の
も
の
も
含
め

た
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
総
合
し
た
要
領
の
よ
く
信
頼
で
き
る
記
述
と
と
も
に
、
デ
ユ

レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
旧
蔵
作
品
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
大
型
の
原
色
版
に
よ
っ
て

一
括
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
必
要
な
場
合
に
は
こ
ち
ら
を
ご
参
照
願
い
た
だ
く
の

(
註
お
)

が
簡
便
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
今
日
ま
で
の
研
究
の
要
約
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
デ
ィ
ス
テ
ル
の
著

書
に
よ
っ
て
基
本
的
な
情
報
は
容
易
に
入
手
で
き
る
か
ら
、
こ
れ
を
復
唱
す
る
こ

と
は
避
け
た
い
。

だ
が
反
対
に
九
四
年
の
売
り
立
て
に
現
れ
た
四
O
点
以
上
の
デ
ユ

レ
旧
蔵
コ
レ
ク
、
メ
ヨ
ン
構
成
作
品
に
つ
い
て
、
個
別
の
情
報
を
羅
列
し
た
の
で
は
、

あ
ま
り
に
多
く
の
紙
面
を
要
す
る

。

そ
こ
で
掲
載
し
た
リ
ス
ト
を
簡
単
に
説
明
す

る
に
と
ど
め
た
い

。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
列
し
た
画
家
名
に
つ
づ
い
て
九
四

年
三
月
一
九
日

(
5
B
R
ω
5
2
)と
記
載
の
あ
る
も
の
が
、
該
当
す
る
競
売

に
現
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
確
認
の
と
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
参
照
し
た
カ
タ

ロ
グ
名
と
登
録
番
号
と
を
記
入
し
て
あ
る
。

個
々
の
作
品
に
か
ん
す
る
詳
し
い
情

報
は
こ
れ
ら
の
カ
タ
ロ
グ
に
送
り
か
え
し
、

リ
ス
ト
で
は
繁
雑
を
避
け
る
た
め
に

割
愛
す
る
D

順
に
見
て
行
け
ば
わ
か
る
と
お
り
、
ブ

l

ダ
ン
(
一
点
)
、
カ
イ
ユ

ボ
ッ

ト
(
一
点
)
は
そ
れ
ぞ
れ
今
回
該
当
す
る
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
ア
イ
デ
ン
テ
イ

セ
ザ
ン
ヌ
(
三
点
)
は
す
で
に
ピ

フ
ア
イ
さ
れ
た
。

カ
ル
ス
(
一
点
)
は
不
明
、

}¥ 

(
二
占
…
)

ザ
ル
デ
ル
が
指
摘
、
コ
ロ
i
(
一
点
)
は
不
明
、
ク
ー
ル
ベ

『
サ
ン
ト
地
方
の
風
景
』
の
特
定
が
不
可
能
、
ド
ガ
(
八
点
)
は
そ
の
う
ち
三
点

を
ピ
ザ
ル
デ
ル
が
確
認
、
残
り
は
該
当
の
カ
タ
ロ
グ
で
は
特
定
不
可
能。

ヨ
ン
キ

ン
ト
(
一
点
)
は
確
認
不
能
、
マ
ネ
(
六
点
)
は
す
べ
て
参
照
し
た
カ
タ
ロ
グ
で

確
認
ず
み
、
モ
ネ
(
六
点
)
も
同
様
に
す
べ
て
確
認
ず
み
、
モ
リ
ゾ

(
一
点
)
は

ピ
ザ
ル
デ
ル
が
確
認
、
ピ
サ
ロ
(
三
点
)
も
参
照
し
た
カ
タ
ロ
グ
に
記
載
ず
み
、

ピ
ュ
ヴ
ィ
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
(
一
点
)
は
す
で
に
ボ
デ
ル
セ
ン
が
確
認
し
て

の
、
っ
中
り

い
る
が
、
『
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
展
』
、

一
九
七
六
年
、
図
版
二
ハ
O
)
(本
稿

。
、、

E
z
v
、

ノ

1

{

図
お
)。

ル
ノ
ワ
ー
ル
(
三
点
)
の
う
ち
『
フ
ォ
ン
ト
ネ

l

・
オ
・
ロ

l

ズ
の
庭

園
』
の
み
確
認
不
能
、
残
り
は
ボ
デ
ル
セ
ン
が
確
認
ず
み
、
シ
ス
レ
1
2
一
点
)

ほ
か
は
参
照
し
た
カ
タ
ロ
グ
に
記
載
ず
み
、

の
う
ち
「
夕
方
の
効
果
』
の
み
推
定
、

ホ
ィ
ス
ラ

l
(
一
点
)
は
今
回
表
記
の
カ
タ
ロ
グ
に
よ
り
確
認
(
図
お
)
。

以
上

で
す
べ
て
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
な
か
で
個
々
に
詳
し
く
検
討
す
る
に
値
す
る
作
品

も
す
く
な
く
な
い
が
、
今
回
は
こ
れ
も
紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
、
図
版
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
に
多
少
の
情
報
を
付
記
す
る
に
と
ど
め
る
。

ま
た
機
会
を
見
て
論
じ
る
こ
と
と

し
た
い
。

な
お
リ
ス
ト
に
記
載
し
た
落
札
価
格
は
ボ
デ
ル
セ
ン
論
文
に
あ
る
セ

l

ヌ
文
書

館
記
録
文
書
に
記
載
の
あ
る
数
値
で
あ
る
が
、
パ
リ
大
学
美
術
考
古
学
ジ
ヤ

ツ

ク

・
ド
ゥ
セ
図
書
館
所
蔵
[
回
・
〉
・
〉
・
]
・
ロ
・
]
の
カ
タ
ロ
グ
の
手
書
き
の
価
格
と
は
細

部
で
異
同
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
こ
れ
は
た
ん
に
聞
き
取
り
の
誤
差
か

と
思
わ
れ
、
大
局
に
は
影
響
し
な
い
の
で
、
繁
雑
を
避
け
る
た
め
い
ち
い
ち
対
照

し
な
い
。

総
出
来
高
は
十
五
万
八
千
八
百
五
十
五
フ
ラ
ン

[
回
・
〉
・
〉
・
]
・
ロ

で
は

美
学
美
術
史
研
究
論
集
第
十
二
号
(
一
九
九
四
年
)

て
す
べ
て
図
版
を
こ
こ
に
掲
載
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
入
手
で
き
た
図
版
が

あ
ま
り
鮮
明
で
は
な
い
も
の
も
多
く
、
ま
た
版
権
の
問
題
な
ど
も
あ
る
た
め
、
網

羅
で
き
な
い
こ
と
を
お
断
り
す
る
。
な
お
筆
者
の
作
業
に
つ
づ
い
て
ア
ン
ヌ
・
デ
ィ

ス
テ
ル
が
近
著
『
印
象
派
の
蒐
集
家
た
ち
」
の
序
と
第
四
章
で
集
中
的
に
デ
ユ
レ

を
取
り
上
げ
た
。
一
般
書
ゆ
え
出
典
註
は
欠
い
て
い
る
が
、
我
々
の
も
の
も
含
め

た
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
総
合
し
た
要
領
の
よ
く
信
頼
で
き
る
記
述
と
と
も
に
、
デ
ユ

レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
旧
蔵
作
品
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
大
型
の
原
色
版
に
よ
っ
て

一
括
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
必
要
な
場
合
に
は
こ
ち
ら
を
ご
参
照
願
い
た
だ
く
の

(
註
お
)

が
簡
便
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
今
日
ま
で
の
研
究
の
要
約
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
デ
ィ
ス
テ
ル
の
著

書
に
よ
っ
て
基
本
的
な
情
報
は
容
易
に
入
手
で
き
る
か
ら
、
こ
れ
を
復
唱
す
る
こ

と
は
避
け
た
い
。
だ
が
反
対
に
九
四
年
の
売
り
立
て
に
現
れ
た
四

O
点
以
上
の
デ
ユ

レ
旧
蔵
コ
レ
ク
、
メ
ヨ
ン
構
成
作
品
に
つ
い
て
、
個
別
の
情
報
を
羅
列
し
た
の
で
は
、

あ
ま
り
に
多
く
の
紙
面
を
要
す
る
。
そ
こ
で
掲
載
し
た
リ
ス
ト
を
簡
単
に
説
明
す

る
に
と
ど
め
た
い
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
列
し
た
画
家
名
に
つ
づ
い
て
九
四

年
三
月
一
九
日

(
5
B
m「
ω
5
2
)
と
記
載
の
あ
る
も
の
が
、
該
当
す
る
競
売

に
現
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
確
認
の
と
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
参
照
し
た
カ
タ

ロ
グ
名
と
登
録
番
号
と
を
記
入
し
て
あ
る
。
個
々
の
作
品
に
か
ん
す
る
詳
し
い
情

報
は
こ
れ
ら
の
カ
タ
ロ
グ
に
送
り
か
え
し
、

リ
ス
ト
で
は
繁
雑
を
避
け
る
た
め
に

割
愛
す
る

D

順
に
見
て
行
け
ば
わ
か
る
と
お
り
、

ブ
l
ダ
ン
(
一
占
…
)
、

カ
イ
ユ

ボ
ッ
ト
(
一
点
)
は
そ
れ
ぞ
れ
今
回
該
当
す
る
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
ア
イ
デ
ン
テ
イ

フ
ア
イ
さ
れ
た
。
カ
ル
ス
(
一
点
)
は
不
明
、

セ
ザ
ン
ヌ
(
三
点
)
は
す
で
に
ピ

}¥ 

ザ
ル
デ
ル
が
指
摘
、

(
二
占
…
)

の、つ中り

コ
ロ

l
(
一
点
)
は
不
明
、
ク
ー
ル
ベ

『
サ
ン
ト
地
方
の
風
景
」
の
特
定
が
不
可
能
、
ド
ガ
(
八
点
)
は
そ
の
う
ち
三
点

を
ピ
ザ
ル
デ
ル
が
確
認
、
残
り
は
該
当
の
カ
タ
ロ
グ
で
は
特
定
不
可
能
。
ヨ
ン
キ

ン
ト
(
一
点
)
は
確
認
不
能
、
マ
ネ
(
六
点
)
は
す
べ
て
参
照
し
た
カ
タ
ロ
グ
で

確
認
ず
み
、
モ
ネ
(
六
点
)
も
同
様
に
す
べ
て
確
認
ず
み
、
モ
リ
ゾ
(
一
点
)
は

ピ
ザ
ル
デ
ル
が
確
認
、
ピ
サ
ロ
(
三
点
)
も
参
照
し
た
カ
タ
ロ
グ
に
記
載
ず
み
、

ピ
ュ
ヴ
ィ
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
(
一
点
)
は
す
で
に
ボ
デ
ル
セ
ン
が
確
認
し
て

い
る
が
、
『
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
展
』
、

一
九
七
六
年
、
図
版
二
ハ

O
)
(
本
稿

。、、E
tノ
、

，/
1
 

図
お
)
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
(
三
点
)

の
う
ち
『
フ
ォ
ン
ト
ネ
l
・
オ
・
ロ
ー
ズ
の
庭

園
』
の
み
確
認
不
能
、
残
り
は
ボ
デ
ル
セ
ン
が
確
認
ず
み
、
シ
ス
レ

l
(
三
点
)

ほ
か
は
参
照
し
た
カ
タ
ロ
グ
に
記
載
ず
み
、

の
う
ち
『
夕
方
の
効
果
』
の
み
推
定
、

ホ
ィ
ス
ラ
l
(
一
点
)
は
今
回
表
記
の
カ
タ
ロ
グ
に
よ
り
確
認
(
図
お
)
。
以
上

で
す
べ
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
個
々
に
詳
し
く
検
討
す
る
に
値
す
る
作
品

も
す
く
な
く
な
い
が
、
今
回
は
こ
れ
も
紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
、
図
版
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
に
多
少
の
情
報
を
付
記
す
る
に
と
ど
め
る
。
ま
た
機
会
を
見
て
論
じ
る
こ
と
と

J

，
-
3
0
 

1
1
』
乎
ム
‘

ν

な
お
リ
ス
ト
に
記
載
し
た
落
札
価
格
は
ボ
デ
ル
セ
ン
論
文
に
あ
る
セ

l
ヌ
文
書

館
記
録
文
書
に
記
載
の
あ
る
数
値
で
あ
る
が
、
パ
リ
大
学
美
術
考
古
学
ジ
ャ

ッ
ク

の
カ
タ
ロ
グ
の
手
書
き
の
価
格
と
は
細

-
ド
ゥ
セ
図
書
館
所
蔵
[
回
・
〉
・
〉
・
]
・
ロ
・
]

部
で
異
同
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
た
ん
に
聞
き
取
り
の
誤
差
か

と
思
わ
れ
、
大
局
に
は
影
響
し
な
い
の
で
、
繁
雑
を
避
け
る
た
め
い
ち
い
ち
対
照

し
な
い
。
総
出
来
高
は
十
五
万
八
千
八
百
五
十
五
フ
ラ
ン

[回・〉・〉・』・ロ

で
は



十
五
万
八
千
八
百
八
十
五
フ
ラ
ン
]
だ
が
そ
の
う
ち
デ
ユ
レ
が
買
い
戻
し
た
の
が

五
万
一
千
六
百
二
十
フ
ラ
ン
に
の
ぼ
る
た
め
、
純
益
は
十
万
七
千
二
百
六
十
五
フ

ラ
ン
。
リ
ス
ト
の
価
格
か
ら
も
歴
然
と
す
る
が
、
『
ラ
テ
ユ
イ
ユ
お
や
じ
の
店
で
』

(
図6
)
が
八
四
年
の
売
り
立
て
で
は
五
千
フ
ラ
ン
だ
っ
た
の
に
た
い
し
て
今
回

は
八
千
フ
ラ
ン
。

一
八
九
四
年
の
マ
ネ
売
り
立
て
に
比
較
す
れ
ば
、
デ
ユ
レ
売
り

立
て
の
ほ
う
が
作
品
の
質
が
一
定
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
四
二
点
の
平
均
価

格
は
三
千
七
百
八
十
二
フ
ラ
ン
。

カ
タ
ロ
グ
序
文
は
デ
ユ
レ
自
身
が
執
筆
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
自
分
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
い
か
な
る
「
原
理
」
に
導
か
れ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
明
確
に
語
ろ

(
註
怨
)

う
と
す
る
意
図
が
明
白
で
あ
る
。
「
共
通
の
傾
向
を
も
っ
た
一
群
の
画
家
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
に
限
っ
て
蒐
集
し
、
か
っ
そ
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
作
品
で
も
そ
の
画
家

な
ら
で
は
の
ジ
ャ
ン
ル
が
も
っ
と
も
は
っ
き
り
と
際
立
っ
て
示
さ
れ
た
作
品
を
求

め
る
」
と
い
う
姿
勢
に
は
、
あ
る
一
貫
し
た
美
学
的
判
断
が
伺
え
、
「
こ
こ
集
め

ら
れ
た
作
品
ほ
ど
に
個
々
人
の
芸
術
家
の
容
貌
を
そ
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
か
た

ち
で
代
表
す
る
よ
う
な
蒐
集
は
ほ
か
に
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
す
る
宣
言
に
は
一
種

の
自
信
す
ら
漂
う
。

個
々
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
評
価
の
定
ま
っ
た
ピ
ュ
ヴ
ィ
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ア

ン
ヌ
か
ら
一
八
八
四
年
サ
ロ
ン
出
品
作
「
夢
』
(
図
お
)
を
取
り
上
げ
て
そ
の
理

想
世
界
を
描
く
空
想
力
を
伝
え
る
典
型
と
し
、

な
値
段
が
つ
く
で
あ
ろ
う
ド
ガ
の
デ
ッ
サ
ン
を
と
り
あ
げ
て
「
形
態
の
正
確
さ
と

デ
ッ
サ
ン
に
あ
る
学
術
」
を
誼
う
。
つ
い
で
マ
ネ
で
は
「
一
八
六
七
年
の
「
挨
拶

つ
づ
い
て
こ
れ
ま
た
容
易
に
高
価

を
す
る
闘
牛
士
』
(
図2
)、

一
八
七
三
年
の
サ
ロ
ン
の
『
休
息
」
(
図
ロ
)
、
J¥ 

テ
オ
ド
l

ル
・
デ
ユ
レ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
復
元

七
九
年
の
サ
ロ
ン
の
『
ラ
テ
ユ
イ
ユ
お
や
じ
の
店
で
』
(
図6
)」
と
こ
れ
ら
が
官

展
に
出
品
さ
れ
た
由
緒
た
だ
し
く
画
家
の
画
業
の
節
目
を
な
す
作
品
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
な
が
ら
、
同
時
に
そ
れ
ら
が
「
初
期
か
ら
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
マ
ネ

の
、
つ
ま
り
明
る
い
絵
画
と
外
光
の
な
か
で
得
ら
れ
た
調
子
と
を
導
入
し
た
偉
大

な
る
先
駆
者
で
あ
っ
た
人
物
の
、
も
っ
と
も
大
胆
な
調
子
を
代
表
し
」
て
い
る
と

判
断
す
る
。
『
挨
拶
を
す
る
闘
牛
士
」
は
一
八
七
O
年
に
画
家
に
一
千
二
百
フ
ラ

ン
払
っ
た
作
品
だ
が
、
今
回
は
一
万
五
百
フ
ラ
ン
で
デ
ユ
ラ
ン
H

リ
ュ
エ
ル
と
音

楽
家
フ
ォ
ー
ル
が
落
札
、
九
八
年
に
は
ハ
ヴ
ァ
i

マ
イ
ヤ
l

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

お
そ
ら
く
こ
の
さ
ら
に
倍
額
以
上
で
譲
渡
さ
れ
る
。

ス
ペ
イ
ン
趣
味
の
な
か
に
も

光
線
を
浴
び
た
衣
装
が
舷
い
。
ま
た
「
休
息
』
は
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
掛
け
る
ベ
ル
ト
・

モ
リ
ゾ
の
白
い
衣
服
と
背
景
の
浮
世
絵l
因
芳
の
『
竜
王
玉
取
姫
』
|
と
の
明
暗

マ
ネ
の
日
本
趣
味
の
証
拠
と
し
て
も
デ
ユ
レ
に
は
貴
重
な
作

の
対
比
と
と
も
に
、

品
だ
っ
た
。

な
お
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ゾ
は
こ
の
作
品
の
購
入
を
志
し
な
が
ら
代
理
人

の
見
落
と
し
で
失
敗
し
て
い
る
。

ま
た
八
四
年
の
売
り
立
て
で
も
法
外
と
い
っ
て

よ
い
値
段
を
払
っ
て
弁
護
し
た
『
ラ
テ
ユ
イ
ユ
お
や
じ
の
店
で
』
を
マ
ネ
の
も
っ

と
も
大
胆
な
作
品
ゆ
え
に
擁
護
す
る
と
い
う
デ
ユ
レ
の
姿
勢
は
、
マ
ネ
を
あ
く
ま

で
印
象
派
の
先
行
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
系
譜
の
正
道
に
位
置
づ
け
よ
う
と

す
る
デ
ユ
レ
の
歴
史
観
と
も
表
裏
一
体
に
な
っ
た
価
値
観
の
表
明
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
ホ
ィ
ス
ラ
!
の
「
夜
景
』
(
図
お
)
の
「
驚
く
べ
き
発
明
」
を
称

賛
し
、
「
夜
の
詩
情
と
神
秘
と
透
明
感
と
を
と
ら
え
た
」
技
量
を
指
摘
す
る

。

当

時
す
で
に
『
肌
色
と
黒
の
ア
レ
イ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
(
図
幻
)
と
題
さ
れ
た
肖
像
の

モ
デ
ル
も
つ
と
め
て
い
た
デ
ユ
レ
は
、
友
人
の
死
後
『
ホ
ィ
ス
ラ
l

』
伝
を
執
筆

九

十
五
万
八
千
八
百
八
十
五
フ
ラ
ン
]
だ
が
そ
の
う
ち
デ
ユ
レ
が
買
い
戻
し
た
の
が

五
万
一
千
六
百
二
十
フ
ラ
ン
に
の
ぼ
る
た
め
、
純
益
は
十
万
七
千
二
百
六
十
五
フ

ラ
ン
。
リ
ス
ト
の
価
格
か
ら
も
歴
然
と
す
る
が
、
『
ラ
テ
ユ
イ
ユ
お
や
じ
の
庖
で
』

(図
6
)
が
八
四
年
の
売
り
立
て
で
は
五
千
フ
ラ
ン
だ
っ
た
の
に
た
い
し
て
今
回

一
八
九
四
年
の
マ
ネ
売
り
立
て
に
比
較
す
れ
ば
、
デ
ユ
レ
売
り

立
て
の
ほ
う
が
作
品
の
質
が
二
疋
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
四
二
点
の
平
均
価

は
八
千
フ
ラ
ン
。

格
は
三
千
七
百
八
十
二
フ
ラ
ン
。

カ
タ
ロ
グ
序
文
は
デ
ユ
レ
自
身
が
執
筆
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
自
分
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
い
か
な
る
「
原
理
」
に
導
か
れ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
明
確
に
語
ろ

{
註
鈎
)

う
と
す
る
意
図
が
明
白
で
あ
る
。
「
共
通
の
傾
向
を
も
っ
た
一
群
の
画
家
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
に
限
っ
て
蒐
集
し
、
か
っ
そ
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
作
品
で
も
そ
の
画
家

な
ら
で
は
の
ジ
ャ
ン
ル
が
も
っ
と
も
は
っ
き
り
と
際
立
っ
て
示
さ
れ
た
作
品
を
求

め
る
」
と
い
う
姿
勢
に
は
、
あ
る
一
貫
し
た
美
学
的
判
断
が
伺
え
、
「
こ
こ
集
め

ら
れ
た
作
品
ほ
ど
に
個
々
人
の
芸
術
家
の
容
貌
を
そ
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
か
た

ち
で
代
表
す
る
よ
う
な
蒐
集
は
ほ
か
に
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
す
る
宣
言
に
は
一
種

の
自
信
す
ら
漂
う
。

個
々
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
評
価
の
定
ま
っ
た
ピ
ユ
ヴ
ィ
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ア

ン
ヌ
か
ら
一
八
八
四
年
サ
ロ
ン
出
品
作
『
夢
』
(
図
お
)
を
取
り
上
げ
て
そ
の
理

想
世
界
を
描
く
空
想
力
を
伝
え
る
典
型
と
し
、
つ
づ
い
て
こ
れ
ま
た
容
易
に
高
価

な
値
段
が
つ
く
で
あ
ろ
う
ド
ガ
の
デ

ッ
サ
ン
を
と
り
あ
げ
て
「
形
態
の
正
確
さ
と

デ
ッ
サ
ン
に
あ
る
学
術
」
を
謡
、
っ
。
つ
い
で
マ
ネ
で
は
「
一
八
六
七
年
の
「
挨
拶

を
す
る
闘
牛
士
』
(図
2
)
、

一
八
七
三
年
の
サ
ロ
ン
の
『
休
息
」
(
図
ロ
)
、

j¥、

テ
オ
ド
l
ル
・
デ
ユ
レ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
積
一一冗

七
九
年
の
サ
ロ
ン
の
『
ラ
テ
ユ
イ
ユ
お
や
じ
の
庖
で
』
(図

6
)
」
と
こ
れ
ら
が
官

展
に
出
品
さ
れ
た
由
緒
た
だ
し
く
画
家
の
画
業
の
節
目
を
な
す
作
品
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
な
が
ら
、
同
時
に
そ
れ
ら
が
「
初
期
か
ら
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
マ
ネ

の
、
つ
ま
り
明
る
い
絵
画
と
外
光
の
な
か
で
得
ら
れ
た
調
子
と
を
導
入
し
た
偉
大

な
る
先
駆
者
で
あ
っ
た
人
物
の
、
も
っ
と
も
大
胆
な
調
子
を
代
表
し
」
て
い
る
と

判
断
す
る
。
『
挨
拶
を
す
る
闘
牛
士
」
は
一
八
七

O
年
に
画
家
に
一
千
二
百
フ
ラ

ン
払
っ
た
作
品
だ
が
、
今
回
は
一
万
五
百
フ
ラ
ン
で
デ
ユ
ラ
ン
H

リ
ュ
エ
ル
と
音

楽
家
フ
ォ
ー
ル
が
落
札
、
九
八
年
に
は
ハ
ヴ
ァ

1
マ
イ
ヤ
l
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

お
そ
ら
く
こ
の
さ
ら
に
倍
額
以
上
で
譲
渡
さ
れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
趣
味
の
な
か
に
も

光
線
を
浴
び
た
衣
装
が
肱
い
。
ま
た
『
休
息
」
は
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
掛
け
る
ベ
ル
ト
・

モ
リ
ゾ
の
白
い
衣
服
と
背
景
の
浮
世
絵
|
園
芳
の
『
竜
王
玉
取
姫
』
|
と
の
明
暗

の
対
比
と
と
も
に
、

マ
ネ
の
日
本
趣
味
の
証
拠
と
し
て
も
デ
ユ
レ
に
は
貴
重
な
作

品
だ
っ
た
。
な
お
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ゾ
は
こ
の
作
品
の
購
入
を
志
し
な
が
ら
代
理
人

の
見
落
と
し
で
失
敗
し
て
い
る
。
ま
た
八
四
年
の
売
り
立
て
で
も
法
外
と
い
っ
て

よ
い
値
段
を
払
っ
て
弁
護
し
た
『
ラ
テ
ユ
イ
ユ
お
や
じ
の
庖
で
」
を
マ
ネ
の
も
っ

と
も
大
胆
な
作
品
ゆ
え
に
擁
護
す
る
と
い
う
デ
ユ
レ
の
姿
勢
は
、
マ
ネ
を
あ
く
ま

で
印
象
派
の
先
行
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
系
譜
の
正
道
に
位
置
づ
け
よ
う
と

す
る
デ
ユ
レ
の
歴
史
観
と
も
表
裏
一
体
に
な
っ
た
価
値
観
の
表
明
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
ホ
ィ
ス
ラ
!
の
『
夜
景
』
(
図
お
)
の
「
驚
く
べ
き
発
明
」
を
称

賛
し
、
「
夜
の
詩
情
と
神
秘
と
透
明
感
と
を
と
ら
え
た
」
技
量
を
指
摘
す
る
。
当

時
す
で
に

「
肌
色
と
黒
の
ア
レ
イ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
(
図
幻
)
と
題
さ
れ
た
肖
像
の

モ
デ
ル
も
つ
と
め
て
い
た
デ
ユ
レ
は
、
友
人
の
死
後
『
ホ
ィ
ス
ラ
l
』
伝
を
執
筆

九
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す
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
ふ
た
り
の
交
友
は
ま
た
別
に
詳
述
し
た
い
。
つ
づ
く

の
は
い
わ
ゆ
る
印
象
派
の
画
家
た
ち
だ
が
、
最
初
に
取
り
上
げ
た
ベ
ル
ト
・
モ
リ

ゾ
に
つ
い
て
は
、
「
ぱ
さ
つ
か
ず
、
ま
た
洗
練
は
さ
れ
て
い
る
が
お
気
取
り
は
み

せ
ぬ
、
女
性
な
ら
で
は
の
優
美
さ
」
に
お
い
て
こ
の
『
夜
会
の
若
い
女
性
」
(
図

四
)
よ
り
優
れ
た
作
品
は
な
か
ろ
う
と
言
い
切
る
。

つ
づ
い
て
ル
ノ
ワ
ー
ル
の

『
女
性
の
胸
像
」
(
図
出
)
の
「
病
的
な
ま
で
に
な
よ
や
か
な
肌
」
、
モ
ネ
の
『
七

面
鳥
』
(
図
比
)
(
一
万
二
千
フ
ラ
ン
と
、
こ
の
売
り
立
て
で
最
高
額
)
そ
の
ほ
か

の
作
品
で
は
「
一
気
加
勢
で
若
々
し
い
が
た
し
か
な
タ
ッ
チ
と
洞
察
の
あ
る
眼
力
」

に
「
印
象
派
と
い
う
形
容
」
に
ふ
さ
わ
し
い
質
を
み
て
、
こ
れ
を
ピ
サ
ロ
の
「
都

ぴ
た
興
趣
」
と
対
置
す
る
。

そ
れ
で
は
一
八
九
四
年
と
い
う
段
階
で
印
象
派
は
い
か
に
世
間
で
-
評
価
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
な
じ
九
四
年
二
月
に
は
、
印
象
派
の
画
家
の
ひ
と
り
カ
イ

ユ
ボ
ッ
ト
が
死
去
し
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
画
家
の
遺
志
に
よ
っ
て
国
家
に
寄

贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
初
は
問
題
な
く
進
行
す
る
か
に
思
わ
れ
た
こ
の
甲

し
出
は
そ
の
後
紛
糾
し
、
印
象
派
と
国
家
権
力
と
の
対
立
と
い
う
神
話
を
彩
る
格

好
の
挿
話
へ
と
成
長
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
た
い
し
て
最
近
で
は
、
「
カ
イ

ユ
ボ
ッ
ト
事
件
」
は
「
遺
族
側
や
印
象
派
擁
護
の
歴
史
家
に
よ
る
担
造
」
に
ほ
か

な
ら
ず
、
国
家
の
側
の
意
図
的
な
策
謀
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
、
修
正
主
義
的
歴

史
家
に
よ
る
糾
弾
も
あ
る
。
そ
の
錯
綜
し
た
顛
末
は
、
ま
た
場
所
を
改
め
て
詳
し

(註
初
)

く
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は

一
八
九
四
年
の
時
点
で
な
お
、
印
象
派
の
絵
画
が
、

美
術
市
場
の
み
な
ら
ず
国
家
へ
の
寄
贈
と
い
う
象
徴
的
な
認
知
行
為
に
お
い
て
も
、

物
議
を
か
も
す
格
好
の
論
点
た
り
え
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
け
ば
そ
れ
で
よ
か
ろ

一
二
O

う
。
そ
し
て
す
く
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
、

デ
ユ
レ
自
身
が
そ
の
よ
う
に
状
況
を

判
断
し
て
い
た
こ
と
は
、
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
の
序
文
冒
頭
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。

同
じ
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
序
文
の
冒
頭
で
、
デ
ユ
レ
は
ま
だ
マ
ネ
か
ら
印
象

派
に
い
た
る
画
家
た
ち
の
闘
い
が
終
わ
っ
て
は
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
「
マ

ホ
ィ
ス
ラ
ー
や
そ
れ
に
続
い
て
印
象
派
が
現
れ
て
そ
の
道
を
切
り
開

き
、
ま
た
日
本
の
美
術
が
予
期
せ
ぬ
事
態
の
よ
う
に
出
現
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、

わ
た
し
は
自
分
が
前
衛
の
位
置
ー
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
も
お
許
し
い
た
だ
け
る

「
も
う
長
年
に
わ
た
っ
て
、
た
だ
闘
い
の

ネ
、
ド
ガ
、

だ
ろ
う
に
あ
る
の
に
気
付
い
た

。

」

喜
び
と
未
来
へ
と
進
む
の
だ
と
い
う
気
持
ち
だ
け
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
戦
闘
に
参

画
し
た
」
も
の
の
、
し
か
し
「
ま
だ
成
功
が
必
ず
し
も
ま
っ
と
う
に
獲
得
さ
れ
た

と
は
い
え
ぬ
の
に
、
最
初
に
歩
を
進
め
た
者
た
ち
も
、
い
つ
し
か
年
齢
ゆ
え
に
、

疲
労
ゆ
え
に
、
そ
し
て
人
生
の
責
務
ゆ
え
に
、
時
期
尚
早
の
ま
ま
脱
落
す
る
事
態

と
な
る
」
。
「
わ
た
く
し
の
場
合
も
か
く
の
ご
と
く
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ふ

れ
た
こ
と
で
、
な
が
な
が
し
く
述
べ
立
て
る
ま
で
も
な
い
」
。
い
さ
さ
か
弁
解
ま

じ
り
の
状
況
判
断
に
は
、
こ
の
売
り
立
て
が
必
ず
し
も
デ
ユ
レ
の
意
に
沿
う
も
の

で
は
な
く
、
投
機
目
的
な
ら
ば
な
お
時
期
尚
早
と
の
判
断
が
暗
に
示
さ
れ
て
い
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
九
四
年
の
状
況
判
断
は
、
そ
の
後
お
お
き
く
変
化
し

一
九
O
二
年
の
『
マ
ネ
』
伝
で
は
、
そ
れ
が
ほ
か
な
ら
ぬ

自
分
の
売
却
で
あ
っ
た
こ
と
は
伏
せ
た
ま
ま
、
「
一
八
九
四
年
三
月
の
売
り
立
て

は
マ
ネ
の
作
品
の
み
な
ら
ず
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
作
品
を
高
い
価
格
で
手
に
入

て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

れ
よ
う
と
集
う
蒐
集
家
た
ち
の
存
在
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
マ
ネ
が

『
ア
ブ
サ
ン
ト
を
飲
む
男
』
を
一
八
五
九
年
の
サ
ロ
ン
に
送
っ
て
以
来
の
恐
る
べ

美
学
美
術
史
研
究
論
集
第
十
二
号
(
一
九
九
四
年
)

す
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
ふ
た
り
の
交
友
は
ま
た
別
に
詳
述
し
た
い
。
つ
づ
く

の
は
い
わ
ゆ
る
印
象
派
の
画
家
た
ち
だ
が
、
最
初
に
取
り
上
げ
た
ベ
ル
ト
・
モ
リ

ゾ
に
つ
い
て
は
、
「
ぱ
さ
つ
か
ず
、
ま
た
洗
練
は
さ
れ
て
い
る
が
お
気
取
り
は
み

せ
ぬ
、
女
性
な
ら
で
は
の
優
美
さ
」
に
お
い
て
こ
の
『
夜
会
の
若
い
女
性
」
(
図

日
)
よ
り
優
れ
た
作
品
は
な
か
ろ
う
と
言
い
切
る
。
つ
づ
い
て
ル
ノ
ワ
ー
ル
の

『
女
性
の
胸
像
」
(
図
国
)
の
「
病
的
な
ま
で
に
な
よ
や
か
な
肌
」
、
モ
ネ
の
『
七

面
鳥
』
(
図
比
)
(
一
万
二
千
フ
ラ
ン
と
、
こ
の
売
り
立
て
で
最
高
額
)
そ
の
ほ
か

の
作
品
で
は
「
一
気
加
勢
で
若
々
し
い
が
た
し
か
な
タ
ッ
チ
と
洞
察
の
あ
る
眼
力
」

に
「
印
象
派
と
い
う
形
容
」
に
ふ
さ
わ
し
い
質
を
み
て
、
こ
れ
を
ピ
サ
ロ
の
「
都

ぴ
た
興
趣
」
と
対
置
す
る
。

そ
れ
で
は
一
八
九
四
年
と
い
う
段
階
で
印
象
派
は
い
か
に
世
間
で
-
評
価
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
な
じ
九
四
年
二
月
に
は
、
印
象
派
の
画
家
の
ひ
と
り
カ
イ

ユ
ボ
ッ
ト
が
死
去
し
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
画
家
の
遺
志
に
よ
っ
て
国
家
に
寄

贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
初
は
問
題
な
く
進
行
す
る
か
に
思
わ
れ
た
こ
の
申

し
出
は
そ
の
後
紛
糾
し
、
印
象
派
と
国
家
権
力
と
の
対
立
と
い
う
神
話
を
彩
る
格

好
の
挿
話
へ
と
成
長
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
た
い
し
て
最
近
で
は
、
「
カ
イ

ユ
ボ

ッ
ト
事
件
」
は
「
遺
族
側
や
印
象
派
擁
護
の
歴
史
家
に
よ
る
担
造
」
に
ほ
か

な
ら
ず
、
国
家
の
側
の
意
図
的
な
策
謀
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
、
修
正
主
義
的
歴

史
家
に
よ
る
糾
弾
も
あ
る
。
そ
の
錯
綜
し
た
顛
末
は
、
ま
た
場
所
を
改
め
て
詳
し

(
註
初

)

く
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
一
八
九
四
年
の
時
点
で
な
お
、
印
象
派
の
絵
画
が
、

美
術
市
場
の
み
な
ら
ず
国
家
へ
の
寄
贈
と
い
う
象
徴
的
な
認
知
行
為
に
お
い
て
も
、

物
議
を
か
も
す
格
好
の
論
点
た
り
え
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
け
ば
そ
れ
で
よ
か
ろ

一
二

O

う
。
そ
し
て
す
く
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
、

デ
ユ
レ
自
身
が
そ
の
よ
う
に
状
況
を

判
断
し
て
い
た
こ
と
は
、
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
の
序
文
冒
頭
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。

デ
ュ
レ
は
ま
だ
マ
ネ
か
ら
印
象

同
じ
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
序
文
の
冒
頭
で
、

派
に
い
た
る
画
家
た
ち
の
闘
い
が
終
わ
っ
て
は
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
「マ

ネ
、
ド
ガ
、

ホ
ィ
ス
ラ
ー
や
そ
れ
に
続
い
て
印
象
派
が
現
れ
て
そ
の
道
を
切
り
開

き
、
ま
た
日
本
の
美
術
が
予
期
せ
ぬ
事
態
の
よ
う
に
出
現
し
た
時
代
に
あ

っ
て、

わ
た
し
は
自
分
が
前
衛
の
位
置
!
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
も
お
許
し
い
た
だ
け
る

「
も
う
長
年
に
わ
た
っ
て
、
た
だ
闘
い
の

だ
ろ
う
に
あ
る
の
に
気
付
い
た
。
」

喜
び
と
未
来
へ
と
進
む
の
だ
と
い
う
気
持
ち
だ
け
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
戦
闘
に
参

画
し
た
」
も
の
の
、
し
か
し
「
ま
だ
成
功
が
必
ず
し
も
ま
っ
と
う
に
獲
得
さ
れ
た

と
は
い
え
ぬ
の
に
、
最
初
に
歩
を
進
め
た
者
た
ち
も
、
い
つ
し
か
年
齢
ゆ
え
に
、

疲
労
ゆ
え
に
、
そ
し
て
人
生
の
責
務
ゆ
え
に
、
時
期
尚
早
の
ま
ま
脱
落
す
る
事
態

と
な
る
」
。
「
わ
た
く
し
の
場
合
も
か
く
の
ご
と
く
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ふ

れ
た
こ
と
で
、
な
が
な
が
し
く
述
べ
立
て
る
ま
で
も
な
い
」
。
い
さ
さ
か
弁
解
ま

じ
り
の
状
況
判
断
に
は
、
こ
の
売
り
立
て
が
必
ず
し
も
デ
ユ
レ
の
意
に
沿
う
も
の

で
は
な
く
、
投
機
目
的
な
ら
ば
な
お
時
期
尚
早
と
の
判
断
が
暗
に
示
さ
れ
て
い
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
九
四
年
の
状
況
判
断
は
、
そ
の
後
お
お
き
く
変
化
し

一
九

O
二
年
の
『
マ
ネ
」
伝
で
は
、
そ
れ
が
ほ
か
な
ら
ぬ

自
分
の
売
却
で
あ
っ
た
こ
と
は
伏
せ
た
ま
ま
、
「
一
八
九
四
年
三
月
の
売
り
立
て

は
マ
ネ
の
作
品
の
み
な
ら
ず
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
作
品
を
高
い
価
格
で
手
に
入

れ
よ
う
と
集
う
蒐
集
家
た
ち
の
存
在
を
示
す
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
こ
そ
マ
ネ
が

『
ア
ブ
サ
ン
ト
を
飲
む
男
」
を
一
八
五
九
年
の
サ
ロ
ン
に
送
っ
て
以
来
の
恐
る
べ

て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。



き
闘
い
の
終
わ
り
だ
っ
た
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
一
九
年
の
新
し
い
版
に

な
る
と
、
こ
の
売
り
立
て
に
か
ん
す
る
記
事
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
に
続
く
一
節
に
あ
っ
た
「
ル
l

テ
ィ
ン
の
精
神
が
独
創
性
と
発
明
の
才
に
対

抗
し
て
か
つ
て
な
し
た
こ
の
う
え
な
く
お
そ
る
べ
き
こ
れ
ら
の
対
決
|
こ
の
対
決

に
勝
利
を
収
め
る
に
は
か
く
し
て
三
十
五
年
間
[
一
八
五
九
ー
一
八
九
四
]
の
闘
い

が
必
要
で
あ
っ
た
」
と
の
解
説
も
抹
消
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
「
一
八
八
九
年
以

来
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
生
じ
た
が
、
マ
ネ
は
そ
こ
か
ら
決
定
的
と
い
っ
て
よ
い

聖
別
を
受
け
て
い
た
」
と
い
う
文
章
の
つ
ぎ
に
は
、
元
来
そ
の
一
頁
先
に
あ
っ
た

「
か
く
し
て
静
穏
が
訪
れ
」
う
ん
ぬ
ん
が
直
接
接
ぎ
木
さ
ね
ん
い

o

こ
う
し
て
時
間
軸
が
圧
縮
さ
れ
た
結
果
、
一
九
一
九
年
版
の
読
者
は
あ
た
か
も

マ
ネ
の
死
後
の
評
価
は
一
八
八
九
年
の
パ
リ
万
国
博
以
来
確
固
た
る
も
の
で
あ
っ

た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

一
八
九
四
年
の
序
文
冒
頭
を
見
る

限
り
、
当
時
は
い
ま
だ
未
来
へ
の
予
言
と
さ
れ
て
い
た
マ
ネ
や
印
象
派
た
ち
の
栄

光
は
、

一
九
一
九
年
に
な
る
と
す
で
に
一
八
八
九
年
に
は
実
現
し
て
い
た
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
歴
史
記
述
に
お
け
る
改
変
は
、
未
来
か
ら
回
顧
し
た
過
去

の
姿
が
予
定
調
和
の
図
式
に
よ
っ
て
い
か
に
都
合
よ
く
合
理
化
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
を
知
実
に
納
得
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
改
変
は
ま
た
、
こ
の
売
り
立
て
の
対

象
と
な
っ
た
作
品
の
評
価
が
、

一
八
九
四
年
当
時
と
、
二
O
世
紀
に
は
い
っ
て
か

ら
と
で
は
、
な
お
大
き
く
変
動
し
て
い
っ
た
こ
と
を
も
暗
示
し
て
咋
れ

o

テ
オ
ド

l
ル
・
デ
ユ
レ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
復
元

註
註
1
)
拙
日間

「
デ
ユ
レ
を
囲
む
群
像
」平
川
祐
弘
編

『
異
文
化
を
生
き
た
人
々
』

中
央
公
論
社
一
九
九
三
年
三
五
八
ー
三
八
七
頁
参
照
。
ま
た
日
欧
美
術
交
渉
に
お
け

る
デ
ユ
レ
に
つ
い
て
は

ω
F
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。B
F
H
ロ
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H
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m
w
e
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d
b
o
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o
z

ロ
ロ
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2
Z
E
U
O
R
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H
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町
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町
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与
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・
Z
。
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・
H
U∞
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4

宅
-
三
l

∞
N
・
な
お
小
林
太
市
郎

「
日
本
美
術

及
び
印
象
派
絵
画
と
テ
オ
ド
ル
・
ヂ
ユ
レ
」
、
「
園
華
』
(
巴

ω
∞
)
、
「
小
林
太
市
郎
著

作
集
』
第
二
巻
(
淡
光
社
、
一
九
七
四
年
)
に
は
先
駆
的
な
言
及
が
見
ら
れ
、
執
筆

当
時
の
日
本
で
の
デ
ユ
レ
評
価
を
伺
わ
せ
て
興
味
深
い
。

註
2
)

本
稿
は
拙
博
士
論
文
吋
芯
ミ
ミ
b
§
ミ
岨
を

k
g『
き
円
札
旬
円
句
、
と
と
右
足
む

ぺ
玄
向
円
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唱
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柏
町
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、F

弘
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芯
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ぬ
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(
E
2
0
2
n
Z
)
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。
デ
ユ
レ
に
関
す
る
文
献
の
詳
細
に
か

ん
し
て
は
、
同
論
文
忍
・
∞
芯l∞
ま
の
文
献
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
コ
レ
ク
シ
ヨ
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の
研
究
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つ
い
て
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P
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E
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コ
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ヨ
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平
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E
C
B
(
色
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e
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s
n
o
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2
5
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・
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ω
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札
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S
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吋
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註3
)

き
闘
い
の
終
わ
り
だ
っ
た
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
一
九
年
の
新
し
い
版
に

な
る
と
、
こ
の
売
り
立
て
に
か
ん
す
る
記
事
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
に
続
く
一
節
に
あ
っ
た
「
ル

l
テ
ィ
ン
の
精
神
が
独
創
性
と
発
明
の
才
に
対

抗
し
て
か
つ
て
な
し
た
こ
の
う
え
な
く
お
そ
る
べ
き
こ
れ
ら
の
対
決
|
こ
の
対
決

に
勝
利
を
収
め
る
に
は
か
く
し
て
三
十
五
年
間
[
一
八
五
九

l
一
八
九
四
]
の
闘
い

が
必
要
で
あ
っ
た
」
と
の
解
説
も
抹
消
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
「
一
八
八
九
年
以

来
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
生
じ
た
が
、

マ
ネ
は
そ
こ
か
ら
決
定
的
と
い
っ
て
よ
い

聖
別
を
受
け
て
い
た
」
と
い
う
文
章
の
つ
ぎ
に
は
、
元
来
そ
の
一
頁
先
に
あ
っ
た

(
註
幻
)

「
か
く
し
て
静
穏
が
訪
れ
」
う
ん
ぬ
ん
が
直
接
接
ぎ
木
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
時
間
軸
が
圧
縮
さ
れ
た
結
果
、

一
九
一
九
年
版
の
読
者
は
あ
た
か
も

マ
ネ
の
死
後
の
評
価
は
一
八
八
九
年
の
パ
リ
万
国
博
以
来
確
固
た
る
も
の
で
あ
っ

た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

一
八
九
四
年
の
序
文
冒
頭
を
見
る

限
り
、
当
時
は
い
ま
だ
未
来
へ
の
予
言
と
さ
れ
て
い
た
マ
ネ
や
印
象
派
た
ち
の
栄

光
は
、

一
九
一
九
年
に
な
る
と
す
で
に
一
八
八
九
年
に
は
実
現
し
て
い
た
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
歴
史
記
述
に
お
け
る
改
変
は
、
未
来
か
ら
回
顧
し
た
過
去

の
姿
が
予
定
調
和
の
図
式
に
よ
っ
て
い
か
に
都
合
よ
く
合
理
化
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
を
如
実
に
納
得
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
改
変
は
ま
た
、
こ
の
売
り
立
て
の
対

象
と
な
っ
た
作
品
の
評
価
が
、

一
八
九
四
年
当
時
と
、
二

O
世
紀
に
は
い
っ
て
か

(
註
犯
)

ら
と
で
は
、
な
お
大
き
く
変
動
し
て
い
っ
た
こ
と
を
も
暗
示
し
て
い
る
。
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拙
E閃

「
デ
ユ
レ
を
囲
む
群
像
」

平
川
祐
弘
編

『
異
文
化
を
生
き
た
人
々
』

中
央
公
論
社
一
九
九
三
年
三
五
八
ー
三
八
七
頁
参
照
。
ま
た
日
欧
美
術
交
渉
に
お
け

る
デ
ユ
レ
に
つ
い
て
は

ω
E
m
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目
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B
U
Z
「2
2
Z
E
U
O
R
-
-

河内
eHhm
仏両
目、弘
之
-
Z
。吋∞
-
H
U
∞∞-

3
・
三
1

∞N
・
な
お
小
林
太
市
郎

「
日
本
美
術

及
び
印
象
派
絵
画
と
テ
オ
ド
ル
・
ヂ
ユ
レ
」
、
『
園
華
』
(
巴
ω
∞
)
、
「
小
林
太
市
郎
著

作
集
』
第
二
巻
(
淡
光
社
、

一
九
七
四
年
)
に
は
先
駆
的
な
言
及
が
見
ら
れ
、
執
筆

当
時
の
日
本
で
の
デ
ユ
レ
評
価
を
伺
わ
せ
て
興
味
深
い
。

註
2
)

本
稿
は
拙
博
士
論
文
叫
ど

asuε
ミ
-
雪
凡
皇
室
。
史
的
門
司
』
g
R
h
S
Hミ
む

目、
F2hO3mshH.hH司、円し『
.h刷、。芯礼的
hHS
ア

一戸市山∞∞・円}】階的
σ
同】「俗的。ロ円。。己ぬ〈
mwロ円].己ロ』〈ぬ「印肝片品

日um凶ユ
ω
〈口一

UNA山日)・

0ロ
ω
〈
O
Z
・
ピ
一
一
∞
一
〉
Z
Z
O
「ロ
mwto
ロ
ω
-
a
g
F
Z
2
4
H
U
∞∞

(
Eの円。
P
Z
)
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。
デ
ュ
レ
に
関
す
る
文
献
の
詳
細
に
か

ん
し
て
は
、
同
論
文

3
・
∞
芯
l

∞
志
の
文
献
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
コ
レ
ク
シ
ヨ

ン
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
〉
ロ
g
5
0
∞の
U
5
3
R
-
t
h
g
s
こ
Q
N
H
8
3骨肉
目
。
三
宮
・

。。百円町内足。芯的¥唱
、hH芯円むな
g
n
H
H事
同
て
hhh
包貯円目白幡日
)M凶「
2
・司
-mHSBM凶ユ
oロ・

HU
∞
∞
一
円
「
NUT

的N
Z
『日
uO
昌
広
口
・
(
り
と
な
立
札。遺骨
肉ミ
3
・
9shH
円hS
G
丘
町
S
AmH事
夕
、
。
ス
ア
て
h
s
a
h
u門戸
¥同時

ーしペ
ミ
ロ
包
円
』
?
3
1
?
の
ω
-
E
B
ω
「
P
同
∞
∞
吋
一
吉
田
城
・
吉
田
典
子
訳
、
『
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
』
、
平
凡
社
二
ω
2
5
ω

の
ロ
己
主
ヨ
(
a
p
y
h
a
n
o
N
N
R
S
5
・∞ミ印印巾]・

2
2℃
〈
丘
一
o
P
5お
な
ど
。
ま
た
司
『
告
の
訪
問
g
z
=
・
固
な
円

3
9
S弘
容
片
言
恥
川
町
ア

弘同唱
、hhH芯
門
出
吋
言
」
ぎ
な
ミ
立
ミ
札
。
芯
ミ
叫
d
Z
H
U
S
H
-
Jヘω
Z
C
E
〈ぬ「
ω
-
q
司「
g
p
z
u
ω
・

ト
芭
忍
旬
立
与
怠
き
ま
と
宮
九
四
時
唱
、
ご
札
§
h
n
e
o
s
z
c
E
m
E
g
g
-
o
m山
口
市
印

U
R

註

3
)



美
学
美
術
史
研
究
論
集
第
十
二
号
(
一
九
九
四
年
)

H，

F
A山O
門H
O「
品
川
口
口
吋
Z
J
H
U
R

-

-∞
-
開
『
ロ
巾
ω
門
戸
2

・
0
ロ
u
T
H也
0
0・

(
註4
)
の
}
戸R-
2

号

(
v
y
g巴
「
o
p

弓
ミ
g
g

『
目
白
'
守
、
。

3

・
宮
内
主
ミ
ミ
目
、
H
3
h
H
m
-

E
5

・
H
W・
u
g
E

唱
5
2
・
E
F
-
-円
)
宮
巴
吾
作--
2
0町
民
弘
、
￡3
E
2
0
門
司H
h『

h
g
'
E
k
u
o
p

-
u
R
2・
何
-
U
S
E
-
同
∞
∞ω
・
そ
の
ほ
か
の
旅
行
記
に
つ
い
て
は
池
上
忠
治

「
幕
末

日
本
へ
の
旅
行
記
」
、
『
大
和
文
華
』
、一
九
八
一
年
、
ω
ロ
す
の
ほ
か
、
のω
σコ
巳
日
y

者

2
ω
σ
q
m
e
J
ヘ
〈
。
ロ
ロ
巾
・

「
者
巴

ω
σ
2
m
(
包
・
)
・
・
守
、

3
2
s

h
h
s
b
s
o

宮
町内
h
H

冨

切
さ
志
、
。
、
ご
・Z
2
5

「
?
の
ω
ユ
g
p
H
U
U
O
に
内
容
要
約
を
含
め
た
文
献
表
が

あ
る
。
ま
た
最
も
詳
細
な
研
究
と
し
て
は
のg
E
ω
5

の
国
家
博
士
弘
要
ぎ
∞a
i
s
-
N

の
英
仏
の
日
本
旅
行
記
を
網
羅
し
て
検
討
し
て
い
る
。

(
註
5
)

デ
ユ
レ
の
日
本
美
術
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
大
島
清
次
『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
』

(
講
談
社
学
術
文
庫
一
九
九
二
年
)
第
十
四
章
参
照
(
同
書
序
文
の
抄
訳
)
。
こ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
書
紀
行
』
、
文
車
の
会
編
、
反
町
茂

雄
、
「
日
本
の
古
書
の
在
外
秘
宝
」
、
文
化
出
版
局
、
一
九
七
三
年
、
九
九
ー
一
五
三

頁
、
リ
チ
ャ
1

ド
・
レ
イ
ン
「
西
洋
に
お
け
る
江
戸
文
学
」
、
『
文
学
』
、一
九
五
七

年
八
月
号
、
八
八
五
ー
九
二
頁
が
詳
し
い
。
古
浄
瑠
璃
で
天
下
一
本
の
十
一
種
に
つ

い
て
は
、
鳥
越
文
蔵

『
パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
古
浄
瑠
璃
集
』
に
復
刻
が
あ
る
。
な

お
我
々
自
身
の
調
査
に
も
と
づ
い
た
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
の
簡
単
な
報
告
が
、
同
図
書

館
版
画
部
特
別
室
の
資
料
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
栃
木
県
立
美
術
館
の
小

勝
櫨
子
氏
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
集
中
的
な
閲
覧
の
調
査
表
は
、
国
文
学
研
究
資
料

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

な
お
室
内
町
巳
冨
巳
2

版
画
部
長
(
当
時
)
、
の2
2
0
E
B
Z

ユ
夫
人
の
特
別
の
配

慮
に
あ
づ
か
り
、
ま
た
鈴
木
重
三
先
生
、
小
山
弘
志
先
生
の
ご
指
導
を
い
た

、
だ
い
た

註
6

て
翻
刻
し
た
。

一
一
一
一
一

」
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

拙
論
(
註
2
)、
仏
文
原
文
は

3
・
白
ω
H
l由
自
に
校
訂
の
う
え
注
記
を
加
え

(
註7
)
〉
-
E
5
4
b
e
宵
言
た
叫

3
S
E‘F
h
F
E
E
-
ロ

5
0
0
4
℃
-
N
S
・
ギ
メ
美
術

(
註8
)

館
に
つ
い
で
は
図
書
館
司
書
の
尾
本
圭
子
氏
に
確
認
を
試
み
て
い
た
だ
い
た
。

請
求
香
号
は
O
P

ミ
ヤ
コ

ω
。
近
藤
映
子

「
パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
未
発
表

浮
世
絵
ア
ル
バ
ム
三
巻
に
つ
い
て
」
、
『
浮
世
絵
芸
術
』
八O
ー
八
二
号
、
昭
和
五
九

年
。

そ
の
後
こ
れ
ら
の
作
品
の
一
部
は

『秘
蔵
浮
世
絵
大
観
パ
リ
国
立
図
書
館
』

一
九
八
九
年
、
講
談
社
、
に
写
真
複
製
が
掲
載
さ
れ
、
浅
野
秀
剛
氏
に
よ
る
詳
し
い

『
パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
海
を
渡

つ

解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
横
田
洋
一
監
修

一
九
九
O
年
、
に
は
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ヨ

た
浮
世
絵
」、
広
島
県
立
美
術
館
ほ
か
、

(
註9 ン

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

拙
稿

「
ゴ
ッ
ホ
の
見
た
摺
物
?
」
、
『
本
の
窓
』
、
小
学
館
、一
九
九
二
年

←
←L
ハ
U

三
R
I
-
-

二
一
月
、
二
ハ
l

二
O
頁
。

2
1
Z

〉
ロ
ロσ
司
]
O
U
己
e
'
E」q
oき
旬
唱
S
-
m
s
h，

o
s
R
H
?
b
o
g
s
h
s
E
S
F
n込札
i

2
と
お

4
k
c
h円
吉
之
内
勾
向
。
円R
o
s
e〉
ロ
ロA
M
〉
「
σ
oア
己
己
〈
巾
「
∞-
q
宮
』
円
「0
2
5
E
Z
「
l

3

・
宅
吋
l
品
∞H

に
リ
ス
ト
あ
り

。

註
日

ロ
ω
巴
。
ロω
-
e]{也
∞ω
・
〈
。
一-
N
【
)
凶
「
門
N

同)
ωユ
ω

回
-
σ
Z
0
5
2
5
s
t
o
g
-
?
富
山
口
口ω
口
ユ
ケ
ロ
。
己
〈
ぬ
ニ
ω
ω

口
門
主Z
E
O
ロ

]
[
『
ω
ロ
n
E
印
m
w
-
N
N
K
H

白
H
e
【O
H
h
F
G
l
H
A
F

吋
・

註
ロ
)
]
O
Fロ
問
。
者
白
一
色
な
己
・

)
eト
m
hh晴、
同
旬
色
町
内
む
さ
と目町
、
な
旬
。
唱
、
3
h
H
旬
。3
\ご
h
h

‘F
5
3
-

可
h
H晴
、
札
匂
・
k
A
S
S
〉h
R
E
h・
~
h
w問
。
・h
v・
N
h
u
h
u

・

回
F
σ
-
F
件
。
門F
A
M
A
Z

巾

]
M凶円
以
己
角
川
印

巴
C
C
の
ゆ
?
の
ω
門m
w
-
o
m
c
o

己
命
日
山
〈
ぬ
ロ
Z
ω
・
]{
∞
∞
吋lω日
・

(
註
日
)

美
学
美
術
史
研
究
論
集
第
十
二
号
(
一
九
九
四
年
)

同，

F
A山O
色
。
吋
品
川
口
口
吋

m
f
-
μ
m凶「

ze
開
『
ロ
巾

ω円

F
2・0
C
M
-
H
U
0
0
・

註

4
)
の
}
戸
川
凶
ユ
命
的
色
ぬ
の
F
m
w
印
山
山
』
「
。
ロ

-
2
0門
町
句
的
時
弘
司
【
町
、
。
』
U03
・

宮

内

主

唱

柏

町

立

て

hshHア

』
u
h
H
3
~
y
H
W・
ロ
ゆ

D
E
-
-
∞a
H・
HUz---七
七
命
的
芯

}
5
7
2
0町
時
的
色
、

Hh3
玄
守
目
。
門
町

Hh晴、
.
0世
hhhHHvos-

-URF
明

-
U
S
E
-
同∞∞
ω
・
そ
の
ほ
か
の
旅
行
記
に
つ
い
て
は
池
上
忠
治

「
幕
末

日
本
へ
の
旅
行
記
」
、
『
大
和
文
華
』
、

一
九
八
一
年
、

ωロ
す
の
ほ
か
、
の
mwσ

コ
巴
司
・

巧
2ω
宮
『
同
州
場

J

ヘ
〈
O
ロ
ロ
巾
・

「
巧
巴
ω
σ
q
m
(
包
・
)
・
・
守
、
3
2
S同

h
s
h
s
き
E
E
h
H

宮

回
注
目

g
h『毛、
q
e
Z
2
ベO
『
?
の
ω
ユ
g
p
z
u
o
に
内
容
要
約
を
含
め
た
文
献
表
が

あ
る
。
ま
た
最
も
詳
細
な
研
究
と
し
て
は
の

2
2
5の
国
家
博
士
弘
-咽
文
が
昆
臼

15N

の
英
仏
の
日
本
旅
行
記
を
網
羅
し
て
検
討
し
て
い
る
。

(註
5
)

デ
ユ
レ
の
日
本
美
術
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
大
島
清
次
『
ジ
ヤ
ボ
ニ
ス
ム
』

(
講
談
社
学
術
文
庫
一
九
九
二
年
)
第
十
四
章
参
照
(
同
書
序
文
の
抄
訳
)
。
こ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
『
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
古
書
紀
行
』
、
文
車
の
会
編
、
反
町
茂

雄
、
「
日
本
の
古
書
の
在
外
秘
宝
」
、
文
化
出
版
局
、

一
九
七
三
年
、
九
九
ー
一
五
三

頁
、
リ
チ
ャ

1
ド
・
レ
イ
ン
「
西
洋
に
お
け
る
江
戸
文
学
」
、
『
文
学
』
、

一
九
五
七

年
八
月
号
、
八
八
五
l
九
二
頁
が
詳
し
い
。
古
浄
瑠
璃
で
天
下
一
本
の
十
一
種
に
つ

い
て
は
、
鳥
越
文
蔵

『
パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
古
浄
瑠
璃
集
』
に
復
刻
が
あ
る
。
な

お
我
々
自
身
の
調
査
に
も
と
づ
い
た
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
の
簡
単
な
報
告
が
、
同
図
書

館
版
画
部
特
別
室
の
資
料
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
栃
木
県
立
美
術
館
の
小

勝
種
子
氏
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
集
中
的
な
閲
覧
の
調
査
表
は
、
国
文
学
研
究
資
料

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

な
お
E
n
y
巴
冨
巳
三
版
画
部
長
(
当
時
)
、
の
2
2
0
E
S
Z
2

夫
人
の
特
別
の
配

慮
に
あ
づ
か
り
、
ま
た
鈴
木
重
三
先
生
、
小
山
弘
志
先
生
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た

註

6
て
翻
刻
し
た
。

一
一
一一
一

」
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

拙
論
(
註
2
)
、
仏
文
原
文
は

3
・
自
己
l
a
自
に
校
訂
の
う
え
注
記
を
加
え

(註
7
)
〉

-
Z
5
-
u
e宵
宮
母
叫
3
0
乏
S
F
E
E
-ロ
5
0
0
4

匂

-
N
S・
ギ
メ
美
術

(註
8
)

館
に
つ
い
で
は
図
書
館
司
書
の
尾
本
圭
子
氏
に
確
認
を
試
み
て
い
た
だ
い
た
。

請
求
香
号
は

o
p
ミ
ヤ
コ
ω
。
近
藤
映
子

「
パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
未
発
表

浮
世
絵
ア
ル
バ
ム
三
巻
に
つ
い
て
」
、
『
浮
世
絵
芸
術
』
八

O
ー
八
二
号
、
昭
和
五
九

年
。
そ
の
後
こ
れ
ら
の
作
品
の
一
部
は

『
秘
蔵
浮
世
絵
大
観
パ
リ
国
立
図
書
館
』

一
九
八
九
年
、
講
談
社
、
に
写
真
複
製
が
掲
載
さ
れ
、
浅
野
秀
剛
氏
に
よ
る
詳
し
い

『
パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
海
を
渡
つ

解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
横
田
洋
一
監
修

一
九
九

O
年
、
に
は
デ
ユ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ヨ

た
浮
世
絵
」、
広
島
県
立
美
術
館
ほ
か
、

(註
9

ン
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

拙
稿

「
ゴ
ッ
ホ
の
見
た
摺
物
?
」
、
『
本
の
窓
』
、
小
学
館
、

一
九
九
二
年

t
L
n
U
 

コ
-mR
句

l-

一一一月、

一
六
l

二
O
頁
。

日
)
町
三

Z
〉
ロ
ロ
品
川
司

]
O
U
λ
f
h
h
H
K
U
O言
旬
さ
同

札
芯
向
。
芯
同
町
立
場

b
o
n芯
S
h
ミ
ミ
s
p
n
3
p
l

内
世
句
ぎ

-
kc
h芸
向
円
台
勾
司
令
円

h
S
F
〉
ロ
ロ
A
M

〉
「

σoア
ピ
ヨ
〈
巾
「
印
』
け
て
豆
一

2
0
2
5
E
Z「
l

3
・
会
吋
l

品
∞
同
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e柳川J~手~r{ :1ム~I'Q O fJ~♂な健記思壊さま Frits Lugt , Les Marques de 

Coílections , Amsterdam , 1921, p. 528 , NO 2845 :1..，d)蝋1)毛杓￡いs，1'Q。

( iI�t!:::; ) 害健 1 m ーロト 。く謡選血蛍f平副 J r 昔話盛田 r 寵療記'...\Jヘミ~~*'

l -K-K l 社， 1011-0<回総匹。

(柑出) Th�ore Duret , Histoire de Edoωrd Mω~et et de son oeuvre , 

Paris , Charpentier/ Fasquelle , 1906 , p. 60-63; Florent Fels ,“Théo

dore Duret" , JIαrd仰 des arts , oct. 1963 , p. 26; Juliet Willson Bareau , 

Edouard Mαnet ， Voyα.ge en Espαgne ， Caen , L' Echoppe , 1988. 

(柑ヨ) Th駮dore Duret , Pe仰tres jr，仰cais en 1867, Paris , E. Dentu , 

1867 , 173p. 

(制巳) A. Tabarant , Manet et ses æuvres , 1947 , Paris , Gallimard , 

pp. 138-39; A. Tabarant , Lα me αrtistique au temps de Baude lαtre ， 

Paris: Mercure de France , p. 417; George Heard Hamilton , Mαnet and 

his critics , 1954 [1986] , New Haven and London , Yale University 

Press , p. 111; Catalogue de l' exposition Manet , Paris , Grand Palais , 

La R騏nion des Mus馥s nationaux , 1983 , p. 288 (texte par Franｭ

輟ise Cachin). 

(柑~) ﾉmile Zola , Correspond仰ce ， 30 mai 1870. 

(柑~) Juliet Willson-Bareau (ed.) , Manet by himselj, London , Macｭ

Donald I1l ustrated , 1991 , p. 56 (; =--tく ι(;tuト叫慰霊特~-'-6~ p. 267~tポ

幅制総監..J-Î-2 0 l'く-\J O叶斗;ト吋ム:1{j(ln~ 杓~-Î-2:eロg-F ''(νe 革製部..，d)~
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r-j:L1:' þ一七ミ・ト峠 J r ti =--，，~ r l -K-K川叶十 1 m:::Dγ l -K<-I, 1 

1 同岡(。

(柑お Merete Bodelsen “ Early Impressionist Sales 1874-94 in the 

light of some unpublished ‘procès-verbaux' ,\ The BurlingtiJn Mag，αzine ， 

juin 1968 , pp.331-348. 

(制問) リ￡♂~~.也選土や[ト ト中入 e垣坦ムJ~(;判K糾右艇事|詳:1 0 S，ド ti'

翠~ l'入午会会・:長~-ムム一七ミ e幡lII1IT~<*但:1 J rti=--ヤ~r l-K-K 

E社11 m:::日γ 困m:::日ト総堕j 。

(柑~) Th駮dore Duret , L' Histoire de Edouαrd Mi仰et et de son oeuvre , 

[1906] , p. 263-64. 

(柑認 Lionello Venturi(éd.) , Les Archives impressionnistes , New 

York , Durand-Ruel , 1939 , vol. II , p. 214; A. Tabarant , Mαnet et 

ses oeuvres ( 柑口) , p. 501. 

(柑お) Daniel Halévy , Degαs parle , Paris-Genève , La Platine , 1960; 

Shigemi INAGA , op. cit. ( 柑N) ， p. 768. 

(柑2E5) Ren� et Jean La Foir , Le Cognac , sa distillation , 1958. 

(制民 Yvonne Bizardel ,“Théodore Duret-An Early Friend of the 

Impressionistes" , Apollo , 1974 , pp. 146-55. トパム e限ε判ド申縦割*
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lト快 2ι一会. ìトパム n ムそ\，入 m 入 e思1~ 111111 

e柳川J~手~r{~ム~t{ð O ~J~♂ Q快足思壊さま Frits Lugt， Les Marques de 

Coilections， Amsterdam， 1921， p. 528， NO 2845~ -，dJ ill話1)毛杓￡ ν .s，t{ð。
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1~~1 社， 1011-0<回総匹。

(柑出) Thodore Duret， Histoire de Edoωrd MIαnet et de son oeuvre， 

Paris， Charpentier/ Fasquelle， 1906， p. 60-63; Florent Fels，“Theo-

dore Duret"， Jard仰 desarts， oct. 1963， p. 26; Juliet Willson Bareau， 

Edouard Mω1et， Voyαge en Espαgne， Caen， L' Echoppe， 1988. 

(組出) Theodore Duret， Peinlres jrancais en 1867， Paris， E. Dentu， 

1867， 173p. 

(柑口)A. Tabarant， Mω1et et ses aωres， 1947， Paris， Gallimard， 

pp. 138-39; A. Tabarant， Lαvieαγtistiqueαu temps de Bαudelαtre， 

Paris: Mercure de France， p. 417; George Heard Hamilton， Mαnet and 

his critics， 1954 [1986]， New Haven and London， Yale University 

Press， p. 111; Catalogue de l' exposition Manet， Paris， Grand Palais， 

La Reunion des Musees nationaux， 1983， p. 288 (texte par Fran-

coise Cachin). 

(組~) Emile Zola， Correspond仰 ce，30 mai 1870. 

(柑~) Juliet Willson-Bareau (ed.) ， Manel by himselj， London， Mac-

Donald I1lustrated， 1991， p. 56 E;' =--' tく ι E;' tut畑1(艇部.;q吋~ p. 267 E;' *<< 
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(柑尽 MereteBodelsen“Early Impressionist Sales 1874-94 in the 

light of some unpublished ‘proces-verbaux'''， The Burlingtim Mαgαzine， 

juin 1968， pp.331-348. 
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(ili!2gs) Theodore Duret， L' Histoire de Edouαrd Manet et de son oeuvre， 

[1906]， p. 263-64. 

(柑~) Lionello Venturi (ed.) ， Les Archives impressionnistes， New 

York， Durand-Ruel， 1939， vol. II， p. 214; A. Tabarant， 11イαnetet 

ses oeuvres (ili!2口)， p. 501. 

(制民) Daniel Halevy， Degαs仰rle，Paris-Geneve， La Platine， 1960; 

Shigemi INAGA， op. cit. (ili!2C¥J) ， p. 768. 

(制~) Rene et Jean La Foir， Le Cognac， sa distillation， 1958. 
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事lK朴判K返る(臨駅前屋城線十 J 1恥 (1 ~~困叶 1 11 困

et mαrchαnds ， Paris , La Biblioth鑷ue des Arts , 1989 , pp. 7-9; 

pp. 56-71. 

(制g:;) [Th駮dore DuretJ , Catalogue des T，αbleωx et p，αstels composαM 

lα Collection de M. Th駮dore Durel [dont la vente aura lieu Galerie 

Georges Petit , 8 rue de Sèze , le lundi 19 mars � 3 heuresJ , Biblioth隴

que d' Art et d' Arch駮logie Jacques Doucet , Catalogues des ventes 

1894F 83. 

(柑 g) Pierre Vaisse “ Les legs Caillebotte d'apr鑚 les documents" , 

Marie Béhraut , “ Les legs Caillebotte , V 駻it� et contre-vérité , Bullet仰

de la Soci騁� de l' His toire de l' Aγt fraηcαis， 1983 [1985J , p. 201 sq・

ÞJ~ どな~;程よJ.-.J\J:!:! Jean-Claude Lebensztejn ,“Deuxième Puissance" , 

Critique , mars 1985 , N" 451 , p. 243; Shigemi Inaga , op.cit. (柑"l)， pp. 

451-54. 

(制民) Th駮dore Duret , L' Histoire de Édoωrd M仰et et" de son 

oeuvre , 1902 , p. 180; 1906 , p. 279; 持吋~ 1919 , p. 224. 

(組問トパム醤叶E;; fl ム~，入 m 入 e慰埋ま~0 エ ν:!:!' 布W -R布.s:-- Q逗

阻~協同""，t-Qì'--! 台， ìHì'--!~~部官ì'--!エ (1 ~刊困叶<m::)。

予見lHo p rくム<t: Wム-{~偽術、持民主主:!:!誕困 e鴇司ロ平-'6ミ剣<~j+: E;;トド{同早-'-\♀時。

例記帳誕~0 エド:!:!~ぽ榊Q思{吋~術、吋田正問E羽福岡e例制よJ~ ì'--! ÞJ -\J~';ヰ菌

兵.s:--""，t-Q。ぷポ 4ヰ+tt<告訴{斗 Qj躯{件相~/j;\-J斗 eトモ梶|さ~~信母~杓~脳士g~ ì'--!.，.;l

E;;-\J~ド憾ょj 有'lI~ì'--!エ。

:\!lK朴判K奪回目~~~結城線十 11恥( 1~~困叶 1 11回

et mαrchands， Paris， La Bibliotheque des Arts， 1989， pp. 7-9; 

pp. 56-71. 

(柑~) [Theodore DuretJ， Catαlogue des Tableαux et p，αstels composant 

la Collection de M. Theodore Duret [dont la vente aura lieu Galerie 

Georges Petit， 8 rue de Seze， le lundi 19 mars a 3 heuresJ， Bibliothe-

que d' Art et d' Archeologie ]acques Doucet， Catalogues des ventes 

1894F 83. 

(柑g) Pierre Vaisse“Les legs Caillebotte d'apres les documents"， 

Marie Behraut，“Les legs Caillebotte， V erite et contre-verite， Bulletin 

de la Societe de l' Histoire de l' Art francais， 1983 [1985J， p. 201 sq・-

~J~ どな~i程よJ ...JトJ~ ]ean-Claude Lebensztejn，“Deuxieme Puissance" ， 

Crit-ique， mars 1985， W451， p. 243; Shigemi Inaga， op.cit. (iIiitlN ) ， pp. 

451-54. 

(制民) Theodore Duret， L' Histoire de Edouαrd M仰 etet de son 

oeuvre， 1902， p. 180; 1906， p. 279; 羽-4 .~ 1919， p. 224. 

(制~)トパム醤叶E;' fl ム~，入 m 入 e組理主斗やエド~'布~~込布0(;; 韓三

回~国~~I'Q{.!台 r 制{.!壊~恒常主!:; ( 1 ~-R困叶<m::)。

月!~O ::"tくム-<.+q-4~偽術史民主主立法三回 e誌やや&;9世<~i+2E;' ~ド{同 \J;♀時。

例記事E誕:1 0 エ ν~磨駅榊e思{同~榊"1'(匹目E刑訴~E;'例制よJ ...J {.!~J ..lJ~.+q蓋
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E;'..lJ...Jド桶ムJれJミ141エ。
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図 1 ﾉdouard Manet (Portralt de Th駮dore Duret) 

1868，トluile sur toile , t-I.O.4-3 L.O.35, Petlt Palais, Paris. 
1908:don de Th. Duret au Petit Palals, Paris. 

図 2εdouard Manet {Le Matador 日lu目。

1866-67 

1872: � Th. Duret pour 2.000 f目;19 ma同 1894:à Durand-Ruel pour 10.5001同.

図 3 ﾉdouard Manet (Combat de Kearsarge et de I'AI曲面na)

1864, I-Iulle sur tolle，ト1.0.92 L.I. 12, The J .G. Johson CoII.記tion.

Philaderphie. 1887・88 en possession de Th. Duret 

図 4εdouard Manet (Le Iinge) 

1875-75, Hulle sur toile, H.I.45 L.1. 15 , Collectlon particuli告re.
5 f岳v. 188似 à Th. Duret pour 8.000 f同日

図 5 ﾉdouard Manet (Le Port de 8ordeau) 

1871 , l-luile sur toile, H・9.63 L. 1.0, Collection partlculière, Zurich. 
19 ma同 189似 à Durand-Ruel pour 6.300!rs. 
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図 1臼 ouardManet (Portral t de The剖 oreDuret) 

1868，トluilesur tolle，ト1.0.4-3L.0.35， Petlt Palais， Paris. 

1908:don de Th. Duret au Pelil Palals， Paris. 

図2 臼 ouardManet (Le Matador日 lu目。
1866-67，Hulle sur toile， H. 1. 17 L. 1. 13， Metro凹 1i tan Museum， New york. 

1872: a Th. Duret pour 2.000 f四 ;19mars 1894-:a Durand-Rue1 pour 10.500frs. 

図3 色douardManet {Combat de K回目ar邑eet de l'Alabama} 

1864-， Hulle sur tolle，ト1.0.92L.l.12， The J.G. JロhsonCollection， 

Philaderphie. 1887-88 en問 自 由sionde Th. Duret 

図4εdouardManet (Le 1inge) 

1875-75，ト1ullesur toile， H.l.4-5 L.l.15， Collectlon particuli企re.

5 f岳v. 1884-: a 刊 .Duret pour 8.000 f同..

図5 Edouard Manet {Le Port de Bordeau} 

1871， Huile sur tolle， H.p.63 L. 1ムCollectionpartlcullere， Zurich. 

19 ma同 189似 aDurand-Rue1凹 ur6.300f同.
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図 6 芭douard Manet (Chez le P鑽e Lathuile) 

1879, Hulle sur tolle, H.0.92 L. 1.12, Mus飴 des ßeaux-Arts, Toumai. 
5 f騅. 1884-� Th. Duret pour 5.000f同.ー 19 ma四 189与 å Faure pour 8.000 [四.

図 7 企douard Manet (La Jeunne Femme au cha開au. noir) 

1872, Huile sur toile, H.0.55 し. 0.38 , Collection particuli鑽e. 
19 mars 189似 à Faure pour 5.100f同.

図 8 ﾋdouard Manet (Tama le chien ja凹nals)

1875，トluile sur ~oile ， H.0.6 L. 0.5, Paul Mellon Collection, Virginie. 

図 9εdouard Manet (Portrait de A. Wolft) 

1877，トluile sur toile, H. 0.6 L. 0.5 , Collection partlcull告re.

19 ma四 1894-: � Duret lui-m岳me pour 700 f目.

e. 

1.000 f同.
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図 10 Berthe Morisot (Cache cache) 

1873, Hulle sur toile, H.0.4-51 L.0.54-9 , John H. Whitney Collection. 
1896: en possession de Th. Duret. 
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図6εdouardManet (Chez le P告reLathuile) 

1879， Hulle sur tolle， H.0.92 L.1.12， Mus的 d田 seaux-Arts，Toumai. 

5 f岳v. 188与 aTh. Duret pour 5.000f同 .-19mars 1894-a Faure pour 8.000 [，百.

図 7Edouard Manet (La Jeunne Femme au cha開 au.noir) 

1872，トluilesur toile， H.0.55し.0.38， Collection particu1iere. 

19 mars 1894-: a Faure pour 5.100frs. 

図8 Edouard Manet (Tama le chien ja凹 nals)

1875，トluilesur ~oile ， H.0.6 L. 0.5， Pau1 Mellon Collection， Virginie. 

図9εdouardManet (Portrait de A. Wolft) 

1877，トluilesur toi1e， H. 0.6 L. 0.5， Collection part1cullere. 

19 ma同 1894-:a Duret 1ui-m岳mepour 700 f目 .
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図 10 serthe Morisot (Cache cache) 

1873， Hulle sur toile， H.0.4-51 L.0.54-9， John H. Whitney Col1ection. 

1896: en possession de Th. Duret. 
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図 11 Claude Monet (Ln se.ine � V騁heuil) 

1879，卜luile sur toile , H.0.6 L.0.8I , Mus岳e d'Orsay , Paris. 

19 mn四 1894-:' �. Durnnd-Rucl pour 7.000 [目.

図 12 ﾋdouard Manet {Le Re献活(Berthe Mori侶t)}

1870 , Huile sur toile, H.1.34-L. 1.13, Museum of Art , Providence. 

1870 en possession de Th. Duret;ー 19 ma四 1894- � Faule pour 11.000 [四.

図 13 Sisley (Vue de la Tnrnise, à トlampton Court) 

1874-, Huile sur toile , H. O.糾L. 0.59 , Wallra[-Rlchartz M田eum，Cologne.

19 ma同 1891~ : � Th. Duret lul-m吾me pour 1.335 frs. 

図 15 Edgar Deg苗 {La Conversatlon} 

ca. 1885,Pastel ,H. 0.63 しO.叫， Staatliche M出een ， Natlonalgalerie, Berlin. 

19 mars 1894-: � Durand-Ruel 同ur 4-.900 f同.
図 14 Claude Monet {Les Dindons} 

1877 , トluile sur toile , L.l.70 H.l.70 , Mus岳哩 d・Crsay ， Paris. 

19 ma四 1894-: � Th. Duret lul-m麥e pour 12.000 [同.
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図 11 Claude Monet (Ln se.ine a Vetheuil) 

1879，卜luilesur toile， H.0.6 L.0.8I， Mus岳ed'Orsay， Paris. 

19 mll四 1891g d. Duro.nd-I<ucl pour 7.000 [目.
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図 12Edouard Manet (Le Repos (Berthe Moriost)} 

1870，トluilesur toile， H.l.34-L.1.13， Museum of Art， Providence. 

1870 en possession de Th. Duret;-19 mars 1894-a Faule pour 1 1.000 fr. 

図 13 Sisley {Vue de la Tnmise， a Hampton白 urt}

1874-， Huile sur toile， H. O.糾 L.0.59， Wallraf-Rlchartz Museum，Cologne. 

19 mars 189年: a Th. Duret lul-meme pour 1.335 frs. 

図 15 Edgar Degas (La Conversation) 

CIl. 1885，Pastel，H. 0.63 L.0.84-， Staatliche M出 een，Natlonalgalerie， Berlin. 

19 mars 1894-: a Durand-Ruel同 ur4-.900 f同.

図 14 Claude Monet (L田 Dindons)

1877， トluilesur toile， L.l.70 H.I.70， Mus岳骨 d'Crsay，Paris. 

19 ma四 1894-:a Th. Duret lul-meme pour 12.000 f同.

一
二
七



美
学
美
術
史
研
究
論
集
第
十
二
号

(
一
九
九四
年
)

図 19 Berthe Morisot {Jeune Femme au 回1}

1879，トluile sur toile, 1 ー 1.0.71 L.0.54-, Mus岳ed・0四ay ， Paris. 

19 ma同 1894-: � Th. Duret lui-m邑me pour 4-.500f同.

図 17 Auguste Renolr {Llse ー la femme � l'ombrelle} 

1867, Huile sur toile H.I.84-L. 1.15 , Folkwang Museum , Essen. 

1873: � Th. Duret pour 1.200 f同.

図 16 Auguste Renoir (En Ét岳(Llse))

1868，トlulle sur toile H. 0.85; L. 0.62 , Nationalgalerle, Berlin. 

1873: � Th. Duret pour 4-00 frs. 

図 18 Auguste Renoir {Buste de femme} 

1875 , 1-Iulle SUr toile，ト1.0.81 L.0.65 , The Bames Collectlon. 

19 ma目 1894-: � Durand-Ruel pour 4-.900 frs. 
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図 19 Berthe Morisot (Jeune Femme au回 1)

1879， トluilesur toile， 1-1.0.71 L.0.54-， Mus岳喧 d・Orsay，Parls. 

19 mars 1894-: a Th. Duret 1ui-meme pour 4-.500r同 .

図17 Auguste Renolr {Llseー lafemme a l'ombrelle} 

1867， Huile sur toi1e H.l .84-L. 1.15， Folkwang Museum， Essen. 

1873: a Th. Duret pour 1.200 f同 .

図16 Auguste Renoir (Enεt岳(Llse))

1868，トlui1esur toile H. 0.85; L. 0.62， Nationalgalerle， Berlin. 

1873: a Th. Duret pour 4-00 frs. 

図18 Auguste Renoir (Buste de femme) 

1875， t-Iui1e sur toile，ト1.0.81L.0.65， The Bames Col1ectlon. 

19 ma同 1894-:a Durand-Rue1凹 ur.4-.900frs. 
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図 21 Paul C岳zanne (Une Route dans un village) , 
ca. 1881 , Hulle sur tolle, H.0 .59 し 0.72 ， Museum of Fine Arts, Boston. 
19 ma同 1894: � P. Helleu pour 800 frs. 

図 20 Edgnr Degns (Dnnseuse � I'騅entnllle) 

s.d. Crnyロn et crale sur pnpler, H. 0.475 L. 0.27, 

Petlt Palals , Parls. 
1908: don de Th. Duret au Petlt Palals , Paris. 

図 22 Paul Guigou (Paysage en provence) , 
1867，トlulle sur la plancl、e， H.0.275 L.0.458 , Mus岳e de Petlt Palais, Paris. 
1912: don de Th. Duret au Petit Pnlais, Paris. 
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図 23 Puvis de Chavanne (Le R黐e) 

1883, Hulle sur tolle, H.0.82 L.I .02, Mus岳e d'O内ay ， Parls. 

19 ma四 1894: � Th. Duret lul-m岳me pour 9.100 f同.

テ
オ
ド
l
ル
・
デ
ュ
レ

図21 Paul Cezanne (Une Route dans un village)， 

ca. 1881， Hulle sur tolle， H.0.59し 0.72，Museum of Flne Arts， Boston. 

19 mar吉 1894:a P. Helleu pour 800 frs. 
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図 20 Edgnr Degns (Danseuse a. I'eventnllle) 

s.d. Crnyon et crale sur pnpler， H. 0.475 L. 0.27， 

Petlt Pnlals， Parls. 

1908: dロnde Th. Duret au Petlt Palals， Paris. 

図22Paul Guigou (Paysage en provence)， 

1867，トlullesur la planche， H.0.275 L.0.458， Mus岳ede Petlt Palais， Paris. 

1912: don de Th. Duret au Petit Palals， Paris. 
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図 23 Puvis de Chavanne {Le Reve} 

1883， Hulle sur tolle， 1-1.0.82 L.I .02， Mus岳官 d'Or百ay，Paris. 

19 ma目 1894:a Th. Duret lul-meme凹 ur9.100 frs. 
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図 27 ﾋdouard Vuillard (刊岳剖ore Duret dans son cabinet de travail) 

1912 , 1・luile sur carton，卜1. 0.95 L.0.74-, Natlonal Gallery, Washlngton. 

le premier ma四 1928: vente aprお d岳Cお de Th. Duret , 5与.000 {目.

図 26 J. McN. Whistler (Arragement en ∞uleur chair et noir: Portrait de 

Th岳剖ore Duret) 1885止luile sur toile, H. 1.93 L.0.9I , Metro凶 It剖 Museum. 

1913: vendu par Th. Duret au Metro凹litan Museum, New York. 

[ce tableau se rell鑼e dans le miroir au dos de Ouret dans le portrait 

par Vuilland de 191幻

図 25 J. McN. Whistler (Nocture Gray and Silver) 

1873-75，トluile sur toile ,H. 0.311 L. 0.51 4-, Museum od Art , Philadelphie. 

19 mars 1894-:晶トlamann (7) pour 4-.000 {目.
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図 24 Glovannl Battlsta Tiepolo (T岳地maque et mentor) 

Huile sur toile, H. 1.13 L. 0.72 , Rejksmuseum, An百terdam.

[ce tableau se f1gure au d田 de Duret d回s 1e portrait par Vuillard de 1912] 
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図27 Edouard Vuillard (Th岳剖oreDuret dans son cabinet de travail) 

1912， Hulle sur carton， H. 0.95 L.0.74-， Natlonal Gallery， Washlngton. 

le premier mars 1928: vente apr色 d岳Cお deTh. Duret， 54-.000 {同.

図 26 J. McN. Whistler (Arragement en ∞uleur chair et noir: Portrait de 

Th岳剖oreDuret) 1885，Hulle sur toile， H. 1.93 L.0.9I， Metro四 1i tan Museum. 

1913: vendu par Th. Duret au Metro凹IitanMuseum， New York. 

[ce tableau se retlete dans le miroir au dos de Ouret dans le portrait 

par Vuilland de 19121 

図 25 J. McN. Whistler {Nocture Gray and Silver} 

1873-75， Huile sur tolle，H. 0.311 L. 0.514-， Museum od Art， Philadelphie. 

19 mars 1894-: aトlamann(7) pour 4-.000 {目.

一
三

O図 24 印刷叩nlBattlsta Tlepolo (T岳l岳maqueet mentor) 

Huile sur toile， H. 1.13 L. 0.72， Rejksmuseum， Amster世田n.

[ce tableau se flgure au dos de Duret dans le portrait par Vuil1ard de 1912] 




